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業 務 の 概 要

1日 業務の企画・推進

(1)滋賀県工業技術振興懇話会の開催

本県工業技術の長期的な展望、企業ニーズに適応 した研究開発の推進および技術開発基盤の

整備 を図るため、滋賀県工業技術振興懇話会 (座長 越後和典 滋賀大学経済学部教授)を 開

催 し、産・学・官からの専門的な意見や提言を得ました。

第 9回 工業技術振興懇話会

開 催 日 平成元年 8月 8日 (火 )

開催場所 滋賀県商工労働会館 7階会議室

議 題 等  。本県工業技術の現状 について

。工業技術振興 と産学官連携 について

第10回 工業技術振興懇話会

開 催 日 平成 2年 1月 31日 (水 )

開催場所 滋賀県工業技術センター会議室

議 題 等  ・ 工業技術振興について

。工業技術センターの研究業務について

。先進各国におけるインキュベーション事業の展開について

懇 話 会 風 景
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滋賀県工業技術振興懇話会名簿 (平成 2年 3月 )

滋賀県工業技術センター 所長畑   信 夫

滋賀県商工労働部 部長角 田 徳 城

帥滋賀県工業技術振興協会 理事長高 田 二 郎

大阪工業技術試験所 所長小見山   亨

近畿通商産業局 商工部長灘 本 正 博

行政 。その他

(5 名)

龍谷大学理工学部 教授 (科学技術共同研究センター所長)小 泉 光 恵

龍谷大学理工学部 教授中 村   宏

龍谷大学理工学部 教授 (理工学部長)坂 井 利 之

滋賀県立短期大学工業部 教授 (工業部長)並 河 亮 介

滋賀大学教育学部 教授板 倉 安 正

滋賀大学経済学部 教授越 後 和 典

学 識 経 験 者

(6 名)

日本アイ・ビー・エム伽 製造統括本部 野洲工場長橋 本 孝 久

松下電器産業仙 エアコン事業部 事業部長吉 田 和 正

アルメタックス仙 以締役社長宅 信

積水化学工業爛滋賀水口工場 工場長丸 野 和 也

棚暁電機製作所 取締役社長西 河 勝 男

滋賀県食品産業協議会 会長辰 巳 又 男

オムロン爛 草津事業所 事業所長宮 下   勲

安曇川電子工業懺 取締役社長岸 田   定

木村機械建設工業帥 取締役会長木 村 新太郎

東 レ硼 高分子研究所 所長片 岡 俊 郎

湖北精工棚 取締役社長/1ヽ  ナ|| 彰

県 内 企 業

(H 名)

所   属 役   職氏    名区   分
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(2)工業技術振興に関する調査研究

本県工業の技術開発力強化のための基盤の整備 と創造的技術開発の促進 を図るための当工業

技術センターの各種事業や今後の本県工業技術振興施策推進の基礎資料 を得るため、次の調査

研究 を実施 しました。

滋賀県工業技術情報データベースネットワーク構築調査

調査期間 平成元年 8月 ～平成 2年 3月

委 託 先 働 システム科学研究所

調査の概要

●情報化の現状 について

我が国が工業社会から高度情報化社会へ急速に移行 しつつある現在、本県の情報化

もまた急速に展開 している。

特 に、県内の製造業の場合、情報ネットワークヘの企業のが加意欲は高 く、技術情

報に関 しては有料でも主要工場の 3割近いニーズがある。

●公設試における情報化について

公設試内部の情報化 (研究業務関係)は コンピュータの導入 により進んでいるが、

外部 に対する情報化 (企業への技術情報等の提供)の場合、情報通信 システムによる

情報提供は、一部の公設試で実験的に行なわれているだけである。

●データベースネットワークの整備について

先進事例、情報化のニーズ等から、構築すべ きデータベースの内容等 を中心に今後

の整備 について検討 した。

・ 公設試が構築すべ きデータベースの内容

研  究  研究情報

試験分析  試験分析情報

設備機器情報

依頼試験事務処理情報

相談・指導 指導人材・ア ドバイザー登録情報

指導記録実績情報

研  

“

多  石汗れ多実績′情幸R

研修講師人材登録情報

受講者登録情報

交  流  異業種交流人材登録情報

情  報  図書文献情報

企業情報 (企業カルテ)

地域研究人材情報
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(3)滋賀ファインセラミックスフォーラムの設立

ファインセラミックスは、優れた機能 として、主に電磁気的性質、光学的性質、熱的・機械

的性質などを活かし利用する技術が急速に進展 しています。利用技術 も含め、極めて多くの可

能性 を秘めた先端産業であるとともに、一方では地場産業性の強い窯業との関連 も強 く、地域

におけるファインセラミックス産業の振興は、今後、よリー層地域産業の活性化に寄与するも

のと期待 されます。

こうしたことから、全国第 1位 の工場生産額 をほこる本県でも、ファインセラミックス関連

産業間の連携 を図る必要があるため、龍谷大学理工学部物質化学科の積極的な協力を得て産・

官・学が一体 となり、本年度「滋賀ファインセラミックスフォーラム」 を設立 しました。

●設立総会 (第 1回例会 )

。平成元年12月 7日 滋賀県工業技術センター

・「滋賀ファインセラミックスフォーラム規約」

。「役員の選任について」

・ 設立記念講演

「最近のファインセラミックスの技術動向とトピックス」

龍谷大学理工学部物質化学科  教授 小 泉 光 恵

●第 2回例会

。平成 2年 2月 27日  滋賀県工業技術センター

・ 講  演

(1)「 ファインセラミックス産業の現状 と課題」

通商産業省生活産業局ファインセラミックス室  室長 宗 内 誠 人

(2)「 ダイヤモンドホイールによるセラミックスの研削加工について」

大阪ダイヤモンドエ業爛  技術部技術課長 中 尾   博
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2.依頼試験分析るよび機器提供

(1)依頼試験分析

企業や団体から依頼 を受け、提出 された材料や製品などの成分分析 と各種試験測定を行って

います。 これらの業務に迅速的確 に対処で きるよう各種試験機器の整備 を図るとともに、試験

方法等について新 しい技術の習得に努めています。

平成元年度依頼試験分析実施状況

1,303139
ツヘ

計

時   間106デ ザ イ ン 指 導デ ザ イ ン指 導

試料・項目酵  素  力 測  定

試   料菌  数  測  定

成   分定 量 分 析

食 品 物 性 ・

微 生 物 試 験

成    分42537定 量 分 析

試   料pH    浪」 定

化 学 分 析

試   料熱 変 形 温 度 試 験物 性 試 験

時   間48恒 温 恒 湿 試 験

日キ ャ ス 試 験

時    間36112振 動 試 験

環 境 試 験

測    定4長 さ精 密 浪1 定

試   料金 属 組 織 試 験

試料・測定3112硬   さ  試   験

試   料21654強 度 試 験

材 料 試 験

測    定温 度 測 定 (接触式 )

測    定80電 気 測 定 そ の 他
電 気 特 性

単 位 名単 位 数作   数項 目区    分
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(2)開放試験機器の提供

企業が生産技術の改善、製品の品質向上、新製品の開発等を目的として、設備機器を利用 し

試験・研究を実施 しようとするときは、センター業務との関連性 を考慮のうえ、可能なかぎり

機器等を開放 し、活用を図っています。

平成元年度設備機器利用状況

月 別 利 用 件 数

分 野 別 利 用 件 数

分野別主な利用機器

71755868実 企 業 数
(計 858)

250
8376657172756975

1,877186164130146183161167157130181141131延 企 業 数

2,399225218173183243196232217167213170162機 器 数

合  計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月項   目

1,3541281191061121341181181151101088997
工業材料・

化 学 食 品

1,0459799677110978114102571058165電子・機械

合  計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月す)    里予

6834非接触二次元瀕1定機50疲 労 試 験 機 31自記 分 光光度 計
フ ー リ エ 変 換

赤外 分光光度 計

35ガス透過率測定装置75熱 分 析 装 置36耐電圧試験システム65表 面粗 さ測 定機

56全 有 機 炭 素 計80X線 回 折 装 置39真 円 度 測 定 機70万 能 材料 試験機

57蛍光X線分析装置135
イ ンス トロ ン型

万能 材料 試験機
39熱映像 計測 装置99振 動 試 験 機

59ICP発光分析装置165走査型電子顕微鏡43低 温恒 温恒 湿槽151二 次 元 測 定 機

件数機  器 名件 数機  器 名件数機  器 名件 数機  器 名

工 業 材 料 ・ 化 学 食 品関係電 子 ・ 機 械 関 係
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3 技術相談指導

県内企業において新技術の導入や新製品を開発するために生 じる種々の問題点について相談・

指導 を積極的に実施 し、当セ ンターヘの来所による相談や大学教授 によるハイテクの特別相談、

技術課題 に対 し企業の現地 において指導 を実施する巡回技術指導制度や技術ア ドバイザー制度等

多 くの企業の要請 に応 えました。また、県内企業の技術者に対 し、当センター設置試験研究機器

の利用 を促進するため、技術普及講習会 を実施 しました。その実績は、次のとおりです。

1回

18回

技 術 普 及 講 習 会

講 義

講   義 実    習

99∵牛特 別 技 術 相 談

30企業 (143日 )技  術  ア  ド バ  イ ザ

27企業

36企業

5企業

回 技   術   指   導

般

公 堂

2,796T4技 術 ホロ 談

度

数

年

件

元

施

成平

実

ぐ

竺

)

事 業 名
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平成元年度特別技術相談役指導事業

平成元年度技術普及講習会 (講義)

(食品関係)

於 :滋賀県工業技術センター

1214
食品工学

食品化学および米養化学

京都府立大学名誉教授

武庫川女子大学家政学部教授
金 森 正 雄

1213

金属工学

金属材料・鉄鋼材料およ

び熱処理

京 都 大 学 名 誉 教 授田 村 今 男

1212

材料工学

冷間鍛造・高分子材料加

工および高分子複合材料

(FRP)

同志社大学工学部教授平 井 恒 夫

1212

制御工学

自動制御・サーボおよび

ロボット

京 都 大 学 名 誉 教 授

立命館大学理工学部教授
花 房 秀 郎

1234

機械工学

精密加工・切削加工・塑

性加工および特殊カロエ

名古屋大学工学部教授山 口 勝  美

1214

情報工学

マイクロコンピュータ応用

技術および周辺機器技術

静 岡 大 学 名 誉 教授

浜松暗報専門学校名誉校長
松 本 欣 二

相談 日数相談件数才旨   導   分  里予職 名氏   名

80ノ(1.10 4

微 生物 工業技術研究所

三 上 栄 一

長野県食品工業試験場

秦 葉 芳 夫

大 阪 市 立 工 業 研 究 所

東 原 昌 孝

広島県立食品工業技術センター

平 田   健

二重県工業技術センター

井 上 哲 志

滋賀県工業技術センター

松 本   正

新規食品の開発及び食品製造

工 程 の 改 善 に 関 す る研 究

が加人数実 施  日講 自頂名 称
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平成元年度技術普及講習会 (講義・実習)

(機械・電子関係)

(化学・材料・食品関係 )

於 :滋賀県工業技術センター

於 :滋賀県工業技術センター

1 . 10  17
～ 1 . 10. 18

硼 ミツ トヨ

小笠原 隆 史
非接 触 二 次 元精 密 計測 技術

1 . 10. 6
徽 ア ドバ ンテス ト

益 野 吉 夫
妨 害 波 計 測 技 術

101  11, 10
日本電気三栄懺

秋 山 宰
歪ゲージを利用 した計測技術

1 . 10. 24
アンリツ仙

柴 田 剛 利
光 測 定 応 用 技 術

111 .  9。  26
伊藤精機徽

松 尾 朋 之
耐 衝 撃 強 度 測 定 技 術

1 . 10. 25
llk東京エレクトロン

上 田   岳
動 特 性 解 析 (モ ーダル解析 )

141 . 10. 19
研シ イヾタル

小 林 英 昭
ノ イ ズ 耐 性 評 価 技 術

1 .  9. 29
仰東京衡機製造所

藤 井 勉
疲 労 強 度 測 定 技 術

5人
1.10. 2
～ 1.10. 4

$刺 ミツ トヨ

小笠原 隆 史
二 次 元 精 密 計 測 技 術

参加人数実 施  日講 師名 称

1 . 10. 26
～ 1 . 10. 27

伽島津製作所

大 森 良 久
液 体 試 料 の 発 光 分 光 分 析

1 .  9. 28同 上同 上

1 .  9 . 27
ナ川鉄ア ドバ ンテック棚

岡本 康司、安藤 昌司
超音波 Cス キャー ン測定技術

1.11. 1

滋賀県工業技術センター

中 村 吉 紀
同 上

1 . 10. 31
滋賀県工業技術セ ンター

西 内 廣 志
電 子 顕 微 鏡 技 術

同上1 ,  9。  22同 上同 上

41 .  9. 21
京都島津 計測 サ ―ビス棚

仲 彦近 藤
有 機 物 分 離 分 析 技 術

41 , 10. 13同 上同 上

7人1 . 10. 12
棚島津製作所
江南  寛、関口 晴男

X線 に よ る応 力 測 定 技 術

が加人数実 施  日講 自頭名 称
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巡回技術指導 (一般)

甲 西 町

○溶解炉の炉壁に付着する滓

の除去方法等

○生産工程の省力化

○黄銅棒の角割れの発生のメ

〈引
　
士
心

雄

廣

国

内

齊

西

郎

敏歎
仁

す

中

河

山

一二
範

義

修

田

野

穣

森

小 林  武

辻  秀 雄

水 口 町

金   属

小    計

栗 東 町

草 津 市

大 津 市

甲 南 町

○順送金型プレスの稼動率向

上

○曲げ工程 に係 るパイプの自

動挿入と自動取出

○懸濁液の容器への付着防止

○自動車ホイールの旋削時の

バイ ト寿命延長

○ポテ トチップスの落下速度

増大のための加速装置

齊 田 雄 介

西 内 廣 志

河 村 安 太 郎

中 村 吉 紀

生

一
一　
一　
久

雅

寛

喜

典

崎

瀬

須

尾

川

月

那

深

生

範

三

二

孝

聰

修

十

春

悟

谷

野

口

中

川

木

森

森

田

中

中 主 町

機   械

1010小    計

信 楽 町

近江八幡市

栗 東 町

多 賀 町

草 津 市

○製品の信頼‖生予測および故

障率の計算法

○ トランスピュータ使用の効

果と注意点

○半導体ウェハー洗浄時の静

電気対策

○制御盤内プリント基板の熱

帯処理

○アルミ鋳造品の歩留向上

○油圧プレスブレーキのプレ

ス圧力低下の原因対策

○小型負イオン発生装置の開

発

○サーボモータのロバス ト制

傍l

O画像処理によるプリント基

板検査治具の自動設計

○誘導電動機の磁界分布

齊 田

井 上

西 内

,H 山寺

木 村

月 瀬

櫻 井

雄 介

嘉 明

廣 志

雅 生

昌 彦

寛 二

淳

越 川 清 重

井 門 俊 治

田 畠 泰 幸

藤 田 義 三

竹 下 常 四 郎

山 本  修

三 宮 信 夫

大 鳴 健 司

石 原 好 之

水 口 町

電   気

内   部タト    吉5

指 導 事 項
指   導  班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名
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2727合    計

小    計

甲 賀 町

○オブナイザ用セラミックパ

ネルの開発

○量産化技術

博

明

彦

一

康

嘉

昌

栄

西

上

村

上

今

井

木

井

修

範修

本

野

山

森

信 楽 町

そ の 他

小    計

○運搬用 トイレの洗浄

○鳥ガラスープの除臭

矢 田

松 本

稔

正

〓
一
義

十
　
一

口

井

森

奥

水 回 町
食

小    計

大 津 市

甲 西 町

O RIM形成

○遠赤外線の利用法および計

沢」

○超高分子ポリエチレン板の

溶着

今 西 康 博

中 村  吉  紀

木 村 昌 彦

山 中 仁 敏

小 川 弘 正

児 玉 俊 一

永 井 芳 治

八 日 市 市

化    学

小    計

カニズムとその対策

○真空焼入 と曰ウ付技術

○高周波焼入品の残留応力

深 尾 典 久有 間 淳 一

金   属

内   部タト    吉[

指 導 事 項
指   導  班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名

巡回技術指導 (簡易 )

1.0草 津 市

0.5安 曇 川 町

○チェッカーヘッドの位置を

自動抽出する方法

○電子部品のマーキングエ程

の確実化

○マグネットリレーから出る

介

明

雄

一最

田

上

齊

井

川 崎 雅 生

彦

淳

昌村

井

木

櫻

中
一
　
並
日
　
一一一

利
　
　
春

田

川

中

武

黒

田

10近江八幡市

電   象

内   部タト    吉5

指 導 事 項
指   導   班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名
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05愛 東 町

0.5八 日 市 市

05栗 東 町

05水 口 町

1.0中 主 町

05大 津 市

05能 登 ナ|1町

10近江八幡市

15草 津 市

0.5蒲 生 町

05甲 南 町

1.0堅予  Jl｀1  田丁

○溶接後の熱処理の温度管理

○機械構造物の心出 し方法

○曲げ工程の挿入 と取出 し

○作業環境の改善

○加工刃の劣化による不良発

生

○生産性の向上 と作業環境の

改善

○防音・防振対策 と作業環境

の改善

○溶接技術 (ク ロモ リの盛金)

○小型ヘリウム圧縮機の起動

電流特性

○プレス加工品の排出方法

○ ドリルネゾの切粉の除去方

法

齊 田 雄 介

今 西 康 博

井 上 嘉 明

膊
腺

西

河

川 崎 雅 生

彦

一
一
正

『田

寛

村

瀬

本

木

月

松

山 中

櫻 井

井 上

那 須

深 尾

仁 敏

滓

栄 一

典 久

一二
　
中
心

春

和

中
・
田

田

武

05石  吉[ 口丁

機   械

45小    計

10栗 東 町

0.5大 津 市

電磁 ノイズ対策

○生産設備の合理化・省力化

○新製品 ,新技術開発の進め

方

○研究開発型中小企業の技術

戦略

○治具の改良による加工品の

平面度の向上

○倉1造性開発手法 による製品

開発

那 須 喜 一05長 浜 市

電    気

タト    著[ 内   部
指 導 事 項

指   導   班
企業数

施

数

実

日
地  域業 種 名
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3618合    計

05小    計

○高周波ウエルダーから発生

する電波障害

彦

淳

口日村

井

木

櫻

05土 山 町
そ の 他

10小    計

05大 津 市

○生八 ッ橋 ラインの自動化お

よびロボット導入

○ゆば釜の温度・圧力の時間

変化の計浪1と 解析

河 村 安 太 郎

木 村 昌 彦

月 瀬 寛 二

05信 楽 町

食 日
ｍ

2.0小   計

0.5彦 根 市

0.5栗 東 町

05八 日 市 市

○成形機 および周辺機器の導

入等による合理化

○インサー トの自動化

○不良品の検査方法

O成形時における金型の腐食、

成形品のくもり発生防止

西

村

田

上

今

中

矢

野

康 博

吉 紀

稔

雅 彦

永 井 芳 治05甲 良 町

化   サ

05小    計

齊 田 雄 介議 田 義 三0.5ガぐ ロ ロ丁金   属 ○フラックスの使用方法

199.5小    計

0.5守 山 市機   械

内   部タト    音[

指 導 事 項
指   導   班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名

巡回技術指導 (公害)

○隣地境界線上 における騒音齊 田 雄 介宮 原 俊 夫高 月 町電   気

内   部タト    吉[

指 導 事 項
指   導  班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名
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合    計

小    計

○エンジン駆動エアーコンプ

レッサーからの騒音測定 と

騒音防止対策

川 崎 雅 生

櫻 井  淳

宮 原 俊 夫

阪 田 一 郎

栗 東 町

そ の 他

小    計

○排水中のアンモニアの除去矢 田  稔

那 須 喜 一

西 田 耕 之 助草 津 市
化   学

小    計

○同  上同  上同  上平月  耳ヒ  ロ丁金   属

小    計

○隣地境界線上における騒音

対策

齊 田 雄 介宮 原 俊 夫

阪 田 一 郎

近江八幡市
機   械

小    計

対策

○工場内の床振動対策

西 内 廣 志弘

郎

敏
　
一

井

田

藤

阪
電   気

内   吉Lタト    吉[

指 導 事 項
指   導   班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名

技術ア ドバイザー事業

日 里予 田子

大 津 市

○インバータ電源 とLCDバ
ックライ トの改良・開発

〇自動検査のためのパーツフ

ィーダ機構の開発

○モーター用コイルの圏着お

介

稔

彦

雄
　
　
昌

田

田

村

齊

矢

木

敏

淳

仁中

井

山

櫻

夫

範

忠

二

等

吉

修

和

十

村

野

田

口

下

光

森

武

森

山

13水 口 町

電    気

内   部タト    吉I

指 導 事 項
指   導   班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名
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○ゼリー容器の改善

○排水処理施設の改善

河 村 安 太 郎

矢 田  稔

玉 井 博 幸

山 下  等

近江八幡市
食

17小    計

大 津 市

豊  郷  H丁

甲 西 町

○工程の合理化 。省力化

○金属酸化物微粉末製造工程

における自動化

○多品種少量生産体制の確立

○射出成型機 シリンダーの亀

裂原因

○大型長尺製品の溶着技術

志

紀

二

敏

一

度

吉

寛

仁

喜

内

村

瀬

中

須

西

中

月

山

那

森 野 修 範

辻  秀 雄

永 井 芳 治

湖 東 町

化   学

小    計

○溶射用微粉体の乾燥西 内 廣 志柳 井 田勝 哉栗 東 町金   属

43小    計

10中 主 町

栗 東 町

今 津 町

12甲 西 町

○機械部品の強度計算

02酌m迄のステンレス溶接 に

おけるTIG、 MIG溶 接

の適用

○プレス成型後の離型のため

のエアー制御

○精密加工における品質向上

○プレス機の騒音対策

○直筒、半直筒およびエビ曲

り生産自動機の導入と活用

○プレス材料の溶接方法

井 上 嘉 明

西 内 廣 志

河 村 安 太 郎

中 村  吉  糸己

川 崎 雅 生

深 尾 典 久

神 沢 一 吉

木 谷 聰 生

竹 下 常 四 郎

築 山  宏

高 崎 秀 平

森 岡 忠 美

12大 津 市

機   械

26′卜   計

よび結線方法

○ガラス管の精密切断におけ

るUMR使 用法

○アルカリ脱酸液の処理方法

○設計および図面の標準化

高 月 町

電    気

深 尾 典 久

内   部タト    音b

指 導 事 項
指   導  班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名
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30143合   計

17小    計

大 津 市

草 津 市

10守 山 市

○長繊維糸の空気加工処理時

に発生する繊維 くず等の汚

水処理方法

○テグス製造時における工程

の自動化

OX線回折チャー トの見方

○ふとん縫製の自動化に伴 う

ふとん搬送技術

明

紀

二

敏

淳

久

嘉

吉

寛

仁

　

典

上

村

瀬

中

井

尾

井

中

月

山

櫻

深

宮 原 俊 夫

森 里予 4蓼 範

築 山  宏

栗 東 町

そ の 他

37小    計

車 津 市

マ キ ノ 町

18大 津 市

信 楽 町

○生八ッ橋 ラインの箱詰め作

業、フタ作業の自動化

○ゆば製品生産工程の自動化

○新製品開発に伴 うアイデア、

ヒントの出 し方

○ゆば釜の湯気対策およびゆ

ばあげの自動化

○社屋新築に伴 う新食品実験

室のレイアウ ト

一
一
正

寛瀬

本

月

松

中 川 悟 孝

森 里予 修 範

平 沢 久 紀

竹 下 常 四 郎

奥 井 一 義

長 浜 市

食    品

内   部タト    吉I

指 導 事 項
指   導   班

企業数
施

数

実

日
地  域業 種 名
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参 考

主な技術指導事例

◎課 題  アナログ電子回路から発生するノイズ対策

小型モータを制御する回路を試作 しているが、回路からノイズが発生 し他の機器に

悪影響を及ぼしている。どのような対策を行えばよいか。

指 導  先ず、電磁遮蔽室内にて妨害波装置を用い、輻射ノイズおよび雑音端子電圧の測定

を行い、どのようなノイズが発生しているかを把握する。次に、ノイズフイルターの

種類やその種類やその挿入箇所による効果を実験的に繰 り返 し調べ、最適な部品選定

および回路設計を行 うよう指導 した。

◎課 題  電磁波シール ド性を持った導電性繊維の開発

化学繊維メーカーだが、今回新 しく電磁波 シール ド性 を持った導電性繊維 および布

地 を商品化 したい。電磁気の専門技術者がいないので評価方法等指導 して欲 しい。

指 導  放射 ノイズを防止するには、シール ドするのが最良の方法であるが、シール ドを施

すときに隙間ができないようにしないと効果が半減する。縦 。横の導電性繊維の接触

性、日の粗 さと周波数の関係等 を測定データと電磁波理論に基づ き指導 した。

◎課 題  最適ロバス ト制御採用時の問題点

X一 Yテ ーブルの制御法として、最適ロバス ト制御を採用 しようと考えているが、

どんな問題点があるか。

指 導  最適ロバス ト制御のブロック図では、積分要素が直列に3個入っている。過渡状態

における偏差は確かになくなるが、安定性に問題がある。それよリループが一っ少な

いPID待 1径lに するのが実現 しやすいと思われる。もし、性能的に物足りないのなら、

フィー ドフォワー ドをかけるとよい。

◎課 題  ろう付け部分の非破壊検査

機械部品をろう付けによって製造 しているが、ろう付け部分に欠陥がよく発生する。

非破壊で調べられないか。

指 導  超音波探傷 (Cス コープ)で調べた結果、ろう付け部分に欠陥像が確認 された。部

品をカットしたところ空孔が存在 し、ろう付け部分の欠陥探知に超音波探傷が適用で

きることが明らかになった。

アルミ製リムの最適断面設計について

より軽 く、より強度を持ったリムをユーザーから求められ、静的圧縮試験、疲労試

-17-

◎課 題



験 を試みた。

このデータから、リムの断面形状 をいかに変更すればよいか相談があった。

指 導  実試験から、 リムヘ加 える荷重 とこれにより、リム表面に発生する応力との関係等

のデータが得 られており、基本的には、応力の高い箇所の形メ大変更で対応で きる。 し

かし、形状変更 と実試験の繰 り返 しで最適 な断面形状 を求めることは、莫大な手間と

費用を要する。

そこで、コンピュータによる有限要素法解析 を適用 し、効率的なリムの設計開発が

可能 となった。

◎課 題  食品用焼印機の開発

この食品は昔 ながらの手作業による生産方式 を採っているが、重い焼 きごてを手に

持 ち、一個一個押 していく焼EP工程は重労働であり何 とか軽減 したい。

このため、焼印工程の自動化の相談があった。

指 導  対象物は、破損 しやす く、かつべたつ きやすい、自動化に向 きがたい特性があり、

また焼 F「 工程の前工程 も手作業のため寸法形状 もバラツキが大 きく完全自動化は難 し

い。また、テス ト結果やコス トを考慮 し、手作業でセッティング等 を行 う多連式焼印

を試作 した。その後改良を加 え、現在生産に使われている。

◎課

↓旨

題  検査治具設計の自動化

エッチング製品の検査治具 を設計 している。現在はチェックピンを立てる位置 を目

視で判断 しているが、人手と時間がかかる。パソコン等 を使って自動化で きないかと

の相談があった。

導  CADデ ータを利用する方法 と画像処理 を利用する方法の二つが考 えられるが、画

像処理 による方が汎用性がある。

イメージスキャナを使ってパ ターンを読み取 り、パソコンで画像処理 して、チェッ

クピンを立てる位置を自動抽出する。画素数が多いので処理時間がかかるが、高速演

算ボー ド等 を使 うことにより短 くで きる。

◎課 題  電子部品の しみの発生原因の究明

フロン洗浄 している精密部品土にしみが発生 した。その原因を知 りたい。

指 導  洗浄 に使用 しているフロンを蒸留 したところ、オイル状の物質が残 り、これを赤外

スペ クトル法により定性 したところ、フタル酸エステル (可塑剤)で あることが半」明

した。

そこで、フロンの使用ラインを調べたところ、塩化 ビニール製の部品があり、それ

が原因となっていたことが分かった。

ダイヤモンドバイ トの寿命延長について

アルミホイルの旋削 (NC旋盤)時にチッピングが発生しており、バイトの寿命が

- 18 -

◎課 題



短いので寿命延長を図りたいとの相談があった。

指 導  寿命延長対策には次の要因が考えられる。

①振動対策 (旋盤の据え付けやバイトのチャックに工夫)

②バイ トの形状の変更 (先端 Rは大 きい方が良好、また切削角はポジよリネガの方が

良好 )

③切削油の適切な選定

④切削条件の変更 (ダ イヤモンドバイトの場合、切削速度を速くし、送りを小さくす

る方が良好 )

◎課

才旨

題

導

接着剤の選定

電気器具の組み立てにエポキシ系の接着剤 を使用 しているが、樹脂メーカーの都合

で今後大手で きなくなる。代替品を5種類ほど検討 しているが、接着力等性能に差が

見られる。最 も近いものを選べばよいが、各々の成分 についても把握 しておきたい。

ワーリエ変換赤外吸収 (IR)ス ペクトルを測定すれば、正確 かつ迅速に情報が得

られる。 IRの測定および解析 について指導 した。

結果は、従来使用品がノボラック型エポキシ樹脂十酸無水物型であり、一方代替品

の うち性能的に近いものが、ノボラック型エポキシ樹脂十アミン型硬化剤十無機添加

物の 1液 タイプのもの (A-1)、 およびノボラック型エポキシ樹脂十アミン類の 2液

タイプのもの (A-2)で あることが半」明 した。

その他はエポキシ樹脂十フェノール樹脂の 1液 タイプのもの、ビスフェノール型エ

ポキシ樹脂十ジンアンジアミド系のもので性能も劣っていた。

(A-1)が 成分的にも近 く、 しかも 1液 タイプで使いやすいと言 うことで (A一

1)に決 まった。

熱処理加工後の歪み取 り矯正に係るクラック防止について

sC材機械部品 (鍛造品)の熱処理加工後の歪み取 り矯正による、クラック防止に

ついての相談があった。

上記の機械部品の表面残留応力をX線応力測定装置で測定 した結果、黒皮部は引張

残留応力があり、黒皮除去後は圧縮残留応力であった。

金属組織 (基地組織)はマルテンサイ トで、結節状 トルスタイ トが幾分見 られた。

以上の試験結果から焼入れのときの冷却方法の検討 と耐疲労強度および靭性の向上

を図るため200℃ 前後で焼戻 し処理 を施すことを指導 した。

合金薄膜の厚さおよび成分比の測定について

フィルムにAg一cu合金をスパッタ蒸着 しているが、各部分での蒸着金属の厚さと

Agと Cuと の成分比を測定 したい。

膜厚が数十Åの厚さなどで、超音波膜厚計や蛍光×線膜厚計では測定限界以下であ

り、測定できても精度がよくなく、また成分比もわからないので、蒸着金属を酸で溶

◎課

!旨

題

導

◎課 題

指 導
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解 し、その元素量 をICP発 光分析装置を測定 して、各部分での成分比ならびに平均

膜ナ軍の測定をした。

◎課 題  少量サンプルの成分分析について

サンブルが少量 しかないプラスチック製品の成分分析 をしたいとの相談があった。

指 導  赤外分光分析 (IR)で 分析 し、ポリエチレンテレフタレー ト (PET)ま たはポ

リブチレンテレフタレー ト (PBT)と 思われる結果を得た。この二つの違いは核磁

気共鳴分析装置 (NMR)で 分析 し、判別することができた。

◎課 題  古米の品質改良について

古米に添カロすれば、新米のように美味 しく炊飯で きるという薬品があると聞いたが

どういったものがあるのか。

指 導 ①先ず、酵素で処理する方法がある。プロテアーゼやセルラーゼで硬くなった古米を

軟 らかくし、アミラーゼで軽 く粘 りをだし、 リパーゼで悪 くなった脂肪 を分解 し、

新米に近い品質にするもので、実際これら酵素の混合物が市販 されている。

②物性の改善 として、デンプンやゼラチン等の増粘剤 を添カロする方法 もある。粘 りが

増加 し、物性的に新米に近づき美味 しくなる。

③味の改善として、グルタミン酸ナトリウムやアミノ酸類を添加し、炊飯する方法も

あり、古くから実施されている。
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4日 研究 (技術開発)活動

わが国の経済 と社会生活における潮流の変化は、中小企業に対 しても大 きな変革 を迫っていま

す。マイクロエレクトロニクス、新素材、バイォテクノロジーに代表 される技術革新は、製品の

小型化、高機能化、高性能化 を一段 と押 し進め、中小企業もこれに対応できる技術力を持つこと

が求められています。個性化、多様化などの社会生活上の変化は、製造業に多品種少量生産、短

納期 に対応で きる生産技術 を持つことを求めています。また、アセアン・ニーズ等の諸国の追い

上げ、技術・貿易摩擦 などの国際情勢はわが国の産業に構造的な転換 をもたらし、中小企業に大

きな影響 を与 えています。 さらに、最近の雇用のひっ迫は、省力化、省人化、自動化への取 り組

みを必要 とさせています。

このような状況から、研究業務は技術移転 を前提 とした応用研究 を中心に、自動化のための要

素技術、複合材料の創製および評価技術、新 しい食品加工技術 などの研究 を行いました。

(1)研究参与の設置

研究業務に関する指導と助言を得るため、 6名 の学識者を研究参与に委嘱 しています。

|―  III i■ ■
|

■■|li● |

弊
, |

制御工学、ヒューマン・インターフェイス

FAシ ステムエ学、画像処理技術

鉄鋼材料学、金属カロエ学

高分子化学、合成化学

蛋白質化学、応用生物化学

デザイン、コンピュータグラフィックス

京都大学工学部・教授

立命館大学理工学部・教授

京都大学工学部・助手

京都工芸繊維大学繊維学吉[・ 助教授

京都大学食糧科学研究所・助教授

創造社デザイン専門学校講師

一　
透

彰

紘
　

　

兼

上

部
　
崎

井

渡

津

晴

丸
　
平

良

力

修

村

　

　

崎

木

林

濱

軍予    F]    う}    里予所   属 職氏    名
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(2)研 究 概 要

① 研究テーマ

元年度は、次の15テ ーマについて研究参与の指導を仰ぎながら研究を実施しました。

一
紀
　
敏

一ユロ　士
［
　
　
汁‐一

須

村
　
中

那

中

　
山

志

博
　
正

廣

康

内

西
　
本

西

人
７
　
松

井 上 栄 一

紀

博

吉

康

村

西

中

今

矢 田   稔

野 上 雅 彦

高分子複合材料の非破壊 による評価試験技術に関する研究 (第二報 )

一一超音波探傷記録装置欠陥検出性能の実験一―

新樹脂 を用いた繊維強化複合材料の物性 に関する研究―一熱可塑性ポ リ

イミドプリプレグについて一一

炭素繊維強化高分子複合材料に関する研究 (第二報)一一 PAN系炭素

繊維・アルミナ繊維の一方向ハイブリッドFRPの 3点 曲げ破壊挙動一下

ダイヤモ ンドと金属の接合一― ダイヤモ ンドとろう材間の接合層につい

て
一

セラミック溶射被膜 における耐熟衝撃性の向上 について (第二報 )

高圧 を利用 した倉」造的新食品の開発に関する研究 (第一報)一一大豆 と

漬物に対する高圧効果の検討一一

低塩漬物の保存性向上 と成分分析へのバイオセンサー利用について

デザイン手法の高度化に関する研究 (第二報)一―新製品開発における

2次元手法の応用に関する研究一一

技

　

　

術

　

　

一弟
　

　

一
一
　

　

科

櫻 井

本 村

浮

昌 彦

川 崎 雅 生

明

生

彦

二

嘉

雅

昌

寛

上

時

村

瀬

久

郎

一
一

太

典

安

寛

尾

村

瀬

深

河

月

一
一
久

寛

典

瀬

尾

月

深

郎

久

太安

典

村

尾

河

深

井

ナII

木

月

ロボ ッ トシ ミュレー タの研究開発一― ロボ ッ トの リモー トコン トロール

について一一

カラー画像処理を用いたプリント基板検査の自動化に関する研究

電子機器の電磁環境評価法の研究 (第一報)一一電子機器のノイズ耐性

評価の実験一一

コンピュータシミュレーションの電気機器設計への応用研究 (第二報 )

一―磁界解析の高速化手法 と磁界分布測定実験一一

プラスチック材料の鏡面切削に関する研究 (第一幸R)一―アクリル樹脂

における切削条件と表面粗さの関係についての実験的考察一一

立体構造物形状のコンピュータヘの入力手法の研究 (第 一報)一-2次
元に近い形状の入力手法について一

光計測によるプラスチック製品の欠陥検査法の研究 (第一報)一一半透

明プラスチック製品の空1同 欠陥検出方法について一一

技
　
　
　
術

　

　

｛弟

科

担 当 者研    究 ア マ科
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② 研究の概要

カラー画像処理を用いたプリント基板検査の自動化に関する研究

技術第一科  櫻 井   淳

目祝検査の自動化を実現するための基礎的研究として、本研究では、カラー画像処理を応用して、

プリント基板検査 を自動化する研究を昭和60年度から平成元年度までの 4年間行った。

プリント基板上の部品を認識する方法を、カラー画像を用いる方法により検討 し、その認識方法

を利用 して、検査に用いる良品基板の部品情報の教示を容易に行えるシステム、および、検査情報

に基づき、部品の未挿入、誤挿入等の検査 を一連に行える自動検査 システムについて研究 した。

電子機器の電磁環境評価法の研究 (第一報 )

一一 電子機器のノイズ耐性評価の実験 一―

技術第一科  木 村 昌 彦

電子機器が外来ノイズにより、誤動作 したり、内部素子が破壊 されたりすることがあるが、では、

どの ぐらいのレベルまで耐 えなければならないのか。現在、一部 自動車用機器や放送受信機等、個

別の装置ごとの規格 を除いて、公的な規格 にはこの値は規定されておらず、各機器メーカーが独自

に決めているのが現状である。

そこで、ノイズがどのように発生 し、どういう経路 をたどって被害機器に到達するのかを明確 に

して、外来ノイズを伝導性 と放射性の両面から考えて、具体的に、電子機器電子天秤 とディジタル

電圧計の二種がどれ くらいのノイズレベルで誤動作するのか、各種 ノイズシミュレーターによって

実験 を行った。その結果、雷サージや開閉サージのような伝導性 ノイズと静電気放電や電波 ノイ

ズのような放射性 ノイズに対 して、上記の電子機器がどれ くらい耐性 をもつのか、その限界が明 ら

かになった。
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ロボ ッ トシ ミュ レータの研究開発

一― ロボットのリモー トコントロールについて 一一

技術第一科  川 崎 雅 生

ロボットに動作 を教示する場合、ティーチング作業の安全化 と効率化をはかるためには、オフラ

インティーチングシステムが有効 と思われる。そこで、インタープリタ方式でロボッ ト用プログラ

ムを入力し、干渉チェックや立体視表示等の各種機能によリロボット動作 をシミュレーションし、

実ロボットをオンラインで詰1御 で きるロボットシミュレータを開発 した。また、実際にスカラ型ロ

ボットの動作教示に応用 して、今回開発 したロボットシミュレータの有効性 を実証 した。

コンピュータシミュレーションの電気機器設計への応用研究 (第二報 )

一一 磁界解析の高速化手法と磁界分布測定実験 一一

技術第一科

草津電機ltk

生

一
一
悟

雅

寛

慎

崎

瀬

村

明

彦

徹

一最
　
口国

上

村

場

井

本

饗

ナ||

月

ゴヒ

昨年は第一段階としてステップバイステップ法による単相誘導電動機の磁界解析プログラムを作

成 したが、パソコンを使って計算時間が198時間もかかり実用的なレベルではなかった。そこで、ソ

フ ト面とハー ド面から高速化を試みたところ、計算時間が 3時間に短縮 され、66倍 の高速化が達成

で きた。

また、単相誘導電動機 について、回転子の偏心が騒音や振動 を増加 させることは知 られているが、

その根本原囚を考える上で重要な「回転子が偏心 しているときのエヤギャップ磁界分布」が未だ定

量的に示 されていないように思われる。そこで、ギャップ間隔が可変で きる実験機 を試作 して、回

転子偏心時のエヤギャップ磁束の空間分布 を実沢1し た。その結果、回転子が偏心すると、騒音や振

動の原因になる奇数次の空間調波磁束が発生することが確認 された。
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プラスチック材料の鏡面切削に関する研究 (第一報 )

一一 アクリル樹脂における切削条件と表面粗さの関係についての実験的考察 一一

技術第一科 河 村 安太郎

プラスチック材料の切削加工は金属材料に比較 して文献・データが少なく、未だ確立 していない。

そこでアクリル樹脂 を被削材 として、旋盤 を用いた円筒切削を行って、鏡面切削のための条件 を調

べた。まずバ イ トの材質について、天然ダイヤモンドバイ ト、焼結 ダイヤモ ンドバイ トおよび高速

度鋼バイ トを用いて切削面の比較評価 を行った。その結果、鏡面切削を行 うためには天然ダイヤモ

ンドバイ トを用いると良いことが分かったので、天然ダイヤモ ンドバイ トを用い、切削条件につい

ての検討 を行った。その結果、荒削 り面の面粗 さ、切削速度、切込み角および切込み量の中では、

切込み角が切削面に対 して最も影響 を与えることが分かった。

立体構造物形状のコンピュータヘの入力手法の研究 (第一報 )

一-2次 元に近い形状の入力手法について 一一

技術第一科 深 尾 典 久

構造解析の対象装置 。部品の形状寸法 を図面からコンピュータヘ入力する現行方法は、専門的知

識が必要である。また、自由曲面の多い形状 を入力するには、かなりの手間を必要 とする。この事

がコンピュータシミュレーションによる構造解析技術の普及のネックになっている。そこで、簡易

的な形状入力手法 を確立 し、コンピュータシミュレーションによる構造解析技術の中小企業への普

及を促進するために、研究の第一段階として二次元測定機で 2次元に近い形状 を測定 し、有限要素

法のメッシュ分割 を自動的に行い解析モデルとする手法 を開発 した。

光計測によるプラスチック製品の欠陥検査法の研究 (第一報 )

一一 半透明プラスチック製品の空洞欠陥検出方法について 一―

技術第一科  河 村 安太郎  深 尾 典 久

プラステック製品を接合で作 る場合、接着不良や溶着不良による内部欠陥 を検査する必要がある。

しかし、良い方法がなく、乳白色のプラスチックでは、強い光源 を用いて目視で検査 している。そ

こで、この目視検査 を自動化するため、自動測定処理 システムを作 り、光源の種類や投光方法、受

光方法などを検討 したところ、ある条件下で透過光分布 を測定する事により欠陥 を検出で きる事が

わかった。

久
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血
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月 瀬 寛 二
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高分子複合材料の非破壊による評価試験技術に関する研究 (第二報 )

一一 超音波傷記録装置による欠陥検出性能の実験 ――

技術第二科  井 上 栄

材料開発や機械構造物の製作において、各部材の品質評価は開発や製作自体と並んで極めて重要

な問題である、昭和63年度、当所では超音波探傷 した結果を、コンピュータで画像処理 し、材料内

部の欠陥を観察できる装置を導入 した。今後、技術相談などで道切に対応するために、本装置の基

礎的なデータの蓄積を行った。はじめに、探触子のビームの特徴について検討 した。次に8種の径

のタングステン線を樹脂中に封入 し欠陥モデルを作製 し、 3種の探触子による焦点合わせ、ピッチ

の大きさおよび走査速度の違いによる実験を行った。これらの結果より本装置の材料評価への適用

性について、いくつかの知見を得た。

新樹脂 をもちいた繊維強化複合材料の物性に関する研究

―一 熱可塑性ポリイミドプリプレグについて 一一

技術第二科  那 須 喜 ―  中 村 吉 紀

耐熱性樹脂であるポリイミドの うち、溶融・可溶型の新 しいポリエーテルスルホンイミド樹脂 を

マ トリックスとする複合材料について検討 を始めた。今回はガラス繊維 と炭素繊維 に対 して、溶液

含浸法によリクロスのプリプレグを作製 し耐熱性等 について調べた。溶融・可溶型のポリエーテル

イミドをマ トリックスとするものに比べ、高温下での物性 に優れていた。このような耐熱性の熱可

塑性樹脂 と炭素繊維 との複合材料は次世代の材料 とも言われており、複合体の物性 に興味がもたれ

る。
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炭素繊維強化高分子複合材料に関する研究 (第二報 )

一一 PAN系炭素繊維・アルミナ繊維の 1方向ハイブリッドFRPの 3点曲げ破壊挙動 一一

技術第二科  山 中 仁 敏

炭素繊維強化高分子複合材料 (CFRP)は、軽量かつ高強度、高弾性の構造材料として、航空・

宇宙関連を中心として広 く利用されてきている。しかし、CFRPの 材料特性として、圧縮強度が引

張強度より弱 くCFRPの性能を十分に発揮できない場合があり、またひずみ量が小 さく最大荷重を

超えると急激に破壊が起こり材料の安全性の面で不十分なところがある。そこで、それらの欠点を

補 うことを目的に、圧縮強度の大きなアルミナ繊維 と組み合わせてハイブリッドー方向FRPを製作

し3点曲げ試験 を行い、比較検討 した。

その結果、曲げ強度は、最外層がCFRPの ハイブリッドFRPは 、CFRPと ほぼ同様な強度を示

し、最タト層がAゼ 203FRPの ハイブリッドFRPは、CFRPと Aを 203FRPの 間の;虫度を示 した。

曲げ弾性率については、積層方法の違いにより、CFRPと Aを 203FRPの 間の弾性率を段階的に示

した。また破壊状況については、積層方法により、異なった破壊状況が観察された。

ダイヤモンドと金属の接合

―― ダイヤモンドとろう材間の接合層について一一

技術第二科  中 村 吉 紀

佛 日新ダイヤモンド製作所

ダイヤモンドエ具などにおいてダイヤモンドを金属に固定する方法としてろう付法が、知られて

いる。今回は銀系のろう材を用い天然ダイヤモンドと金属モリブデンの真空ろう付をおこないダイ

ヤモンドとろう材間に生成する接合層についてその構造を調べた。電子線マイクロアナリシス、X
線光電子分光分析および表面粗 さ測定の結果、接合層は厚さ約0.lμmの炭化チタンを主成分とする

層であることがわかった。また接合強度についても測定した。

この接合層はダイヤモンドとろう材中の活性成分であるチタンとの反応によって生成 し、ダイヤ

モンドと金属という異種材料間の接合において重要な役割を果たしているものと考えられる。

博

章

康西

田

今

上
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セラミック溶射被膜における耐熱衝撃性の向上について (第二報 )

技術第二科  西 内 廣 志  今 西 康 博

プラズマ溶射における金属 とセラミックの接合における問題点は、それぞれの材料の熱膨張係数

が大 きく異なり、熱衝撃によって景」離することがある。

そこで前年度に引続 き、上述の熱膨張係数差 を緩和するための中間層にNi一 Cr粉の比率 を種々変

化 させた溶射材の熱膨張係数を検討 した結果、20Ni-80Crの溶射材が基材 (S S41)と アルミナ (A

ル03)の中間値 を概ね示 した。これらの結果をふまえて下地溶射 (50Ni-50Cr、 20Ni-80Cr漸

次溶射)を施 した結果、実用上満足できる程度の耐熱衝撃性が得 られた。

高圧 を利用 した創造的新食品の開発に関する研究 (第一報 )

一一 大豆と漬物に対する高圧効果の検討 一一

技術第二科  松 本   正

高圧 を食品の加工・保存技術 として利用 し、倉」造的新食品を開発する目的で、大豆や大豆 タンパ

ク質、漬物等の食品素材や食品を高圧処理 し、その加工特性 について検討 した。

その結果、大豆は7000気圧で 2時間高圧処理 を施 してもほとんど硬 さは変化 しなかった。しかし、

加熱処理の前に高圧処理 を施せば加熱処理のみの場合に比べ硬 くなり、加熱処理の後 に高圧処理 を

施せば逆に軟 らかくなるという興味深い結果が得 られた。同様 に、分離大豆 タンパ ク質においても

力日熱処理の前に高圧処理 を施せば、より硬いゲルが得 られることが判明 し、食品への応用が期待 さ

れる。また、大豆に多量に含まれる反栄養因子である トリプシンインヒビターは、高圧処理だけで

は失活 しないが、圧力とともに50℃ 程度の熱 を併用すればある程度まで失活することが明 らかにな

った。

漬物の高圧処理において、 しば漬 けと日野菜 さくら漬けは物性の変化がなく保存性 も良好であっ

たが、ゆず大根漬けは硬 さが低下 した。漬物は、種類 により高圧処理の道するものと適 さないもの

が存在することが再確認で きた。
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低塩漬物の保存性向上と成分分析へのバイオセンサー利用について

技術第二科  矢 田   稔

近年低塩化 が進んで きている漬物 について、新 しい殺菌法 として着目されてきている高圧殺菌

(5000k9/cポ)利 用の可能性 を検討 し、また、酸素電極 と固定化酵素膜で構成 されたバイオセンサー

試作 し、漬物の成分分析 に応用 した。

高圧 による殺菌は、試料中の初期の生菌数を相当量減少 させることがで き、保存性 を向上 させる

が、耐熱性芽胞菌等殺菌で きない細菌が残存するので、より保存性 を向上 させるためには、残存細

菌 を増殖 させない対策 (pHの低下等)併用 を必要 とした。

バイオセンサーについては、光硬化性樹脂より固定化 した酵素 (乳酸酸化酵素およびグルコース

オキシダーゼ)膜 を用いたバ イオセ ンサーにより、乳酸 とグルコースを簡便 にかつ高感度 (lμg程

度)に測定できることがわかつた。

デザイン手法の高度化に関する研究 (第二報 )

一一 新製品開発における2次元手法の応用に関する研究 一一

技術第二科  野 上 雅 彦

コンピューターの普及にともない、デザイン分野での利用も各方面で進められている。中小企業

へのフィー ドバ ックを前提 とした、パ ソコンベースでの研究とともに、中型計算機上で 3次元ソリ

ッドモデラソフ トを用いた研究 も進めている。パソコンレベルでも、デザイン現場で使 えるハー ド

(32bit)、 ソフ トの環境は整ってきた。パソコンのマルチメディア化 (映像、音楽など)に ともない、

より高品質、高感度なプレゼ ンテーションが可能 となる。

このように、コンピュータをベースとするデザイン手法 を使って、光セ ンサ応用機器 と製薬機械

のデザイン、フラクタルのCGデモ ンス トレーション、映像 による景観 シミュレーションを行った。
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技術第一科1 . 3,10-1 .10.31
モ トクロス用オー トバイアルミリ

ムの最適断面設計
株式会社高砂アールケーエキセル

技術第一科1 11.15-2. 9 .30
画像処理によるプリント基板検査

装置用治具設計の自動化について
大 西 電 子 株 式 会 社

技術第一科63. 1 . 6^-1 .12.31

コンピュータシミュレーションに

よる誘導電動機の磁界解析 と特性

解析の研究

草 津 電 機 株 式 会 社

担 当 科期    間研  究  テ マ機  関  名

(3)共同研究および研究生受託

① 共同研究

② 県内商工関係四場所技術研究会

地場産業を合む県内中小企業が、急速に進展する技術発展に対応するためには、工業技術

センターをはじめとする商工関係四場所 (工業技術センター、信楽窯業試験場、機械金属工

業指導所、繊維工業指導所)が互いに密接 な連携 を図 り、県内企業の技術水準や技術ニーズ

に適合 した試験 。研究・指導事業を実施 していく必要があります。

このため、昨年度より四場所が共同でコンピュータ利用技術研究会および材料表面コーテ

ィング技術研究会 を設置 し、お互いの連携 を図 りました。本年度の活動状況は次のとFD・ りで

す。

③ 実習生受け入れ

技術第二科1 , 7 .24～ 1 . 9 .14高分子材料の試験分析
日本大学生産工学部工業

化学科

研  究  テ マ機  関  名 担 当 科期    間

実施場所
工業技術

センター

島根県立

工業技術

センター他

繊維工業

指 導 所

信楽窯業

試 験 場

工業技術

センター

信楽窯業

試 験 場

石川県工業

試験場他

繊維工業

指 導 所

機械金属

工業指導所

工業技術

センター

3月 12日

平成2年

2月 22～

23日
12月 11日7月 28日

平成元年

4月 25日

平成2年

3月 22日

11月 27～

28日9月 19日8月 8日

平成元年

6月 6日
実 施 日

材料表面コーティング技術研究会コンピュータ利用技術研究会
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14)研 究 発 表

① 学会誌発表

② 学会等研究発表

大川直土、平山政生

(仙ネオス中央研究

所 )

松本 正

防菌防徴誌

VOl.18(1),

9-14(1990)

日本防菌防徹学会The First Stage of the

Spodage Of 江ヽetal

Cutting Enulsions

(英文 )

太田雅春、久保次雄

(松下電産棚空調研

究所 )

松本 正

防菌防徴誌

VOl.17(10),

465-471(1989)

日本防菌防徴学会カビ抵抗性試験及び土壊埋

没試験 によるプラスチック

材料の劣化

発  表  者学 会 誌 名学  会  名発 表 題 目

櫻井 淳7  20OoM・ Mビル第 2回 インテリジェン

トFAシ ンポジウム

カラー画像処理 を用いたプリ

ント基板検査の自動化 に関す

る基礎的研究 (良品基板のテ

ィーチング方法 と検査手順の

作成 について)

川崎雅生6. 24東大生産技術

研究所

三次元映像フォーラムオフラインティーチング用ロ

ボットシミュレータにおける

立体視表示

大川直士、平山

政生 (帥ネオス

中央研究所 )、

松本 正

5. 22近畿大学日本防菌防徴学会

第16回年次大会

水溶性切削油剤の腐敗 におけ

る初期変化

川崎雅生5. 18京大会館システム制御情報学会立体祝を利用 したオフライン

ティーチング用ロボットシミ

ュレータ

平山政生、大川

直士 (仙ネオス

中央研究所)、

松本 正

4. 3同志社大学日本化学会

1989年

年次大会

バ クテ リオファー ジによる水

溶性切削油剤の腐敗防止の検

言寸

松本 正、

林 力九 (研究

参与 )

4. 2新潟大学日本農芸化学会1989年

年次大会

大豆 タンパ ク質の高圧処理 に

よる特性変化

発  表  者月  日会   場主催機関・名  称発 表 題 目

- 31 -



近畿府県立試験研究機

関バイオテクノロジー

連絡会議 (近畿バイオ

セ ミナー in Shga)

生物学的腐敗防止技術 (バ ク

テリオファージによる腐敗防

止の可能性 )

松本 正12.  1ラフォー レ琵

琶湖

(守 山市 )

バクテリオファージを利用し

た腐敗防止技術

松本 正10. 26ほくりく荘

(石川県)

工業技術連絡会議微生

物工業連合部会中部・

近畿地方部会

ガラスクロス強化エポキシ樹

脂の劣化について

那須喜一10. 11広島県民文化

セ ンター

工技連化学連合部会高

分子分科会

０
０
　
　
０
０

京都国際会館生物領域 における高圧

科学研究会・高圧科学

シンポジウム

大豆 タンパ ク質の高圧処理 に

よる加工特性

松本 正、

林 力丸 (研究

参与 )

(8.26は座長)

主催機関・名  称発 表 題 目 発  表  者月  日会   場

③ 他機関実施の講習会・講義等へ講師として参加

湖南農業高等

学校

湖南農業高等学校食品

化学科

特別講義

食品カロエにおける先端技術 松本 正

(聴講者74名 )

3. 22

高圧 を利用 した食品の新 しい

カロエ・保存技術の開発に関す

る石汗究

10.  6広島県立食品

工業技術 セ ン

ター

中小企業庁

中国通商産業局

広島県

昭和63年度技術開発研

究費補助事業成果普及

講習会

松本 正

(聴講者95名 )

主催機関・名  称発  表  題 目 発  表  者月  日会   場

大津市県中小企業情報センタsIC′情報化 川崎雅生６

２０

２５

２９

・３

９

９

１０

１１

１２

「食品を高圧で調理すると」

(事務局説明要員として参加)

8. 26大阪市

大丸心斎橋店

日本化学会

近畿化学協会

化サ大博覧会

松本 正

主催機関・名  称指 導 説 明 項 目 参  加  者月  日会   場
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(5)特 許 出 願

発明の名称 :「切削工具用ダイヤモ ンドの接合法」

出 願 日 :平成 2年 1月 30日

出 願 番 号 :特願平221029号

発 明 者 :中村 吉紀、今西 康博 (県工業技術センター技術第二科 )

上田  章 爛 日新ダイヤモ ンド製作所
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(6)当所汎用コンピュータ (日 本アイ・ ビー・エムlM14361型)の多目的利用

(市羊イIHは 日召示IJ62・ 63・

元年度の研究報告に

掲載)

コンピュータグラフインクスを利用したデザイン手法につい

て研究 している。63年 度は 3次元モデリングソフトによる人

体モデルの作成とその機械装置設計への応用、および金属質

感表現の lkみ などを行った。

コンピュータグラフィ

ノクスを利用したデザ

イ ンの石汗究

4絣常i砂 アールケー・

エキセルとの共同研

究

モ トクロス用オー トバイのリムの断面形状と強度の関係を有

限要素法で解析 し、最適な断面形状 を決定する。

モ トクロス丹Jオ ー トバ

イアル ミリムの最適断

面設計

車津電機佛 との共同

石汗ひこ (岳羊糸‖Iは H召 希H63

年度の研究報イJ争 に掲

載)

電動機にr代 表される電気機器の設計を、コンピュータンミュ

レーションにより磁界解析や特性解析をするなどして、1ほ期

脳1に 合理的・経済的に行 う方法を研究する。

コンピュータシミュレ

ーション(布 限要素法 )

による誘導電動機の磁

界解析と特性解析

タキロン棚人に1市エ

場 との共同研究

ブラスチ ノク立体構造体などのような複雑な形状の構遊体の

設計を、コンピュータシミュレーションにより、局部的な応

力集中の有無を調べるなどして、短期間に合理的・経済的に

行う方法を研究する。

ブラスチ ノク立体構造

体のIlx迪 言党言トンミュレ

ー ションの石汗究

硼石円衡器製作所と

の共同研究 (詳細は

昭和62・ 63年 度の研

究報告に掲載)

オンレティングコンベアのような振動機械の設計を、コンピ

ュータシミュレーション (有 限要素法解析)と モーダル解析

法 (実物の振動モー ドの測定法)を併用して、合理的・経済

的に行う方法を研究する。

振動機械における応力

挙動シミュレーション

の石オ究

石汗

究

業

務

所内開発 (評糸Hは平

成元年度研究報告に

掲載)

当所で行っている巡国技術指導・技術アドバイザー指導事業

や研修、セ ミナー等の各種事業に必要な管理システムで、事

業概要や事務の管理を目的にしている。また、人材や企業の

商占!1等 にlklす る情報蓄積も同時に行っており、これら蓄積 さ

れた情報について各種の検索機能も持っている。

各種事業管理システム

j―
llF内 瞬司発 (詳糸IHは 昭

和63年 度研究報告に

掲載)

当所所蔵の技術図書 (元年末で約7,500冊)の 書名、著者名、

発行所、十進分類をデータベースに蓄積 し、その内容を名称

年で検索できるシステムを昭和63年度に開発 し、運用を行っ

ている。部分名称でも検索できる。図書の発注と納入の管理

もこのシステムで行っている。

図菩管理 システム

所内開発 (詳旅Wは昭

和62年度研究報告に

掲載)

県内約5,000事業所の事業所名、住所、業種、従業員規模など

の入ったデータベースを持っている。この管王里システムで、

登録、更新、検索などを行うほか、地域、業種、規模などを

ド1由 にす旨定して、郵便宛名をタックシールに印用」する櫂舗ヒを

持っている。

ム

事業所名簿管理システ

所内開発 (詳細は昭

和63年 度石,F究報告に

掲載)

技術相談や技術指導の記録 (事業所名、相談内容、対応方法

など)を データベースに蓄積 し、その内容を統計分析するシ

ステムを昭和63年度に開発し、運用中。統計としては、相談

内容別件数合計の他、事業所ごとの相談内容の分布を見るこ

ともできる。

布日言炎指導言こ録処理 シス

テ ム

所内開発 (評和Hは 昭

和62年 度研究報告に

掲載)

設備機器使用と依頼試験の利用内容がデータベースの形で蓄

積され、各種の利用状況分析ができるシステムを昭和62年度

に開発し、運用を行っている。利用申請時にその内容を端末

装置から入力する。領収書の白勤発行機能も持っている。利

用状況分析としては、周別、地域別、業種別、事業所規模別、

事業所別、機器別など17種類の統計情穀が得られる。

設備機器使用・依頼試

験処理システム

所

内

管

理

業

務

備 考概 要課 題
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(7)職員の専門技術研修

デバイスセ ミナー

中小企業技術指導員研修課程

マイクロコンピュータ応用技

術コース

第15回 CAD/CAM研 究会

デバイスセ ミナー

ロボットセンサーシンポジウム

デバイスセ ミナー

アナログ回路基礎セ ミナー

第 2回 インテリジェントFA
シンポジウム

画像処理入門セ ミナー

デバイスセ ミナー

分子生物学等について

第14回 CAD/CAM研 究会

メカ トロニクス技術 について

精密測定技術 について

中小企業技術指導員研修課程

メカ トロニクスコース

ノイズ対策技術

ノイズ対策技術

メカ トロについて

コンピュータ応用について

アナログデバイスセ ミナー

第 1回湖沼科学技術研究会

第 2回湖沼科学技術研究会

オプ トロニクスについて

研究成果報告会

デザインについて

ハイテクフィルムについて

1 . 4 26^-28

9 . 4～ 10. 5

10.26⌒ -10,27

2.1 17

2. 1 .29^-1 30

1  5,12

1.6.5

1 , 7 .20

23

2

23

1 6.8～ 6.9

1 .10 23-10.24

1 .10.30--11.30

1 11.16～ 11 17

2. 1 ,29^ヤ 1 .30

2.2.8～ 2.9

2 . 3 . 1 -- 3 . 2

1 . 5.29--5 .30

1 .10 5～ 10. 6

1.6.5

1 .6.23

1 11.9～ 11.10

1 11,24

2 . 2.26-2.27

1  7.25

1 .10.17^-10,21

1.7.4

日本電気爛    (大 阪市)

中小企業大学校東京校

山口県工業技術センター(山 回)

日本電気爛    (大 阪市)

計測自動制御学会  (東京)

日本電気伽    (大 阪市)

アナログデバイセズ伽 (大阪市)

日本自動制御協会 (大阪市)

棚 ピアス     (大 阪市)

日本電気佛     (大 阪市)

ヒューマ ンサイエンスシンポ

ジウム      (大 阪市)

静岡県工業技術センター

エ技連メカ トロニクス研究会

(千葉)

工技連CAEDSユ ーザ研究

会         (東 京)

精密工学会第161回 講習会

(東京)

中小企業大学校東京校

電子連合部会音響振動研究会

(東京)

EMC」 APAN90(東 京)

工技連メカ トロニクス研究会

(東京)

工技連電子連合都会 (岡山)

アナログデバイセズ爛 (大阪)

琵琶湖研究所

機械金属連合部会計淑1分科会

(岐阜 )

琵琶湖研究所

工技連第10回 オプ トメカ トロ

ニクス研究会    (東 京)

奈良県工業試験場

世界デザイン会議 (名 古屋)

第 8回繊維材料研究会 (大津 )

深 尾 典 久

木 村 昌 彦

櫻 井   淳

月 瀬 寛 二

川 崎 雅 生

河 村 安太郎

明

彦
　
一

一暴

雅

童
［

上

上

須

井

野

那

技

術

一弟

科

研  修  内 容期    間派   遣   先氏    名
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技

術f

十弟

不斗

中小企業大学校   (東京)

(東京)

日本電気爛     (大 阪)

滋賀県企画部情報統計課

滋賀県企画部情報統計課

滋賀県企画部情報統計課

松下電器 4kl空調研究所 (草津 )

工技連高分子分科会 (広島)

龍谷大学      (京 都)

龍谷大学      (京 都 )

滋賀県企画部情報統計課

石川県工業試験場技術講習会

化学連合部会分析分科会

(愛知県)

ク    (東 京)

ヒューマンサイエンスシンポ

ゾューム     (大 阪)

工技連製品科学連合部会

(東京)

ヒューマンサイエンスシンポ

ゾューム     (大 阪)

近畿バイオセ ミナー (守山)

工技連公害シンポゾューム

技術成果普及講習会 (兵庫 )

ヒューマンサイエンスシンポ

ゾューム     (大 阪)

第 8眸I繊維材料研究会 (大津 )

高分子表面研究会  (京都)

竜大新春技術講演会 (大津 )

第251口 1高 分子化学の未解決 シ

ンポジウム     (東 京)

腐食防食シンポゾウム(大 阪)

第 1陣I堀場新素材分析技術講

習会        (京 都 )

機械金属工業指導所

日本熱処理技術協会 (大阪)

那 須 喜

井 上 栄

山 中 仁 敏

松 本   正

矢 田   稔

中 村 吉 紀

西 内 度 志

中小企業技術指導員電子技術

lヵ 月コース

第 8回無機高分子研究会発表

NECデ バイスセ ミナー

COBOL研 4蓼

COBOL研 修

COBOL石 テF修

企業研修

高分子材料強度試験 について

龍大 シンポジウ′、

龍大特別記念講演

簡易言語石汗4歩

分析技術について

89高分子可能性講座

分子生物学等について

包装技術について

分子生物学等について

食評i加 工へのバイオテクノロ

ジーの応用について

公害防止技令F子 について

分子生物学等について

ハ イテクフィルムについて

高分子材料のプラズマ処理等

について

産業 と技術の動向について

ポ リマーアロイ技術 について

金属材料の腐食について

電子顕微鏡講習会

技術普及講習会 (金属疲労 に

ついて)

硬質被膜処理技術 について

2  3.12^ヤ 3 14

2  3 23

1 . 6  4～ 6 30

1 11

1 4

1.5

1.5

1.6

1 6

1 .10

1

1

2 1

2 3

1 11

14^-11.16

26^-4 28

17^-5 19

23-5 24

1～ 6 2

20^ヤ 8.4

11^ヤ 10 12

10.27

11 6

31ヽ-2  1

19^ヤ 3.20

16^ヤ 11 17

2  2 28- 3. 3

2. 3.23

1.11 30ヽ-12 1

2 2 8～ 2_9

2 3.14

2. 3 23

1 7 4

1  11.20-ヤ 11 21

2 1 18

2  3 15^▼ 3.16

1  6 .30

1.7.14

1 9.14

1 10 13

氏    名 期 間派   遣   先 研  修  内  容
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5日 広報・情報提供

(1)科学技術振興プラザの開催

産 。学・官の交流機会の倉1出 と科学技術の啓発普及を図ることを目的に滋賀県科学技術振興

プラザを側滋賀県工業技術振興協会に委託のうえ実施 し、500名 に上る参加を得ました。

(詳細は、協会事業概要の(7)プ ラザ開催事業を参照ください。)

(2)刊行物の発行

① 技術情報紙「テクノネットワーク」

工業技術センターの活動報告、試験研究機器紹

介 をはじめ最新の技術情報から技術の基礎知識 ま

で広範な工業技術に関する情幸Rを提供するため発

行 し、県内企業の経営者、研究者、技術者および

関係機関、団体等に配布 しました。

○発 行 年3回 (8月 、1月 、3月 )VOL 12～ 14

0部  数 各1,000部

② 業務報告書

昭和63年度の工業技術センター業務活動の年報 として、第 3号 を発刊 しました。

内容は、業務概要、施設、設備、組織、予算等 を中心にまとめたもので、主に行政・試験

研究機関、関係団体等へ配布 しました。

O発  行  9月
○菩b 数  800菩 b

③ 研究報告書

県内企業への技術移転 を目指 した応用研究 を主軸に、併せて先導的な研究の実施 を目的 と

する「工業技術センター研究指針」にもとづ き、メカ トロニクス応用の自動生産化システム

の研究、複合材料の評価 に関する研究等に取 り組んでいますが、これら研究成果を広 く県内

企業に普及するとともに、技術指導等の基礎資料 としての活用を図るため、昭和63年度研究

報告 としてとりまとめ、主に行政・試験研究機関等へ配布 しました。

○発  イf 10月

○部 数 600部

④ そ の 他

当センターの利用促進 を図るため、「利用の手引」、「センター案内パ ンフレット」を作成 し

関係機関、県内企業等へ配布 しました。

(3)展   示

平成元年H月 18日 ～19日 の 2日 間県立文化産業交流会館で開催 された「第 4回滋賀県技能フ

ェア」に参加 し、工業技術の振興 と技術交流の機会創出を図るため、県民に普及啓 もうをおこ

ないました。
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(4)工業技術情報資料等の収集・提供

工業技術 に関する図書、雑誌および資料 を備 え、県内企業からの閲覧に供するための体制整

備に努めました。

現在の蔵書  国内図書   約7,200冊

国内雑誌   約80種

※  日本工業規格  (全部門)

オンライン  日本科学技術情幸Rセ ンター JOIS
サービス   日本特許情報機構     PATOLIS

※滋賀県工業技術振興協会 にて運用

(5)見学者等の対応

開設以来、施設、機器、運営等について、海外を合め県内外から技術者・経営者・行政関係

者等の多数の調査、見学があり対応をしています。平成元年度の見学者等の】犬況は次のとおり

です。

1,866108計

1,54165県内団体等

43件県外 (海外含む)団体等 325人

人  数件 数区 分
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6 (財)滋賀県工業技術振興協会の活動

(1)概   況

人材育成、情報収集・提供、技術 。人的交流 を主要な柱 として開始 した当協会は当初の基盤

作 り、組織体制の強化の域 を脱 し、平成元年度 においては過去 4年間の経験 と蓄積 したノウハ

ウを活かし、内容の充実 した事業 を行ってきました。

技術研修の新講座の開設や、科学技術セ ミナーの他地域での開催 など、積極的な取組みを進

め、さらには、技術情報・特許情報に関する検索業務の積極的な推進や、技術・市場交流プラ

ザ事業の開催、異業種交流の啓蒙普及と県内グループの交流促進 を図るため、異業種交流促進

事業 を展開 しました。

(2)理事会・運営委員会の開催

第 7号議案  平成元年度以支補正予算につき議決を求めること

につ いて

第 8号議案  平成 2年度事業計画および収支予算につき議決を

求めることについて

理 事 会

(第 3回 )

平成 2年

3月 9日

第 6号議案  役員の辞任に伴 う後任役員の選任 を求めることに

ついて

理 事 会

(第 2回 )

平成元年

12月 21日

・ 平成元年度事業経過報告について

・ 平成 2年度事業計画について

・ 技術振興会館建設構想について

。そ の 他

運営委員会平成元年

11月 29日

理 事 会

(第 1回 )

平成元年

6月 1日

第 1号議案  昭和63年度事業報告および収支決算につき、議決

を求めることについて

第 2号議案  組織規程、就業規則および事務処理規程の変更に

つ き承認 を求めることについて

第 3号議案  役員 (理事、監事)の任期満了に伴 う後任役員の

選任を求めることについて

第 4号議案  理事長 および副理事長の選任 を求 めることについ

て

第 5号議案  常務理事 を選任す るにつ き同意 を求める ことにつ

いて

会 議 名開 催 日 議 案

-39-



・ 平成元年度技術研修実施メ犬況および平成 2年度計画につい

て (日 程、講師、運営方法等 )

工 業 材料 部 門
平成 2年

2月 26日

・ 平成元年度技術研修実施状況および平成 2年度計画につい

て (日 程、講師、運営方法等)

電子・機械部門
平成 2年

2月 21日

・ 平成元年度技術研修実施メ犬況および平成 2年度計画につい

て (日 程、講師、運営方法等)

立
ロ

ロ呻
食

平成 2年

2月 20日

内 容吉Б F]開 催 日

(3)専門部会の開催

(4)人材育成事業

元年度はマイコン応用技術講座を新たに設け、従来の講座から自動化・省力化に向けた編成

としました。

13講座の受講者は279名 であり、大企業は47%、 中小企業が52%の割合であり、前年度に比べ

ると、その割合は変わっていません。

また、受講者の地域別の割合で湖南・甲賀・中部で約83%を 占めています。60年 からの受講

者累計は11086人 と大台を越えました。

ア.技術研修実績

39710127913 講 座計

2612パソコンインターフェイス技術講座2. 2  28- 3  12

17 20食屁i技術講座2. 2. 5^-2. 22

27０
０25プラスチック材料利用技術講座2 .  1 . 16^ヤ 2   9

25０
０20機械加工技術講座1 . 11. 14^-12. 20

2820メカ トロニクス実用入門講座2 1.11～ 2. 7

641415マイコン応用技術講座1  11. 10⌒-12. 20

461220メカ トロニ クス基礎技術 コース1   9, 14^ヤ 10. 27

2326防錆・防食技術講座1 .  9 ,  5-10. 17

1926自動化のためのセ ンサ技術講座1 .  7. 18～ 7. 28

21420自動化・省力化技術入門講座1. 6. 30^ヤ 7. 12

3230プラスチック成型加工技術講座1 .  6. 22-7. 20

371120パ ソ コ ン講 座1 .  6.  2～ 6 . 29

29時間8日28名金属材料の熱処理技術講座1. 5。  12^-6. 7

時 間 数日 数受 講 者講   座   名実施年月日
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イ.企業規模別受講者数

100,01.452.046.6比  率 (%)

279名4名145名130名受 講 者 数

計そ の 他中 小 企 業大 企 業

ウ.地域別受講者数

100.01.81.84.79.011.819,751.2比  率 (%)

2791旨5名5名13名25名33名55名143名受 講 者 数

計その他湖  西湖  北湖  東中 部甲 賀湖  南

(5)技術情報収集 。提供事業

県内企業が求める技術情報「 Jols」 と特許情報「 PATOLIS」 の利用状況はジョイ

スが36作 、パ トリスが33件 で した。

また、科学技術セ ミナーの開催は年間 8回、さらに情報紙「テクノネットワーク」の発行な

ど、情報の提供に努めました。

① 情報検索

69件   2,296分合   計

84133小    計1,45536小    計

12169

764182

43442 1

119412100412

99113211

28108610

1579187

9718

6528

70178

45133

分

108

作

34

分

72

件

21 4

利 用 時 間件   数年   月利 用 時 間件   数年   月

PATOLIS不 」用 状 況JOIS利 用 状 況
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② 科学技術セミナー実績

科学技術セ ミナーは、話題性のある技術、先端的技術、および将来期待 される技術、また

製品開発への取 り組み方などをテーマとして、基本理論、応用への道筋、 さらには実戦的活

動の実例 を踏まえて 8回 実施 し、情報の提供に努めました。

とくに、「技術開発」「ファジー理論」など興味深いテーマには多 くの参加者 を得ることが

で きました。

1 ,9.1334

54
龍谷大学理工学部教授

上 篠 栄 治 氏

日本特殊陶業株式会社顧問 福井工

業大学教授   福 浦 雄 飛 氏

ファインセラミックスの開発動

向とその利用

・ セラミックスの接合技術に関

する研究動向

。ファインセラミックスの開発

動向

1 .8.3033

滋賀大学経済学部名誉教授

森   俊 治 氏

積水化幸工業株式会社総合開発室長

IfX締役    大久保 尚 武 氏

企業戦略 と技術開発

-21世紀 に向けての中小企業は

独特の製品、独自の技術開発で一

。国内外の「商品戦略 と研究開

発」の事例

。差別化ポイントの明快 な製品

開発

文化産業交流会館で開催

136

1 .7.2732 法政大幸工学部助教授  日本ファジ

ー学会理事   廣 田   薫 氏

立石電機機式会社中央研究所 Fプロ

ジェクトチーム  斎 藤 至
1日

召 氏

ファジー理論の企業への適応 と

その応用

・ ファジー理論 とその応用

。ファジー制御の事例紹介

117

最近の機能
′
性材料 とその用途

・ 高性能高分子材料の開発動向

・ エレクトロニクス・オブ トエ

レクトロニクスと最近の機能

性材料

1 .6.2031

64

東 レ株式会社高分子研究所所長

片 岡 俊 郎 氏

大阪大学工学部教授

吉 野 勝 美 氏

1 . 5.2630

超先端加エシステム技術研究組合

研究開発部長  吾 妻 健 国 氏

豊田工機株式会社第 5研究開発部長

鈴 木   弘 氏

超先端加エシステム技術の最前

線

・ 超先端加エシステム技術 と励

起エネルギービーム加工技術

。超精密加工とその評価技術

51考監

ア マ年月 日回 参加者数講 自市
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6438       []合  計

82

大阪府立産業技術総合研究所材料技

術部電子デバイス研究室主任研究員

鈴 木 義 彦 氏

シャープ株式会社中央研究所第 3研

究部長   賀 好 宣 捷 氏

最近のセ ンサ技術の動向

・ 最近のセ ンサデバイスとその

動向

。光センサとシステムヘの応用

2.3.237

73京都工芸繊維大学工芸学部電子情報

工学科教授   田 村   博 氏

株式会社 ダイナウェア代表取締役社

長     藤 井 展 之 氏

高度情報化時代 と技術情報 シス

テム

・ 親 しめ るインターフェイス「人

と機械 の共存」

・ ビジュアル・ インターフェイ

スとLAN「 その応用 とケー

ススタデ ィ」

2. 1 .2636

66名

旭化成工業株式会社繊維加工研究所

新産業資材開発グループ長

片 岡 直 樹 氏

ヒガシマル醤油株式会社

以締役 製造部長

奥 野 敏 男 氏

記念仕込班長

三 木 泰 昌 氏

中小企業のサバイバルヘの対応

2題

―新素材 と新発想マネージメン

トヘのアプローチー

・ 産業資材分野における繊維新

素材の最近の動向

。今話題のユニークな職場活1生

化

地場産 しんあさひで開催

1.11.235

参加者数自頭講ア マ年月日回

③ 情報紙の発行

1,000テクノネットワーク  VOL。 14

1,000テクノネットワーク VOL。 13

1,000テクノネットワーク  VOL.12Ｏ
Ｏ

部   数名 称発 行 年 月

-43-

④ 中・長期研修計画策定

協会設立当初の計画でありました長期間の研修講座に取 り組み、龍谷大学、立命館大学及

び、滋賀工業会の協力を得て、「技術研修事業推進委員会」を中心に検討を重ねた結果、「機

械 システム学科」「メカトロニクスエ学科」の策定をしました。

このうち、「機械 システム学科」については、 2年 6月 より開講の運びとなりました。



(6)技術 。人的交流促進事業

① 技術者交流促進事業

技術研修の受講者と公設試験研究機関の技術者を中心に、最新技術に関する情報交換や自

由な発想による研究の場 を提供 し、産・官連携 による技術水準の向上 を図るための研究会 を

開催 しました。

メカ トロニクス研究会

② 滋賀県技術・市場交流プラザ開催事業

今年度のグループは、県下全域から28社の申込があり、まずは互いに企業紹介することか

ら始め、技術的課題を議論 し、また、見学会の実施で、一層交流 を深めました。

会員間の情報交換、仕事の受発注、新しい課題への取 り組みなどを検討する中で、20件 を

超すアイデアの提案があり、分科会活動に向けて、歩み始めました。

このグループも次年度から任意グループ「 ミングル89」 として、新しい活動を開始するこ

とになりました。

活 動 状 況

2.2.27鉄 )

午後 1時から6時 まで

エレクトロセラミック産

業の現状 と今後  
´

セラミックセンサの開発

と応用

35

通商産業省生活産業局ファインセラ

ミックス室長  宗 内 誠 人 氏

大阪ダイマモンドエ業株式会社技術菩b

技術課長   中 尾   博 氏

画像処理の工学的応用2 2.23(③

午後 3時から6時 まで

大阪大学工学部電子制御機械工学科

浅 井   稔 氏
15

2  2. l tn

午後 3時から6時 まで

ファジィ理論 について
20

立命館大学理工学部情報工学科

亀 井 且 有 氏

2 1.25い
午後 3時から6時 まで

エキスパー トシステムに

ついて
19名

立命館大学理工学部情報工学科

小 川   均 氏

日 程 内 容 参加者講 自頭

1.4.27(刑

工業技術セ ンター

(発会式 )

1.工業技術センター見学

2.会  議

(1)工業技術センターの概要紹介

(2)助言者・事務局紹介

(3)講  演

「滋賀県技術・市場交流プラザにか加

する際のポイント」

助言者  森 岡 忠 美 氏

36名

年 月 日 内 容 参加者数実 施 場 所

- 44 -



1.講  演

「実 りある異業種交流 とするために」

前⑫京都産業情報センター

経営推進部長 戸 出   武 氏

2 企業紹介「自社 を語る」

・ ∩城津エ ンジエアリング

・ フォームテックス佛

。佛三島製作所

3.企業紹介に対するア ドバイス

助言者  森 岡 忠 美 氏

1 , 7. 1lυ 0

24名工業技術センター

1.講  演

「活力ある異業種交流 グループとする

ために」

助言者  森 岡 忠 美 氏

2.自社のワン・ポイント・近況報告

3.企業紹介「自社 を語る」

・ 近畿情報 システム爛

・ タキヒョー滋賀センター

・ 光コンクリー ト爛

・ 爛湖北繊維工業所

1.6.13鉄 )

23名工業技術セ ンター

1.5.16卿

21壻堅工業技術セ ンター

1.企業プロフィルについて

2.講  演

「効果的な交流推進のためのアドバイ

ス 」

助言者  森 岡 忠 美 氏

3.企業紹介「自社 を言吾る」

・ 棚住吉製作所

・ 硼竹六商店

。日本ユニバーサル電機棚

。い剰リンテック

4.今後の例会の予定および運営方法

1 .  4. 279日

36名工業技術センター

(4)会員自己紹介

自社での特長的技術、プラザ参加の

動機、プラザでの目標 など

(5)交流プラザOBグ ループの概要

(6)会則 と事業計画及び運営について

(7)定例の例会開催予定日について

3.セ ンターの利用及び指導事業につ

いて

年  月 日 参加者数実 施 場 所内 容
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17名工業技術センター

1.ア ンケー ト集計結果について

2 今後の運営 について

3 アイディアカー ドについて

2   2. 14710

26名守山市 つがやま荘

1 情報交換

2.具体的テーマについて

3.ア イディアカー ドについて

2.1.16卿

20名工業技術センター

1.講  演

「これからの中小企業と異業種交流」

助言者  森 岡 忠 美 氏

2.今後の運営 について

(ア ンケー ト回収 )

1.12.12鉄 )

17名工業技術センター

1.企業紹介「自社 を言吾る」

。日本カロライズエ業llk

・ 爛 日本コスモテック

・ 懺大塚

2.企業紹介に対するア ドバイス

助言者  森 岡 忠 美 氏

3.幹事の選出

1 11 14伏 )

20名工業技術センター

1 企業紹介「自社 を言吾る」

・ 湖南電機仙

・ ダイキン電子部品llB

。太陽鉄工懺

・ 棚山田プランニング

2.企業紹介に対するア ドバイス

助言者  森 岡 忠 美 氏

1 . 10. 24υ0

204彗工業技術セ ンター

1,企業紹介「自社 を語る」

・ 爛市金エ ンジニアリング

・ ナス トーア徽・岩谷化学工業佛

2.企業紹介に対するア ドバイス

助言者  森 岡 忠 美 氏

1.9.12い

25名滋賀県 ヨットハーバー

1.企業紹介「自社を言吾る」

・ 不二電機工業佛

。日昌帥・森野生産技術研究所

・ 三弘晒佛野洲工場

2.企業紹介に対するアドバイス

助言者  森 岡 忠 美 氏

1   8. 8υ0

参加者名実 施 場 所内 容年  月 日
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20名

会員企業の工場見学

・ 帥住吉製作所

。ダイキン電子部品帥

・ 佛市金エ ンジニアリング

・ 彿 リンテック

・ 三弘晒爛野洲工場

2.3.13ω

参加者数実 施 場 所内 容年 月 日

③ 異業種交流推進事業

異分野の技術力や市場、経営力などを融合させて、技術開発、新製品開発及び需要開発な

どを行い、新事業 を開拓 していこうという経営資源の「融合化Jが全国的に展開されつつあ

る中で異業種交流 グループ間の一層の活性化 とともに、より幅広い交流 をするため、県内16

グループ340社 の連合組織 として、「滋賀県異業種交流連絡協議会」 を結成 し、活動 を始めま

した。

ア.連絡協議会として行った事業

約370名
琵舌湖ホテルおよび

観光船「 ミシガン号」船上

'89近畿ブロック技術・市場交流プラザ

滋賀大会

1.オ ープニングセレモニー

2.異業種交流事例発表

「自動演奏琴の開発 について」

湖南異業種フォーラム会長

前 岡   繁 氏

滋賀県技術ア ドバイザー

中 ナ|1悟 孝 氏

「生い立 ちの記」

カオスハイテク協同組合理事長

三 宅   信 氏

3.話のサロン

「今、地球の気候が変わる」

1.10.20④

滋賀ビル 9階

滋賀県異業種交流通糸各協議会

1.交流事業の効率化 と運営体制

・ 事務局の新 しいあり方

・ グループリーダーの役割

。グループ間交流のやり方等

カタライザー 新 庄 秀 光 氏

2.技術・市場交流プラザ近畿大会の

開催準備について

1. 6. 6υ 0

16グループ

年  月 日 参加者数実 施 場 所内 容
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2. 2  19(月 ) 滋賀県異業交流連絡協議会

第 1回研究会

ァ ー マ

「従業員教育のあり方について」

講 師 :全 日本美容師会教務委員

ユリ美容室  玄 田 宗 七 氏

コーディ不―タ

カタライザー 新 庄 秀 光 氏

28名守山市「つがやま荘」

1.10.20(a

糸勺370名
琵琶湖ホテルおよび

観光船「 ミシガン号」船上

日本気象協会関西本部

武 田 栄 夫 氏

4.基調講演

「 しなやかなイノベーション時代の中

小企業」

技術評論家  森 谷 正 規 氏

5。 分 科 会

第 1分科会

「技術 (製品)開発の着想から商品化ま

<|」

コーディネータ

⑪生産開発科学研究所専務理事

大 門   博 氏

第 2分科会

「製品開発から販路開拓に至る成功条

件」

コーディ不―タ

龍谷大学社会学部教授

法 雲 俊 邑 氏

第 3分科会

「異業種交流のあり方」

コーディネータ

エ業経営研究所所長

新 庄 秀 光 氏

年 月 日 参加者数実 施 場 所内 容

イ.融合化名簿の作成

県内で活動 している16グ ループ (340社 )を 対象に1,200部 作成 しました。

ウ.異業種交流グループ支援事業

当協会より誕生 したグループ、「カオス60」 「テクノス61」 「オラクル62」 「レイテック88」

の支援 をしてきました。
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実   績

12  [∃14 名レイテック88

12  []14 名オ ラ ク ル 62

13  []18  名テ ク ノ ス 61

12 回12 名カ オ ス 60

例  会会 員 数グループ名

工.融合化センターの開設

工業技術セ ンター内に融合化推進室 を設置 し、活動 を始めました。

主要事業 ・ 異業種交流室の利用

・ 融合化に関する情報提供

・ 融合化 に関する図書の貸出 し

。カタライザーの派遣

・ OA機 器の利用

(7)科学技術振興プラザ事業

産・学・官の交流機会の創出と科学技術の啓学普及を図ることを目的として、

プラザを実施 しました。

(日 時 〉 平成元年10月 12日い 午前9時～午後5時

(場 所 〉 滋賀県工業技術センター

(内 容 )

記念講演  「企業のCI戦略」

株式会社ケンウッド取締役社長 石 坂 一 義 氏

グッドデザイン商品展 (展 示期間 1.10.12～ 10.24)

・ 感性 に訴 える身近な商品展

・ 世界の豊かな生活用具展

科学技術映画の上映

科学技術映画祭受賞作品

「エネルギーの架け橋 -50万ボル ト本四連系線 ―J

「ガラス転移」

一 般 公 開

滋賀県工業技術セ ンター主要設備一般公開、デモ ンス トレーション

(参カロ者 〉 500名

科学技術振興
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施設および設備の概要

1日 敷地および建物

所在地 滋賀県栗太郡栗東町 ヒ砥山232番地

電 話 0775-58-1500 FAX 0775-58-1373

(1)案  内 図

大安家具

玲継

栗東

栗東インターチェンジ

工業技術センター

>

8

江成田山

ひ

栗東町役場

Ｎ
洲
川
何
ヽ
ド
ー 至信楽

◎ 」R利用の場合

車津駅 または手原駅下車

・ 帝産バス「 トレセン行 (栗束高校経由)」 または

「六地蔵行J北の山下車徒歩……………………

・ タクシー

草ヱ辛9(か ら………………………………………………………………

手原駅から…………………………………………

◎ 白家用車利用の場合

・ 名神許i速道路・栗束 インターチェンゾより……

。国道 1号線 に鈎交差点束へ………………………

約 3分

約15分

約 5分

約 5分 (2.5km)

糸勺8うチ (3.5km)
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(労 配 置 図

土 地

至名榊栗東インターチェンジ
国道 1号線

至信楽

建物

32,016∬ (登記面積、実測面積33,125。 22だ )

うち緑地 19,000ゴ

研究管理棟 (鉄筋コンクリー ト造 2階建 。一部 5階建 )

4,296ポ (1階床面積 1,987∬ )

実験棟 (鉄筋コンクリー ト造平屋建 。日本自転車振興会補助 )

693∬

別棟 (開放試験室)(鉄筋コンクリー ト造平屋建 。国庫補助 )

154∬

その他       254ポ

‐
ア

/1Th

別棟
排水処理施設

υ

◇

至国道 1号線
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(3)建物見取図

3F

5F

4F
′
ピ

lF

電雰辞金 営IR化 (財 )灘

ター  !々
衰

協 含

憬St提 1大 室

全IR室

度
真

デ
ザ
イ

ン
室

図書室

省力化ア。/
ラミン定

査舌f,換 吾

分析室

係強化学

分析蔓

換世室食SL芙 噴室芙lR室

Hと学マイコン

夜習茎
機 li分析室

化学

分析筆

X

大Fr修 室

2F

ホール

阜摩

露機ス犠室

る!電 圧よ峨茎

黙処理lR較 霊

tオ 偶強度よ破室

研声1加 工蔓

切窮1加 工室

塑性加工室

放電加 工室

劇断調整室

(英 強 棟 )

服動lR摩

“

中研博室

研究,与室

光J:洲
=

IA“ ′1渕 室

機憶笙

機憶菫

食品瀬I
IR件 室

Жtt」 I

物 髪

ネール

観憶室

製ji開 触

よ曖茎

イザイン

エ件室
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―ち三`日本電気棚 PC― H98 mode170 100ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 平成 2年 3月 26日

平成 2年 3月 15日一式アルバ ックファイ蜘 モデル5400X線光電子分光分析装置

環境試汚父機需1往,用 パソコン 平成 2年 2月 13日一式日本電気懺 PC 98RL2

平成 2年 1月 23H一式タバ イエスペ ック件内TSC 103冷 熱 衝 撃 試 験 機

FT―IR顕 微 測 定 装 置 平成 2年 1月 19阿一式爛島津製作所 FTIR42001MS

平成 2年 1月 17日一式腑東京試験機製作所 OttT―U多 機 能 摩 耗 試 験 機

真 空 定 温 乾 燥 機 平成 2年 1ナ】8 Fl一式ヤマ ト科学腑 DP 32

平成 2年 1月 8日一式アンリツ棚 M532AH非 接 触 変 位 計

平成 2年 1月 8日一式爛島津製作所 DUH 200薄 膜 測 定 用 微 小 硬 度 計

平成 2年 1月 8日一式アンリツ棚 MS9002A可視光用光スペクトルアナライザー

一式産信機工爛 球形磁気バイスス ー パ ー ニ 次 元 バ イ ス 平成元年12月 19日

平成元年12月 15 FI一式日本 ビクター懺 MK 2500映 像 特 殊 効 果 装 置

静 電 気 試 験 機 平成元年12月 8日一 式シシド静電気い スタチロン SB.M

平成元年12月 5[1一式米国QUAD,GROUP社製SEBASTHANV薄膜密着強度測定 システム

溶 射 被 膜 評 価 試 験 機 平成元年11月 24口一 式高橋エ ンジエアリング ACT―」P

平成元年11月 9日式懺 レスカWET-3000動 的 ぬ れ 性 測 定 装 置

平成元年11月 7日一式電測工業懺 EX-8000CE蛍 光 X線 膜 厚 測 定 機

取 得 年 月 Fl数 量規 格名

2E設 備 機 器

平成元年度に取得 した機器等は次のとおりです。

螺
崎伴
↓
一●
■
■
「
‘一
■
●
■
■
サ
尊

- 54 -

X線光電子分光分析装置



1組1麟|と1職員の概要|

機構,よび業務内容



組織 と職 員の概要

1日 機構および業務内容

工業技術センターは総合的な試験研究、指導、研修等を実施するために、企画管理課、技術第

一科・第二科 を設けています。そして、⑪滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら効果的な

活動を推進 しています。

企画管

術 第

管 理

企 画

係

係

(1)セ ンターの庶務に関すること。

(2)そ の他他の科 および係 に属 さない事項

(1)試験研究の企画調整に関すること。

(2)工 業技術の情報および調査研究に関す

ること。

(3)工 業技術振興協会に関すること。

(4)そ の他工業技術の振興に関すること。

所 長一 次

職員数 23名

1憂籍1:を |

任
専
門
員

子応用係 (1)電気・電子技術 に関する試験研究およ

び指導に関すること。

係 (1)機械技術 に関する試験研究および指導

に関すること。

工業材料係 (1)工業材料に関する試験研究および指導

に関すること。

ヒ学食品係 (1)化 学および食品に関する試験研究およ

び指導に関すること。

デザイン係 (1)産 業デザインに関する研究および指導

に関すること。
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2日 職  員
(平 成 2年 3月 31H現在)

野 上 雅 彦技 自頭

デ ザ イ ン係

深 尾 典 久技 自雨 松 本   正主 任 技 師

技 自雨西 ,H 哲 慎Б
所付主任技師
((動滋賀県工業技
術振興協会出向)

矢 田   稔主 査櫻 井   淳

山 本 和 好主 査 今 西 康 博
化学食品係長

(兼 )

月 瀬 寛 二主 任 技 師

河 村 安 太 郎主    査小 田 柿 壽 郎企 画 係 長 那 須 喜 一技 自市

中 西 洋 子主 査 升 上 栄 一技 自頭機 械 応 用 係

技 自雨木 村 昌 彦主 任 技 師里予  オ寸  ヲ色  ε竃管理係長 (兼 ) 山 中 仁 敏

主 任 技 師里予  本す  ブこ  うミ課 長 中 オす 吉 糸己主 査デ||1時 雅 生

西 内 廣 志主 査井 上 嘉 明
電子応用係長

(兼 )

企 画 管 理 課

井 上 嘉 明専 員齊 田 雄 介主 任 専 門 員 工 業 材 料 係

科  長 (兼 )平 中  猛次 長 今 西 康 博科 長齊 田 雄 介

所 長 技 術 第 二 科技 術 第 一 科畑   信 夫

氏   名職  名氏   名職  名 氏   名職  名
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予 算 の 概 要

1.事  業  費 (平成元年度)

歳 出2日 歳 入
歳 入

768,100,934計

146,899,172職  員  費

23,960,893工業技術センター施設整備基金への積立

4,239,657技術ア ドバイザーおよび巡回技術指導費

5,094,000技 術 指 導 費

11,780,000技 術 開 発 費

4,188,000研究企画調整費

64,436,000試験研究指導費

109,991,759試験研究用備品等設備整備

30,812,163側滋賀県工業技術振興協会への助成

3,090,000融合化促進室設置事業

305,000,000工業技術振興基金の積立

57,609,290庁舎等管理運営費 (普及広報費を含む)

1,000,000円科学技術振興プラザ開催

金   額概 要

205,006,097205,006,097204,709,000計

複写サービス14,91014,91010,000諸 収 入

工業技術センター施設整備基金取 り崩 し112,937,776112,937,776112,943,000繰 入 金

工業技術振興基金寄付金5,100,0005,100,0005,000,000寄 付 金

技術開発研究費補助金等27,319,00027,319,00027,321,000国庫支出金

工 業 技 術 セ ン ター施 設 整 備 基 金 運 用 収 入
23 860 893

工業子支術振韓 用 J又入 23,174,468
47,035,36147,035,36147,035,000財 産 収 入

試験分析機器等設備使用料
試験等手数料

円円

12,599,050
円

12,599,050
円

12,400,000
び
料

及料
数

用使
手

摘 要収 入 済 額調 定 額予 算 額科  目
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歳  出

768,100,934768,863,079/_k
計 762.145

/1ヽ 計 113,000113,000

中小企業近代化資金
貸 付 事 業 特 別 会 計

113,000113,000旅    費

764,457,000/1ヽ 計 745,145763,711,855

34,00034,000公 課 費

積 立 金 107328,960,893328,961,000

30,894,46630,896,000負担金補助
及び交付金

1,534

115,127,000備品購入費 118,511115,008,489

原 材 料 費 7,7682,670,2322,678,000

38,179,000使用料及び
賃 借 料

334,13637,844,864

32,423,74832,448,000委 託 料 24,252

役 務 費 9,9432,796,0572,806,000

52,288,11252,517,000需 用 費 228,888

旅    費 7955,219,2055,220,000

2,092,1702,107,000報 償 費 14,830

共 済 費 4,18122,359,81922,364,000

47,898,000職 員 手 当 47,898,000

77,413,80077,414,000給   料 200

工

業

技

術

セ

ン

タ

費

中

小

企

業

費

5,808,0005,808,000幸R    印‖

4,256,657/1ヽ 計 17,0004,239,657

47,00047,000役 務 費

178,000需 用 費 17,000161,000

1,740,6571,740,657旅    費

575,000575,000報 償 費
工

業

振

興

費

商

工

業

費

商

工

費

1,716,0001,716,000幸R     Bll

36,42236,422/1ヽ 計

36,422円旅    費
農 業
総務費農業費農林水

産業費

0円36,422円

目項款 猥ロ

執 行 額予 算 額
科 目

残    額
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設置の目的・機能・沿革

設 置 の 目 的

本県の工業は、昭和30年代後半から新規工場立地の進展 に伴い大 きく発展 してきました。従来

は繊維工業が中心で したが一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心 を占める

ようになり、工業構造は大 きく変化 してきました。

こうした状況の中にあって、本県進出企業と在来中小企業間では技術水準の格差が大 きく、ま

た、企業間の連携・協力体制が十分でないこともあって、中小企業の技術力向上、支援体制整備

の要請は急激な技術の進歩に伴いますます強まり重要な課題 となってきました。

これまで、県内には、地場産業の発展 に機能 を果たす機関はあっても、県内工業の全般的課題

に深 くかかわり、県内の工業に対 して基盤的役割 を果たす機関は未整備でした。 とくに、本県産

業の主要な部分が高度で先端・先進的な技術 を必要 とする電子・機械・精密カロエ等の業種 に転換

してきたことや、これら業種や複合技術 に関連する協力企業群の技術水準の向上が不可欠となっ

てきたことなどにより、今後 とも本県産業の中核 となるこれら業界への技術力向上支援体制 を充

実することが大切 となってきました。 さらに、こうした時代背景の中で、本県工業の経営努力や

行政施策のみでは対応 し得ない状況にあり、企業相互間の連携や産 。学・官の連携 により、各分

野に分散 され個別に蓄積 されてきた技術ポテンシャルを結集するなどの適切な対応が必要 となっ

てきました。

このような課題 に応 えるため、また産業界からの強い要請もあり、産地 を中心 とした従来の試

験研究機関に加 えて、電子、機械、化学、食品、材料、デザインなど、広範な分野 を対象とする

総合的な試験研究指導・研修機関として、さらには、本県工業技術振興の拠点 として、工業技術

セ ンターは設置 されたものです。
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機 能 と 事 業

享R広

(1)広報紙の発行

(2)工技連連合部会・地方部会等の開催

(3)図書の整備 。開放利用

研  究 (技術開発 )

(1)研究活動の推進

(2)コ ンピュータの利用促進

(3)研究が与詰1度

指  導  ・ 勘  言

(1)技術相談・指導

(2)技術相談役常1度

(3)技術普及講習会の実施

(4)技術アドバイザー派遣・巡回指導の実施

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

試 験  ・ 分 析

(1)試験分析機器の整備

(2)原 材料・製品等の依頼試験

(3)開放試験機器の提供

企 画 調 整

(1)工 業技術振興施策の企画・研究の調整

(2)工 業技術振興懇話会の開催

(3)工 業技術実態調査の実施

交 流 促 進

(1)技術交流プラザ事業の実施

(2)異 業種交流推進事業の実施

(3)科学技術振興プラザ開催事業の実施

(シ ンポジウム・議演会 )

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セ ミナーの開催

(2)JOIS,PATOLISの オンライン不」用

(3)情報誌の発行

工

業

技

術

振

興

協

会

教 育  ・ 研 修 (1)技術研修の開催
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沿   革

昭和55年 9月

日召和57年 2月

昭和57年 5月

昭和57年 5月

昭和57年 6月

昭和57年 7月

昭和57年 8月

昭和58年 2月

日召不日58年 3月

昭和59年 1月

昭和59年 4月

昭和59年 7月

昭和59年 7月

日召不日60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 3月

日召和60年 4月

平成 2年 1月

平成 2年 1月

草津商工会議所会頭から「県立工業技術センターの設置について」の要望書の

提出

県立工業技術センター設計・調査予算計上

滋賀県工業技術セ ンター基本計画検討部内ワーキンググループの設置

「滋賀県工業技術セ ンター基本計画検討会議」の設置および第 1回検討会議

第 2回検討会議

第 3回検討会議

第 4回検討会議

県立工業技術セ ンターの施設、規模、用地面積等の方針 および予算 を内定

「滋賀県工業技術試験研究施設整備基金条例」制定

栗東町「県立工業技術セ ンター建設用地の造成工事」起工

「工業技術センター開設準備室」設置 (室長以下 6名 )

栗東町「県立工業技術センター建設用地の造成工事」完工

「県立工業技術センター建物建設工事」着工

⑭滋賀県工業技術振興協会設立

「滋賀県工業技術振興基金条例J箭1定

「県立工業技術センター建物建設工事」完工

滋賀県工業技術センター業務開始

融合化開放試験室設置

融合化セ ンター設置
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側滋賀県工業技術振興協会

(1)協会の概要

名  称  財団法人滋賀県工業技術振興協会

所 在 地  滋賀県栗太認栗東町上砥山232番地

電話番号  0775-58-1530

設  立  昭和60年 3月 26日

目  的   この法人は、工業に関する技術者の育成、情報の収集および分析力の強化、交

流機会の創出等の技術開発基盤の強化を図ることによって各企業の技術水準の向

上に寄与 し、もって県内工業の発展 に資することを目的 としています。

主な事業

。工業技術者の人材育成に関する事業 (技術研修事業)

・ 工業技術情報の収集・提供に関する事業 (科学技術セ ミナー、情報端末機利用によるジョ

イス・パ トリスの検索等 )

・ 工業技術の普及および交流促進 に関する事業 (技術市場交流プラザ等の開催 )

。工業技術の研究開発の推進に関する事業

。その他 目的を達成するために必要な事業

(2)沿   革

滋賀県の工業は昭和30年代後半からのいわゆる高度経済成長に力日速 されながら、全国平均 を

上回る急速な発展 をみせました。県外企業の立地 により従来の地場産業的なものからメカ トロ

ニクスを中心とした加工組立型産業が中心 となりましたが、技術革新の波は急速であり、それ

らの対応が本県の大 きな技術的課題 ともなりました。今後技術立県としての地位 を確立するた

め、総合的な試験研究機関としての滋賀県工業技術セ ンターの建設に伴い、人材育成、技術・

人的交流、情報の収集・提供 といったソフ ト部門を受持つ似か滋賀県工業技術振興協会の設立が

企画 され、昭和60年 3月 26日 に発足 しました。

昭和60年

3月 26日 滋賀県と経済 6団体が母体 となり、口滋賀県工業技術振興協会 を設立。

4月 1日  事務局職員 2名 で業務 を開始。以降 6月 1日 に 1名 、 7月 1日 に常務理事兼事

務局長 を加 えて、 4人体制 を確立。

5月 13日  第 1回運営委員会 を開催。

5月 31日  第 1回理事会 を開催。

7月 15日  異業種交流 グループ「昭和60年度滋賀県技術交流プラザ」発足。

7月 18日  第 1回 の技術研修専門部会 を開催。

8月 1日  的 日本科学技術情報センターおよび側 日本特許情報機構 とのオンライン化 を図

り、情報検索業務 を開始。

9月 9日  第 1期技術研修 を開始。

9月 13日  第 1回科学技術セ ミナーを開始。
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日召和61年

4月 1日  本年度の業務 として技郁子研修 8講座 10コ ース、科学技術セ ミナー10回、ジョイ

ス・パ トリス′情報の検索等 を開始。

4月 11日  本年度の異業種 グループが「カオス60」 の名称のもとに任意団体 として発足。

5月 23日 「昭和61年度滋賀県技術交流プラザ」発足。

10月 19・ 25日  工業技術センター、工業技術振興協会開設 1年 の記念事業として「滋賀県

科学技術振興プラザ」 を 2日 間にわたり開催。

日召不日62年

4月 1日 本年度の業務 として、技術研修12講座、科学技術セ ミナー 8回、ジョイス・パ

トリス情報の検索 を開始。第 2期 目の技術交流プラザが「テクノス61」 として

発足。

第 3期 目の「滋賀県技術交流プラザ」発足。

異業種交流 グループ「カオス60」 が「カオス・ハイテク協同組合Jを設立。

科学技術セ ミナーの延べ参加者、2,000人 を超 える。

科学技術振興プラザで初の異業種企業合同展示会 を開催。

5月 27日

6月 1日

8月 19日

9月 19日

日召不日63年

1月 19日

4月 1日

5月 19日

8月 27日

9月 6日

9月 24日

10月 14日

10ナ]26日

平成元年

3月

4月 1日

4月 12日

4月 27日

6月 6日

6月 9日

技術研修の延べ受講者、500名 を超 える。

本年度の業務 として、技術研修12講座、科学技術セ ミナー 9回 、ジョイス・パ

トリス情報の検索 を開始。第 3期 目の技術交流プラザが「オラクル62」 として

発足。

「昭和63年度滋賀県技術・市場交流プラザJ発足。

異業種交流の啓蒙・普及 をめざした第 1回啓発セ ミナーを新旭町で開催。

3周年記念科学技術セ ミナーの開催。

第 2回異業種交流啓発セ ミナーを米原町で開催。

「滋賀県科学技術振興プラザ」 を開催。

技術研修の受講者 と県下公設試験機関の技術者 を中心に「ニューマテリアル研

究会」 を発足。

県内で活動歴 1年以上の交流実績 をもつ異業種 グループを対象とした融合化名

簿 を発行。

技術研修13講座、科学技術セ ミナー 8回 (― ジョイス・パ トリス情報の検索等、

本年度業務開始。

第 4期 目の技術・市場交流プラザが、自主運営 グループ「レイテック88」 とし

て発足。

平成元年度「滋賀県技術・市場交流プラザ」発足。

「滋賀県異業種交流連絡協議会」結成。

長期研修の実施 に向けて、龍谷大学 と研修内容についての具体的協議開始。
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9月

10月 12日

10月 20日

平成 2年

2月 6日

2月 19日

3月 29日

(3)組   織

滋賀県融合化促進名簿 (16グ ループ、340社 )発行。

「滋賀県科学技術振興プラザ」を開催。

「'89近 畿ブロック技術・市場交流プラザ滋賀大会Jを琵琶湖ホテル及び観光船ミ

シガン船上で開催。

技術者中・長期研修事業推進委員会第 1回会議を開催。

滋賀県異業種交流連絡協議会第 1回研究会を開催。

長期研修「機械 システム学科」60回 コース (180時間)カ リキュラム作成。

副 理 事 長

交 流 担 当

(1名 )

石汗修 担 当

(1名 )

情 報 担 当

(1名 )

事 務 局 次 長

技術研修専門部会

常 務 理 事

(兼)事 務 局 長

運営委員会

理 事 会

理  事  長
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2日 決  算  額

年度別歳入 。歳出一覧

1 財産収入……工業技術振興基金運用収入他

2 繰 入 金……工業技術センター施設設備基金取 り崩し

3 諸 J又 入……日本白転車振興会補助金他

4 建 設 費……調査等事務費を合む

-65-

お3,711,855
563,805,758

(守附金5,100,000を 合む)

14,910H2,937,77647,035,36127,319,000121599,050死

401,310,300249,350,60120,597,00097,444,00017,884,5995,709,00010,325,10063

6,919,85062 350,268,921226,806,29399,886,24616,656,532

61 535,851,289218,562,3263316500026上 292,98016,01216336,818,350

493,533,33419698790440,845,000241,353,33012950000139710060

59 25430983502,120,427,00058,585,000350,189,35013897000

43,967,00043,967,00058

円

2,695,240

円

2,695,240

円
　
一

円

　

一

円
　
一

円

一

円
　
一57

計一 般 財 源諸 収 入繰 入 金財 産 収 入国庫支出金
使用
手

び
料

及料
数

歳 入年

　

度

763,711,855146,899,172390,510,76130,81216311,780,00073,718,000109,991,7597C

63 401,310,300137,173,20454,756,31829,366,7781173400045049000123231000

350,268,921117,317,77254,414,81828,807,1249,192,50030,549110010998760762

535,851,289110,027,03250,503,87230,770,8819,020,00034,221,5203011307,98461

493,533,33492,468,36649,491,55729,580,4814,086)00022,757,930295,149,00060

2,543,098,3504,0001000350,189,3502,188,909,00059

43,967,00043,967,00058

57

円

2,695,240

円

　

一

円

　

一

円
　
一

円

一

円

一

円

　

一

円

2,695,240

計職 員 費運 営 費
会
成

協皿
（

振
助

研 究 開 発普 及 指 導施設整備費建 設 費

年

　

度

歳 出



3日 施設利用件数等の推移

年度別依頼試験分析受付件数

年度別開放試験機器提供件数

年度別技術相談指導件数

(単 位 :受付件数)

(単 位 :受付機器数)

139421471一死

14151185663

10315453762

2311812021601261

47201560

副
‐書

本
績
複

成
の

デ十デイン食品物性・

微生物試験
化学分析物性試験環境試験精密測定材料試験

た
凩電

試
電子

験

年

度

981 209268死 2,39965757

1,95250595771,05017863

4836195216162 1,68628

1,2092426976812161

45411543562860

計工作機器等食品加工機器化学分析機器物理量測定機器機械試験機器
電気・電子
計 測 機 器

年

度

死 993036272,796 18

35222,95663 1710228

2,51862 14110354120

1213235202,08061 14

企業

31
企業

5
企業

35
企業
21

lI=

60960
「

1

8
卜可

1

件

一般巡国
技術普及

(講義実習)

技術普及

(講 義 )

公害巡回簡易巡回

技術普及講習会
特  別

技術相談

技  術

アドバイザー

巡 国 技 術 指 導

技術相談

年

　

度
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4B試験・研究機器等一覧

(1)電気、電子計測機器

電気 。磁気環境

計測機器

(*印は研究用備品及び補助備品です )

S63電子機器の耐妨害波
特性の測定

周波数範囲 150kHz～150MHz、
最大電界強度 170V/m、 被供試品最大寸
法 850(幅 )× 300(高 )× 950(奥 )mm

仰ア ドバ ンテス ト
TR17305
TR17203他

耐妨害
(

波測定装置
〃 )

A07

S61
羽根 方 式 静 電気 シ

ミュー レータによる
耐ノイズ試験

放電電圧
静電容量

0～ l kV/0～ 6kV切替
150pF± 10%

1411ト ーキン
5522-A

電 磁 波
(

発 生 装 置
〃 )

A06

S61
プラスチ ックシール

ド材のシール ド効果
測定

電界浪1定・磁界測定 1～ 1,000MHz蜘ア ドバ ンテス ト
TR17301

プ ラ ス チ ッ ク
シ ール ド材 評価 器

( 〃 )

S60電磁雑音レベル測定
周波数 100Hz～ 5,000MHz、
振 幅 -135dBm～ +25dBm、
スイープ時間 50mS～ 1000S

爛ア ドバ ンテス ト
TR4173opt01

度
置装定

，

精
測

〃

波堂
ロ

高
妨

A05

S60電磁雑音レベル浪1定
(ポ ータブルタイプ)

周  波  数  100kHz― ‐1,000MHz、
ル ー プ ア ンテ ナ 100kHz～30MHz、
ダイ ポ ール ア ンテ ナ 30MHz～ 230MHz、
対 数 月 期 型 ア ンテ ナ 80MHz～ 1,000MHz

帥ア ドバ ンテス ト
TR4132外

妨 害 波 測 定 装 置
(電磁速蔽室)

ど【04

S60電気・電子機器のメ
イズ耐性評価

高周波ノイズ :方形波
サイクルサグ :サグ量
静電気 :最大30kV

、三角波
可変、

三基電子工業lMl

TN-2000Fプゝ03

S60電気・電子機器の
サージ耐性評価

電圧 12kV、 12/50,S(ACラ インヘ重
畳可能)、 電流2000A、 8/20 μ S

三基電子工業蜘
LSG-12K― S

ライ トニ ングサー
ジ シ ミ ュ レー タ

( 〃 )

A02

S60耐電圧試験
直流100kV、 lmA、 交流50kV、 3kVA、

雪インタラレス160kV(12/50,S)
ニチコンい
T-50K60M

耐電圧試験システム

(実験棟)

A01

得
度

取
年用  途仕 様 ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)

S60接地抵抗、接地電圧
測定

測定範囲 0～ 1,000Ω 、 0～ 30V横河電機酬
TYPE3235

接 地 抵 抗 計
( 〃 )

B06

S61表面抵抗測定
測定範囲 0 1mΩ -1,9991vI Ω、

1 ×105_9 99× 1012Ω

三菱油化棚
MCP― HT201
T200

抵

〃

面
く

表 抗 計B05

S60表面抵抗・体積抵抗
測定

測定範囲 1× 106～ 2× 1016Ω 、
4× 10~14～ 2× 105A

仰ア ドバ ンテス ト
TR8601外

抵

〃

縁
く

絶 抗 計B04

S60微小直流電圧電流測
定

測定範囲 0～ ±500V、  0～50mA菊水電子工業lMl

l15A
微 小 直 流 電 圧 計

( 〃 )
B03

S61表面電位の非接触測
定

測定範囲 0～ 100kVミドリ安全い
lvISV-200

計位
タ

電

〃

面
＜

表B02

S61高電圧測定測定範囲 0～ 5kVお よび 0～ 50kV横河電機lln

2065--03、  2064--03
静 電 電 圧

∋
計

(電気計測
B01

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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S62光学測定における定
ピッチ測定用

X草由±30mm Y車 由±30mm
Z車由 0-10mm  θ草山360・
3軸同時コントロール (CPIBに て)

中央精機蜘
CPC-3D他

パ ル ス ス テ ー ジ
(光 計測室)

B20

Hl各種材料の帯電電荷
量の測定

測 定 可 能 電 荷 量 :103～ 103 P c
ファラデ ー ケ ー ジ 内 寸 法  径 75mm× 深 さ75mm
表 面 電 位 計 :01～ 50kV
高 電 圧 発 生 器 :DC20kV

シシ ド静電気l■l

スタチロンSB他
静 電 気 試 験 機

(電磁遮蔽室)

B19

S60二相電力・電力量測
定・記録

測定範囲 0～ 1,000kW、  0～ 1016kwh日置電機い
3162、  3171

記 録 電 力 量 計
(〃 )

B18

測定範囲 0～ 200kV、 0～ 1034kwh日置電機脚
3161

電 力 ・ 電 力 量 計
(二相用 )

( 〃 )

B17 S60二相電力・電力量測
定

測定範囲 0～ 2,000W、 0～106wh日置電機m
3181

電 力 ・ 電 力 量 計
(単相用)

( 〃 )

B16 S60単相電力・電力量測
定

測 定範囲  0～ ± 180° (10Hz～ 2 MHz、
5mV～ 30V)

目黒電波測器爛
MPM-551

位 十日 計B15 S60位相角 ,位相特性測
定

測

周節波
Ｑ

‐５

囲

数
5-750、

5kH5～50MHz
目黒電波測器lMl

MQ-1601
Q 一

ナ
タB14 S60Q値・誘電率測定

測定範囲 001%～ 100% (5 Hz～ 150
kHz)

松下通信工業lhl

VP-7702C
み

〃

ず
＜

ひ 率 計B13 S60入力信号のひずみ
率・S/N比測定

測定範囲 l mHz～ 150MHz岩崎通信機爛
SC-7204

ル

タ

サ・　

ン

，ヽ

ノ

”
ツ

ニ
　

　

′く

ユ
カB12 S60周波数、周期等測定

沢I定範囲 0 001nH～ 19999H、 001『～
199 99μ F、 0 01m Ω-19 999M Ω

横河 ヒュー レッ トパ ッ
カー ド蜘
4275A

波

タ一

周

ＲＣ

一品

ＬB ll S6010kHz～ 10 AIIHzに

おけるLCR測 定

測定範囲 0 001nH～ 19 99kH、 001『～

1,999mF、  0 001m Ω^シ 19 99ヽIΩ

横河 ヒュー レッ トパ ッ
カー ド酬
4274A

ル
タ一

タ

メ

，

ジ

ＲＣ

デ

ＬB10 S60100壬 lz-100 kHzlこ
おけるLCR測 定

測定範囲 ±0 01μ V～ ±100V(DC)、 10

μV～500V(AC)、  l m ζ2～ 100M Ω、確
度50ppld

横河電機い
2501A-23

高 精 度 デ ジ タル
マ ル チ メ ー タ

(〃 )

S60微小電圧等の高精度
測定

測定範囲 ± lμ V～ ±1,000V(DC)、 10

,V～ 750V(AC)、 lmΩ ～300M Ω、10

nA～ 10A

岩崎通信機蜘
SC-7401 7403

デ ジ タル マル チ
メ  ー   タ

( 〃 )
B09

S60電気特性測定

測定範囲 0～ 250V(AC、 DC)、 0～ 20

MΩ 、 -2003C～ +137℃
岩崎通信機lal

SC-7501
マ ル チ ロ ガ ー

(〃 )

B08 S60温度、電圧特性測定

S60直流電圧、直流抵抗
精密測定

精密級直流電位差計、ホイー トス トーンブ
リッジ、ダブルブリッジ

横河電機伽
2722-02外

直 流 精 密
シ  ス  テ

測 定
ム

(電気計預」室)

B07

仕 様  ・ 性 能型   式
機  器  名

(常置場所)

得
度

取
年用  途

観    測

周波数帯域 DC～ 40MHz、 感度 lmv/
d市、掃引時間 0 1μ S/div、 3現像

≠キ崎通信機棚
SS-5705

S60電圧波形観測・測定

周波数帯域 DC～ 350MHz、 感度 5mV/
div、  掃引P子間10nsァ/div、  3を見像

岩崎通信機帥
SS-5421

オ シ ロ ス コ ー プ

(電気計測室 )

C01

S60電圧波形観預」・演1定

仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

得
度

取
年用  途
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S61機械構造物の動特性
解析

力
析

入
分

チ

周
ャンネル数 8 ch

波数範囲 DC～ 25kHz
GENRAD社
GR2515CATシ ステム

モーグル解析装置
(振動解析室)

C10

S62赤外繰映像観預1波長範囲 400～ 1,900nm浜松ホ トニクス帥
C2687

ム

一

一
ダ

ビ

ン

線

イ

外

ア

赤

フ
(光 計狽1室 )

C09

S61シリアル回線の動作
解析・シミュレー ト

R S232C、 X20/V10、 X21/V ll、
RS-449の トレース

安藤電気爛
AE-5104

回 線 ト
( 〃

レ ー サ
)

C08

S60論理回路
作解析

CPU動43チ ャンネルステー ト解析、 Z80、 8085逆
アセンブラ

安藤電気い
AE-4212

ク

ザ
ン
ィ

＞
ラ

〃

ジ

ナ
ぐ

ロ
アC07

S60トランジスタ等特′
l■

試験

素
素

子
子

端
端

子 (ダイオー ド等)と
子 (ト ランジスタ等)の特性測定

ツニー・テクトロニクス帥
576

半   導   体
カーブ トレーサー
(省力化プログラミング室)

C06

S60波形の周波数解析
DC～ 100kHz、 16Bit× 64kヽV、 フー リエ

解析、スペクトラム解析他
岩崎通信機爛
SM-2100C

記
理

形波
処

臆
装
＞

析

置

(

C05

S60高速現象のサンプリ
ングと記憶

8チ ャンネル、12 Bit× 32kW、  0～ 50
kHz、 10,Sサ ンプル

横河電機い
3652-02

ブ

ザ
一
ィ

ナ

ラ

〃

ェ
モ

＜

ウ

メC04

S60単発の高速現象測
定・解析

周波数帯域 DC～ 100kHz、 感度 5mV/
d市、書き込み速度 2,S/WOrd、 2現象

岩崎通信機仰
DMS-6440

デ ジ タ ル
ス トレー ジオ シ ロ

( 〃 )

C03

S60単
定

発 の高速 現象測
・解析

周波数帯域 DC～ 100MHz、 感度24mV/
d市 、掃引時間 2 nS/div、 2現像、波形
記憶

岩崎通信機帥
TS-8123

ス ト レ ー ジ
ス  コ  ー  プ

(電気計測室 )

C02

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

記 録 装 置

S63高速挙動の観測及び
解析

撮 影 コ マ 数 :毎秒 1,000コ マ (分害」フレー ム

時 最 大 毎 秒 6,000コマ )

20万 分 の ■秒
ス ロー 、 コ マ 送 り、 静 止

ス トロボ
再   生

コグック・ナガセ帥
コグック エクタプロ
1000

高速度 ビデオカメラ
(省力化プログラミング室)

D05

S62電圧変動のXY記録
Y軸時間送り可能

1ペ ン、自動ペンアップダウン機能付
横河電機l■l

3022--111

S60電圧変動のXY記録2ペン、50,V/cm～ 5V/cm横河電機爛
3033--23

X一 Yレ コ ー ダ
( 〃 )

D04

S60電圧変動の測定記録30チャンネル、直流電圧入カー∝V～ +配V横河電機い
4088--11

記 録   計
ペン式)

計測室)

多

電

点

気
D03

S61電圧 ・電流の高速記
録

チャー ト速度最大4m/S、
記録紙巾203mm、 12チ ャンネル

日

ビジグラフ5L42
電磁 オ シ ログ ラ フ

( 〃 )
D02

S60長

ア

時間連続測定の
―夕記録・再生

記録速度 119～3810伽 /S、 7チャンネル
テ ィア ックい
A/1R-30

デー タ レコーダー
(超音波探傷室)

D01

取得
年度

用
´

途仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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発 生 器

変 換 装 置

日本電気lFl

G L G 5380, 5600

He一 Ne レ ー ザ
発   振   器

(光 計測室)

E09
長
力

波
出

632 8nm
15mヽハ「、 15mW

S61光学実験用光源

メ トロニクス帥
DS-25-20Z2

安 定 化 電 源 装 置
D  C  用

(実験棟)

E08 安定した電圧の供給出力電圧
電圧精度

40-240V
± 1%、 容量 6kW S61

(単本H用 )メ トロニ クス榊
ACV-2-7 5Sl

(単 相 用 )山 菱 電 機 帥
NAC-lK

(二相 用 )|[1菱 電 機爛
SNAC-5S

置
用

装源
　
タ

電

Ｃ

〃

化定安

ＡE07 S60安定した電圧の供給

(単 相 用 )出 力 電 圧

電 圧 精 度

(単 相 用 )出 力 電 圧

電 圧 精 度

(二 相 用 )出 力 電 圧

電 圧 精 度

95V-105ヽ′、
■04%、 容量 7 5kVA
95V^-105ふ ′
± 1%、 容量 lkVA
190V^-210ふ ′
± 1%、 容量 5kVA

横河電機い
2550--03

DC電 圧
発   生

電 流
器E06

直流電圧電流計器の

校正電圧 0～ ±1,200V、 電流 0～ 36A S60

横河電機伽
2558-01

流
器

電

魏生
ＣＡ

発

(

E05 S60標準電圧源・電流源
電圧 lmV～ 1,200V、 電流 lmA～ 60A、

出力周波数 40～ 500Hz(連 続可変 )、 ス

イープ機能

松下通信工業lMl

VP-8179B10
S63周波数特性測定用

標準信号源

の周波数 10kHz～ 240MHz、 出力 19～ 一
123dBm、 FM度調、AM度調

松下通信工業帥
VP-8180A

標 準 信 号 発 生 器
( 〃  )

E04

S60周波数特性測定用の

標準信号源
周波数 8～ 512MHz、 出力 2V(開放端)

FM変調、AM変調

パ ル ス 発 生 装 置
( ″ )

E03
パルス巾 50nS～ 500mS、 周波数 l Hz～
10MHz、 出力±5V(50Ω )、 2チ ャンネ

ル出力

アンリツlMl

MG412B
S60

ディジタル回路、論
理素子などの特性解
析

l Hz～ 110kHz正弦波、出力 5Vrms(600
ζ2)

目黒電波測器lbl

トンlC R-4021
発 振

〃

器 S60周波数特性測定用の

標準信号源

超 低 周 波 発 振 器
( 〃 )

E02

周波数特性測定用の

標準信号源

0 0001Hz～ 100kHzの 正弦波 (可変位相)、

三角波、方形波、出力10Vp― p(50Ω )、 ス

イープ発振

いエヌエフ回路設計ブ
ロツク
FG-124

S60

フ ァ ン ク シ ョ ン
ジ ェ ネ レ ー タ

(電気計測室)

E01
0 1Hz～ 10MHzの 正弦波、三角波、方形波
または直流お よび振幅変調波形、出力 10

Vp― p

岩崎通信機い
FG-350

S60周波数特性測定用の

標準信号源

仕 様  ・ 性 能型   式
機  器  名

(常置場所)

取得
年度用  途

棋河電機爛
2793

ル
器

ヤ
抗

ナ
抵

〃

ィ
変
く

ダ
可F04 S61ブ リッジ等の校正直流抵抗 0100～ 1,■ 1■ OΩ (精 度±001

%)、 または 0～ 111 1110M Ω

安藤電気m
AL-205

抵 抗 減 衰 器
(電気計預1室 )

F03 S60利得、損失等の伝送
量比較測定

周波数 DC～ 150kHz、 減衰量 0～ 121dB

入出カインピーダンス 600Ω

日本無線lln

NLヽ W23S、  NLW
31S、 NLヽW901S L

光 換
∋

変
悧

電
眺

器F02 S62光ファイバーの伝達
性能試験

使用波長 850nm、 出力 lmw、
周波数範囲 100kHz～1,000MHz

F01 出力周波数 50、 60、 400Hz又 は45～ 65Hz
出力電圧 10～ 240V、 最大容量 2 4kVA

山菱電機爛
HAA-2K

周 波 数 変 換 器
(電気計測室 )

S60商用電源と異なった
周波数の電源供給

型    式
機  器  名

(常置場所)

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能
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磁気特性測定装置

その他の電気計測器

S60
磁性材料の直流磁化
特性 (B― Hカ ーブ)

測定

磁化力 ±005～ ±
磁 束 ±104～ ±l

10A、

09Mx Turn
電子磁気工業い
BH5300UV

磁気特性測定装置
( 〃 )

G03

S60磁界測定
磁束密度 0～ 30kG、

周 波 数 DC～ 400Hz
電子磁気工業lMl

GWI-1220

S61微小磁界測定
磁束密度 10～ 10,000mG、
周 波 数 DC及び20～ 1,000Hz

ミシマタイムイングス
トリーl■l

MODEL123A
ガ ウ ス メ ー タ ー

( 〃 )
G02

S60磁束測定磁束 ± 1× 102～ 1× 105kMx Turns
横河電機仰

3254
磁 束 計

(電気計測室 )

G01

得
度

取
年用  途仕 様  ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)

S60周波数測定測定範囲 120V/240V、 45Hz～65Hz
横河電機lMl

2038--31

数

，
計周 波

(

*

S60電圧・電流測定測定範囲 lmA～ 30A、 50mV～ 1,000V
横河電機蜘

2012
電

〃

圧
く

電 流 計*

S60交流負荷の力率測定測定範囲 02A/1A、 5A/25A横河電機爛
2039

力 率

〃

計*

S60交流電流測定測定範囲 01～ 100A
横河電機l■l

2013

計流電

〃

流
ぐ

一父*

S60直流電圧測定預I定範囲 03～ 1,000V
横河電機伽

2011
電

〃

流
ぐ

直 圧  計*

S60交流電圧測定測定範囲 15～750V
横河電機l■l

2013
千屯
〃

流
ぐ

一父 圧 計*

S60電気特性測定
測定範囲 0～ 1,000V、 0～ 10A(DC、 AC)
0～ 20M Ω

ソアー
5025

回 路

〃

計

S61
物体の帯電有無の検
査

島津理化器械爛
LE― P14

は く 検 電 器
(電気計測室 )

*

S60論理回路検査
横河 ヒュー レッ トパ ッ
カー ド蜘
5035T

論 理 回 路
(メ カ トロ

検 査 器
実習室)

*

S60各種言語によるソフ
トウエア開発

メこ〔り640Kバイ ト、
言語  C、 Pascal、 FORTRAN、
COBOL、 BACIC、 forth、  Lisp

日本電気棚
PC-9801E

ソ フ ト 開 発
ス テ ー シ ョ ン

(マ イコン応用試験室)

*

S60直流電流測定測定範囲 10μ A～15A横河電機い
2011

直 流 電 流 計
(電 気計測室)

*

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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モ ー グ ル 加 振 器*

エム・ビー・ダイナミ
クス社
hIODA L-50

加 振 カ
周波数範囲

■ 3k9(ピーク)

DC～ 4000Hz
S63モーダル解析におけ

る被測定物の加振

Ｉ

テ

Cロ ジ ッ ク

タス

〃

*
横河 ヒュー レッ トパ ッ
カー ドl■l

10529ッヽ
検査 IC、 S N74シ リーズ S6016ピ ン ICの動作確

認

パーソナルコンピュータ
プログラム開発システム

( 〃  )

*
いデジテック研究所
NMS-808hI

hyIP//M、  C、  Fortran80、  トン生acro80

1CE、 ROMライタ、ROM消化器
S60Z80、  8085の プ ログ

ラム開発

*
タンディ社
TR S80モデル16B

エ ンジニア リング
ミニ コンピュー タ
(省力化プログラミング室)

MC6800、  Z80、  XENIX、  C、 Fortran77
マクロアセンブラ

S60各種データ処理また
イま市」御

*
安藤電気帥
DSC-1

器電
ｊ

蓄

〃

変

く
可 200pF～ ■、■lμ F、 10pFス テップ、精

度± (05%+10pF)
860交流ブリッジ等にお

けるキャパシタンス

横河電機m
2749

標 準

)

池 S60JIs C 1021、 50ppm

級代表値 10193V(23℃ )、 ±501pm

器抗
タ

抵

〃

準
く

標
*

横河電機い
2792

抵抗計校正等10m Ω～10.Ω S60

スライグ ック抵抗
( 〃  )

*
横河電機蜘

2791

Ω、 10Ω 、 39Ω 、 170Ω 、 600Ω 、 1,400
4,800(2

S60可変抵抗

*
lln松 永製作所

SD-1310、
S3P-245

単 巻 電 圧 調 整 器
( 〃 )

容 量 lkVA、 最大10A(
容 量1 7kVA、 最大5A

単相用)、

(二相用)

S60交流電圧調整

*
安藤電気仰
RSシ リーズ

ス
器

ン夕
　
，

ク
準

〃

ダンイ
標 100 μ H、  lmH、 10mH、 100mH、  lH S60インダクタンス校I

測定等

AC安 定 化 電 源
( 〃 )

*
山菱電機m
NAC-lK

100V(± 1%)、 60Hz(-2～ +l Hz)
lkVA

S60単相用定電圧発生装
置

*
メ トロニクスlMl

523B

エル ミネー タ電源
装      置

( 〃 )

0～ 18V、  lA/25△、 0～ 35V、 05A/
125A

S60直流定電圧発生装置

*
松下通信工業lMl

VP-5512A
オ シ ロ ス コ ー プ

(電気計測室 )

周波数帯域 DC～ 100MHz、 感度 2m
V/div、 掃引時間 2 nS/div、  4現像

S60電圧波形の観測・測
定

型   式機  器  名
(常置場所)

用  途仕 様  ・ 性 能
取得
年度
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(2)機械試験機器

精 密 測 定

S60非磁性金属上の絶縁
性膜厚さ測定

測定範囲 0～ 199 μ m、

最低必要平面 φ24mm
帥サンコウ電子研究所
EL-10D

式
機

流
定

，
測

〃

電
厚
＜

渦
膜」13

超音波によるFRP
板厚 さ測定

測定範囲 :FRP3 56mm～ 75mm厚 さ
日本パナメトツクス腑
MODEL5227

用
計

専
さ厚

Ｐ
波

〃

Ｒ
音
く

Ｆ
超 S60

S60超音波による厚さ測
定

測

材
範

ｉ

定
質

囲

Ａ

:鉄板0 5mm～ 250mm 厚さ、測定
1、 ステンレス等均質材料

日本パナメ トリクス囲
MODEL5222

超 音 波 厚 さ 計
(超音波探傷室)

」12

JIS 00級、■2個組
lthlミ ツ トヨ

BA/11-F l12′/1-00 S60精密測定における標
準

S60機械部品検査におけ
る標準

JIS O級 、76個組
脚 ミツ トヨ

B Ml-76-0
ブ ロ ッ ク

( 〃

ゲ

＞
ジ

J ll

S60微小角度、平面度測
定

測定角度範囲 20分、繰 り返 し精度 075
秒、全範囲の精度 40秒

ランクテーラホブツンい
TA-121

オ ー トコ リメー タ
( 〃 )

」10

S61長さ、変位等の比較
測定

最大狽1定範囲 1,500 μ m
蜘 ミツ トヨ

M303

電 子 マ

メ

口

々
／

クイ

・J09

アンリツl■l

M532AH Hl長
角虫

さ、変位等の非接
による比較測定

ｍμ８０
能

±
可が

囲
定

範
測

定

面

測
鏡

S61長さ、変位等の非接
触による比較測定

測定範囲 ±2 5mm
アンリツい
M533A

非 接 触 変 位 計
(〃 )

J08

S62非接触による外径預1

定
測定範囲 04～ 120mm、 指示精度±3μ m(榊 ミツ トヨ

LSM-1610GM
一
置装

ザ
定

一
預径

レ
外」07

長 さ、ね じ径、ね じ
ピッチ等精密測定

測定精度05,m、 測定範囲外径600mm、 内
ぞ乙400mm

カールツアイスイエナ

社
ULAK11-600D

測

〃

能
く

万 長 機
」06 S60

S60機械部品等の真円度
測定

測定範囲 φ355mm× 406Hmm、 最大信率2
万倍、半径方向の回転精度0 025μ m

ランクテーラホブツンl■l

タリロンド73-IH
真 円 度 測 定 機

(〃 )
J05

S62機械部品等の輪郭形
状測定

測定範囲 X200mm、 Y60mm、 Z40mm、 スタイ
ラス追従角度77° (登 り)、 87° (下 り)

lhlミ ツ トヨ

CONTRACER
CB-81、 DP― A3

輪 郭 形 状 測 定 機
( 〃 )

J04

S60表面粗 さ
段差預」定

うオより
最大移動距離120mm、 最大縦倍率20万倍

ランクテーラホブツンlbl

タツサーフ6
表 面 粗 さ測 定 機

( 〃 )
J03

十点平均粗さ簡易測
定

測定範囲 01～ 199 9μ mRz
ランクテーラホブソン腑
SURTRONI
C10-Rtm型

S61

ランクテーラホブソンい
SURTRONI
C10-Ra型デ

粗

〃

ン
面
ぐ

ハ
表

イ

ヤ
ｃ

一
計J02

S61中心線平均粗さ簡易
測定

預1定範囲 01～ 40μ mRa

S60金型・機械部品等の
二次元寸法測定

測定範囲 Xl,000mm、 Y650mm、 Z600mm、

最小表示単位 05 μm
l■lミ ツ トヨ

F J 1006

二 次 元 測 定 機
(精密計狽I室 )

」01

得
度

取
年用  途仕 様 ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)

-73-



メッキ等の膜厚測定

分  解
測 定 範

能 : 0 001μ  m
囲 :Ni 0 01～ 30,m

今同  001～ 34,m
台 :80× 80m m

(i71)

試 料

電測工業帥
EX-8000E

式
機

線
定

Ｘ
測

光
厚

蛍
膜

(振動解析室)

J23 Hl

有効径測定
測定可能ね じ
ピッチ 02～ Hmm 34ケ組

爛ツガ ミ
B-210 S61

測定可能ね じ
ピッチ 017～3 2mm 18ケ 組

帥 ミツ トヨ

No 313-101
三 針 ユ ニ

( 〃

ツ
」22

S61ねじの簡易測定

ど王ぞ乙60mm
日本測定工具蜘
OPT S60平面度測定

S61平面度沢I定ご王ぞる  254mmDOALL社
カ

ツ
＞

チ

　

″

プ

ラ

く

オ

フJ21

S60ダイヤルゲージ等の

検査、校エ

狽1定範囲
最小読取
指示精度

-25mm
は

２十
一

値
μ m

(抑 ミツ トヨ

UDT-2

ンヽ

テ

ジ

一
一ゲ

タ
，

ダ

　

〃

ン
スJ20

電気マイクロメータ
等高精度測定機検査

測定範囲 0～ 5 mm

最小読取値 0 0002mm
指示精度 ±0 8μ m

帥 ミツ トヨ

UDT-105

ヤ

ス

イダ

テ

ジ

一
一グ

タ
ケ

ル
　
　
〃

」19 S60

外径 3～ 50mm(l mmピ ッチ ) S60穴径の検査基準黒田精工lhl

マ ス タ ー プ ラ グ
ゲ   ー   ジ

( 〃 )

」18

S61外径の検査基準内径 3～ 50mm(l mmピ ッチ )黒田精工仰

マ ス タ ー リ ン グ
ゲ   ー   ジ

( 〃 )

J17

測定範
各軸測

四 200(X)× 300(Y)× 150(Z)mm
定精度(U95)
(25+4L/1000)μ m、

酬 ミツ トヨ
V S R203」16 S63

小形部品、軟質部品
等の非接触による三

次元計測

触
機定接

潮
〃

次

ｔ

非

三

S60部品の輪郭形状寸法
測定

最小読取値  5,m、 倍率 5、 10、 20、

50、 100倍、測定物の移動範囲 500mm×
500mm

mミ ツ トヨ
P」 -3■

投

〃

能
く

万 影 機
」16

S60磁性金属上の非磁性
月莫厚 さ測定

測定膜厚範囲
最低必要平面

0-3 mm、
φ22mm

爛サンコウ電子研究所
SM―-300

電
膜

式
機定

動

磁
測
翻厚

緒
」14

得
度

取
年用  途仕 様  ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)

その他の精密測定機器

最大測定高さ 450mm、 直続 0 02mn
い ミツ トヨ

H645
ハ イ ト ゲ ー ジ

(〃 )

* S60機 l■
■x部品の高さ測定

ユニ精機い
V ブ ロ

( 〃

ク
* S60円筒物の固定下|わ【75、  100、  150、  200mm

ラップマスター社
CP-1

モ ノ ク ロマ チ ック
ラ   イ   ト

( 〃  )

* S61オプチカルフラット
等の観察用光源蛍光面積 350× 290mm

平面度 0 0001mm、 平行度 0 0002mm、
た再み 1200、 1212、 1225、 12 37mm

(抑 ミツ トヨ

OP-25
オ プ チ カ
ハ   フ   |ン

(精密計測室 )

* S60平行度 と平面度測定

仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

取得
年度

用   途
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S61任意の角度を精密に
得る

ローラーの中心距離 100mm、 200mm
lklツ ガ ミ

T― SI
ン

″

イ

く

サ
*

S61平面度の目視測定
稜線
長さ

の真直度 0 0003mm、
75mm、  140mm

帥ツガ ミ
B-39

三 角 ス トレー ト
エ   ツ   ジ

( 〃 )

*

S60水準値の精密測定寸法 200mm、 感度 0 02mm富士精密蜘
精 密 角 型 水 準 器

( 〃  )
*

S60小内径寸法測定測定範囲 15～ 4 mm
mミ ツ トヨ

CG-4M
ボ ア ー ダ ー ジ

(精密計測室)

*

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

機 械 試 験

S61
内部圧力の加圧 (耐
圧 力
験 )

漏 れ 等 の試最大加圧力 300kg/cM、 手押しポンプ式
l■l山 本水圧工業所
PH-10型

水 圧 試 験 用 ポ ンプ

( 〃 )
K07

S62電気製品等の衝撃試
験、空気加速式

最大衝撃加速度 500G、 波形 :正弦半波お
よびのこぎり波、繰り返し4回/分

伊藤精機酬
PEP― a"【R型

落 下 衝 撃 試 験 機
(実験棟)

K06

S60電気製品等の振動試
験

加 振 力 1,000kgf、 最大加速度50G
最大変位 25mmp― p、 振動数 2～ 3,000
11z

IMV爛
VS-1000-5

振 動
(

試 験 機
〃 )

K05

S62小型部品等の振動試
験

カロ振 力 1,000kgf、 最大加速度50G
最大変位 10mmp― p、 振動数 5～ 3,000
11z

I MVIMl
VS-50-06

小 型 振 動 試 験 機
(実験棟)

K04

S60
ボル トの締付け軸力
測定

測定範囲 :ボル ト
長

径
さ

20-99mm、
200-999mm

萩原電気lMl

M8304

径
計

日
力

麟
蜘

〃 ，

音

ル
く

超
ボ

S60
ボル トの締付け軸力
測定

測定範囲 :ボル ト径 8～ 20mm、

長  さ 50～200mm
萩原電気m

Ⅳ18006

音

ル
く

超
ボ

径
計

日
力劫

軸
波
ト

K03

S61静歪量瀕1定
測定点数50チ ャンネル、測定間隔 1秒～24
時間

日本電気三栄蜘
7ヽ′08 1523、  1524

5766

器定
＞

測

〃

歪
＜

静K02

S61動的歪応力測定

応答周波数10kHz(交 流タイプ)9チ ャン
ネル、応答周波数100kHz(直 流タイプ)

3チ ャンネル

日本電気三栄m
6Ⅳ184、 6M92

動 歪 測 定 器
(超音波探傷室)

K01

取得
年度

用   途仕 様 。 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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材 料 試 験

ツ
さ

く

口
硬

ク ウ ル
機

ェ
験試L15

試験荷重 60、 100、 150kgf

試料最大高さ 150mm
蜘明石製作所
ARD一A

S60
金属材料 (焼入、焼

戻 し品)等 の硬 さ試

験

出東京衡機製造所
シ ョア硬 さ試験機
(材 rl組織試験室)

L14
D型
方式)

(ダ イヤモンドハンマによる落下反発
試料厚さ10mm以 上

S60金属材料等の硬 さ試

験

い島津製作所
油圧形

ブ  リ  ネ  ル

llkさ 試 験 機
(実験棟 )

L13
試料のブ リネル硬 さ

測定
荷重範囲 500～ 3 000kg、 鋼球圧子直径 5

10mm、 試料最大高さ 235mm
S60

脚東洋精機製作所
612

イ
撃

ア
衝

ブ  ッ 卜

機験
９

試
諏(物理

L12 S60プラスチック材料等
の衝撃強度試験秤量 2」 または 4J、 75Jまたは15J

帥島津製作所
30kgf・ m型

一
機

ピ
験

，
ル試
齢

ヤ
撃
僕

シ
衝

金属材料の衝撃強度
試験

秤量  30kgf
l14度

ハンマ最大持上角度 S61

lln東 洋精機製作所
611

一
機ピ

験
『

ル試
諏

ヤ撃
朔

シ
衛

ぐ
L ll

プラスチック材料等
の衝撃強度試験秤量 2」 または 4J、 75Jま たは15J S60

m東洋精機製作所
No 410

式
機一験

動
バ
試
諏

一耗
捌

テ
摩

ｒ
、

L10
摩耗輪によるプラス

チ ック材料等の摩耗
試験

試験荷重 250、 500、 1,000gf、

摩耗回転数 60rpm、 70rpm
S60

い島津製作所
2型

西原式摩耗試験機
(実験棟)

L09 S60材料の滑りころがり
摩耗試験

圧縮荷重 30～ 300kg、 回転数 800rpm
滑り度  9、  20、  30%

帥島津製作所
UF-15

万 機験
ナ

燃
離

疲
理

能
物

L08
平板の平面曲げ疲れ

試験
最大繰 り返 し曲げモーメン ト、±0225
kgm、 共振タイプ

S60

疲 労 試 験 機
(実験棟 )

L07
動的最大荷重 ±12 8tf、 ス トローク (静

的)± 50mm、 周波数 0～ 10011z
lMl東 京衡機製造所
PC-160N

S60材料の引張・圧縮疲
労試験

L06 い安田精機製作所
No 516

り
膜
物

工
被

型
機

ン
験

セ
試

ク
度
理試験室 )

S60塗装皮膜等の接着剥
離試験

ポンチ直径 /20± 0 05mm、

ダイス内径 〃27± 0 05mm

い東京衡機製造所
TF-102-12

深 絞 り
(

試 験 機
)

L05 S60板材の深絞 り、エリ
クセン、孔拡げ試験

ポンチカ 12tf、 しわ押さえ力 4 tf、 ポン

チス トローク80mm、 しわ押さえス トローク
5 mm

曲東京衡機製造所
マルチプル型

験

〃

ク温
　
く

高
試

プ

機L04
材料の高温における
クリープ破断試験

炉温最大 1,100℃ 、荷重範囲75～ 1,500kg、

試験片本軟同時18本可能
S60

l■l島津製作所
UET-50

ね じ り 試 験 機
(実験棟)

L03
最大秤量 50kgm、 ねじり速度 5° ～180° /
min、 両振、片振、部分両振のサイクリン
グ試験

S60材料のねじり試験
ねじり疲労試験

伸び計キャリブレーション付 (帥 島津製作
所SL-25)校 正範囲 0～ 250mm

S62インス トロン型万能
試験機の伸び計校もE

い島津製作所
AG-5000A

型
機トロン靭鑢

歩能鯉

イ
万L02

最大能力 5 tf(引 張・圧縮)500kgf(曲
げ)恒温槽 :温度範囲-40℃ ～250℃

S60各種材
圧縮、

料の引張り、
曲げ特性測定

帥島津製作所
UDH一 F50

万 能 材 料 試 験 機
(実験棟)

L01
最大能力 50tf、 恒温槽使用時最大能力 10

tf、 恒温槽温度範囲-35～ 250℃
S60

初料の引張・

曲げ試験およ

槽内試験

圧縮・

び恒温

機  器  名
(常置場所)

仕 様  ・ 性 能型   式
得
度

取
年用  途
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Hl金属材料等のすべり
摩耗試験

摩耗速度 006～43m/s
摩耗距離 666～ 600m
荷  重 034～ 19 5kgf

い東京試験機
OAT―U

能
機験

機
試耗

多
摩

(実験棟)

L28

Hl
セラミック溶射被膜
等の粒子間結合力評
価試験

噴 射 角 度 30° 、90°

加速エアー流量 50～5002/min
搬送エアー流量 20～2002/min

高橋エンジニアリング
ATC― 」P

膜
機被鞠鰤

射
価
僕

溶
評L27

Hl被膜の密着強度測定
測定面積 〃29、 〃71
最大引張荷重 100kgf

QUAD GROUP
SEBASTIAN V

薄 膜 密 着
強度測定シスタム
(融合化開放試験室)

L26

Hl薄膜の硬度測定
試験荷重 10mgf～ 200gf

測定方式 荷重一押込深 さ方式
圧  子 三角錐 (対稜角■ 5° )

Ш島津製作所
DUH-200

薄 膜 測 定 用
微 小 硬 度 計
(材料組織試験室)

L25

S63
機械部品等の残留応
力、残留オーステナ
イ トの測定

応 力 測 定 法 :側傾 法  2軸 揺 動

光  学  系 :平行 ビー ム 法

を廷置J号
=え

三整塁窯こ1閣 : 140‐ ‐170° (2θ )

入 射 角 揺 動  0～ 45°

い島津製作所
DX-10

X線 応 力
測 定 装 置
(蛍 光X線分析室)

L24

S63材料欠陥の二次的観
察

測定領域
丸  棒
可載重量

400× 300× 200

〃100max
30kgfmω (

川鉄ア ドバ ンテ ックlFl

KUSS-12CT S
超 音 波 探 傷
記 録 装 置

(物理試験室)

S62手動による水浸探傷
手動 2軸位置決め (X軸 0～ 450mm、 y軸
0～ 450mm)、 可動X、 Y、 Z3軸およびプ
ローブ仰角、回転

日本 クラウトクレー マ ー
フェル スター (抑

K-611136-W
K-611136-S

超音波水浸探傷用
付  属  装  置

( 〃 )

S60金属材料の内部欠陥
検査

探傷機 :日 本クラウトクレーマ製US I P12、
溶接欠陥位置自動検出機能付

立石電機爛
UTRON-50

超 音 波 探 傷
シ ス テ ム

(超 音波探傷室)

L22

S60磁性金属の表面欠陥
検査

出力磁イヒ電流最大 3,000A(直 接側 )、 最
大 2,500A(コ イル/Rl)、 接触電極間 50～
660mm

電子磁気工業仰
ER-26YD、
Um-5BF

磁 粉 探 傷 装 置
(実験棟 )

L21

ガラス繊維強化プラ
スチック材料の硬さ
試験

形式A(GYZ」 934-1)、 形式 B(GY
Z」 935)GYZ J936

バーバーコルマン社
GYZ」 シリーズ

バ ー コ ル 硬 度 計
( 〃 )

L20 S60

S60プラスチ ック材料等
の硬 さ試験

形式 A、 形式Bツビック社
3115、  3117、  7206

デ ュ ロ メー タ ー
硬   度   計

(物理試験室)

L19

S60金属材料等の高温硬
さ試験

加熱温度
試験荷重

室温～1,200℃
1-50kgf

爛明石製作所
AVK―HF

高温炉付ビッカース
硬   度   計

(実験椋)

L18

S60金属材料等の硬さ分
布試験

試験荷重 10～ 1,000gf

計測倍率×400
蜘明石製作所
MVK一 E

マイクロビッカース
硬   度   計

( 〃 )

L17

S61ビッカースくばみ計
預」

計測範囲 01～ 999 μ m帥明石製作所
鏡微

＞
顕

〃

測
＜

計

S60金属材料等の硬 さ試
験

試験荷重  1～
言十測イ吉率 ×100、

50kgf
試料最大高さ150mm

l■l明石製作所
AVK―A

ビ
硬

ツ
さ

く

ス
機

一
験

＞

力
試

〃
L16

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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微 小 観 察

試 料 調 整

その他の試料調整機器

S60金属破面・無機物の
形状観察撮影

倍率 2～ 20信
日本光学工業酬
マルチフォ トモデル

13

口
置

ナ室）装翻
型
真
糊

大
写
研

M08

S61
微
察

の
観

等
る

料
け

材
お

業
に

工
域
析

領

分
信率 20～ 10万倍
測定元素範囲 sB～。2U(波長分散
ネルギー分散)

帥日立製作所
S-650

散

付

鏡

一

幹

『

”

工
分

走M07

S60
工業材料等の介在
物、粒径等計測

分解度 (55万 画素)、 測定項目 (面積、内孔
の周辺長、投影長等)

爛島津製作所
オムニコン3500

画 像 解 析 装 置
(電子線マイクロアナライザ室)

M06

S60微生物の形態観察倍率 50～ 1,000倍
オリンパス光学工業蜘
BHS― N

生 物 顕 微 鏡
(微生物試験室)

卜105

S60無機結晶、有機結晶
等観察

反射透過撮影方式
冷子喜三  50-1,000布ヨ

日本光学工業爛
XTP-11

鏡微
，

顕

〃

光
ぐ

偏M04

S60金属顕微鏡、実体顕
微鏡の写真撮影装置

自動露出モー ド
35mm、  ポラロイ ドカメラ

オリンパ ス光 学 工 業仰
PM-10AD S-1

鏡
置

微
装

顕
影

動
撮

〃

自
真
く

全
写

S60金属材料等組織観察
反射方式
観察倍率 50～ 1,000倍

日本光学工業爛
VHS―FT-1

金 属
(

顕 微 鏡
〃 )

M03

S60マクロ観察
反射透過撮影方式
倍率 66～ 40倍

日本光学工業卿
SW[Z-10-3

実 体 顕 微 鏡
(材料組織試験室)

1ッ102

S60部品の輪郭形状寸法
測定・表面状態観察

最小読取
測定物の

値
移動

5μ m、 倍率 20、 50、 100倍

範囲 100mm× 50mm

い ミツ トヨ

TM-111
工 具 顕 微

(精密計測室)

鏡M01

得
度

取
年用  途仕 様  ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)

S60試験片熱風乾燥風量 11ド/min
い三  啓
100-0001

機燥
ケ

乾

〃

風
く

熱N07

S60金属組織用試験片樹
脂埋込み

モール ド (1%イ ンチ )

ビューラー社
20-1320

油圧式手動埋込機
( 〃 )

N06

S60金属組織試験片電解
研磨

圧
流

電
電

解
解

電
電

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

15～ 30V
O～ 25Amリ ガク

ル
置

ブ
装

夕
聴

〃

．
解
く

ポ
電N05

S60金属組織試験片等粗
研磨

循環冷却装置付
ビューラー社
16-1270

卜
機

ノ
磨
，

べ
　
　
〃

式
研

く

湿
粗N04

S60金属組織用試験片等
研磨

ロースピード3連式
8イ ンチ研磨盤

ビューラー社
44--1502--003

機磨
ケ

研

〃

料
く

試N03

S61超硬材利切断
0～ 300rpm無段変速
ダイヤモンド切断砥石 4イ ンチ

ビューラー社
11-■ 80

精 密 低 速 切 断 機
( 〃 )

N02

S60金属材料等切既砥石による湿式試料切断
小松商事い
VH603型

湿 式 試 料 切 機
(試料調整室)

N01

取得
年度

用   途仕 様  ・ 性 能型   式
機  器  名

(常置場所)

S61硬質材料研磨
ダイヤモンド粒度、45ミ クロン

70ミ クロン
ビューラー社

磨

ト
研

ツ

ド

ニ

ン

ユ

モ
ク

ヤ

ス

イ

イ

ダ
デ

*

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式機  器  名
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環 境

その他の環境機器

(3)物理量測定機器

I11
JIS、 MIL等に規
定された冷熟衝撃試
験

高温恒温器 50℃ ～350℃

低温恒温器 -70℃ ～ -lo℃
2ゾーンもしくは 3ゾー ンのサイクル試験

タバイエスペ ック爛
TSC-103

機
＞

謝
棟

撃
験

衝熱
実

冷
く

007

S60塗膜・メンキ品等耐
食試験

噴霧発生方式 :噴霧塔方式
試験項目:塩水噴霧試験、キャス試験

スガ試験機仰
CASSERISO―

3

キ ャ ス 試 験 機
(プラステック棟)

006

S60精密な温度設定によ
る定温加熱

ヒーター2 0kW、 使用温度範囲 :室温+7
℃～80℃、温度調節精度±0,01℃

東洋科学産業爛
ESP-47

精 密 恒 温 水 糟
(微生物試験室)

005

S60試料の温水加熱
ヒーター 3501V、 7001V、 1,4側朝の3段切
り変え方式

東洋科学産業lMl

M「B-16S
ウ ォ ー タ ー バ ス

(微生物試験室)

004

S60温湿度サイクル試験
等環境試験

-4σC～10ばC、 鴇蔑±0ざC、 30%RH-98%
RH、 精度±3%RH

lMlタ バイエスペ ック
PL-3GT

低 温 恒 温 恒 湿 槽
(実験棟)

003

S60紫外線による耐光性
促進試験

紫外線カーボンアークランプ (連続48時 間)

試料寸法 :70× 150× 2mm、 29枚

スガ試験機い
WEL― SH-2C B

紫   外   線
ウェザー メーター

( 〃 )

002

S60耐光性促進試験

カーボンアークランプ (連続60時 間)キセ
ノンランプの両者が使用可能
試料寸法 :70× 150× 2mm、 70枚

スガ試験機爛
M「EL-6X S―
DCHBEC

デ ュ ー サ イ ク ル
サンシャインキセノン
ウェ ザ ー メー ター

(プラネチック棟 )

001

得
度

取
年用  途仕 様  ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)

S60食品保存性試験
使用温度範囲 -20～ 85℃
使用湿度範囲 40～95%RH
有効容量 1059

lMlタ バイエスペ ック
LHU― l12T

恒 温 恒 湿 器
(食 品保蔵試験室)

*

S60塗膜・メッキ品等耐
湿耐食試験

湿潤温度 (49℃ ± 1℃)湿度98%以上
スガ試験い
CT-3

湿 潤 試 験 機
(プ ラスチック製品開放試

験室)

*

S61試料の定温加熱
ヒーター 2,lkW
最高設定温度 250℃

東洋科学産業仰
EHT-45

ク
槽

ツチ

油
マ卜

温
一オ

恒
*

S60微生物の振 トウ培養
酵素活性の測定

使用温度範囲 :室温+5℃～70℃
振 トウ数 60～ 120回 /min,無段変速

ヤマ ト科学い
BT-46

ウ ォ ー タ ー バ ス

イ ンキ ュベ ー ター

(微 生物試験室 )

*

S61試料の定温加熱
最

内
高温度 180℃
容 量 92

柴田科学機器工業爛
B471

オ イ ル バ  ス

(高分子化学実験室 )

取得
年度

用  途仕 様 。 性 能型    式機  器  名

S61トルクの預」定に用い
る計測ヘンド

測定範囲±2kg・ m、 ±50kg
蜘共和電業
TP―熟飩仏 B他

ト ル ク 変 換 器
(超音波探傷室)

R03

S62三軸方向加速度計測
最大加速度 ±500G
Hz(± 5%)、 重量17g

周波数 1～ 3,000

感度 10mv/G
PCB社

306ッ 0ヽ6
三 軸 加 速 度 計

(振動解析室)

S61加速度の測定に用い
る計測ヘッド

測定範囲 10、 50、 200、 1,000G(1方 向)

50、 500G(3方 向同時タイプ)

出共和電業
AS-10B他

加 速 度 変 換 器
(超音波探傷室)

R02

S60
拡散 。平行光・全光
線透過率による曇価
測定

試料寸法 60× 80× 50 mm以 下
6717他 による

」ISKスガ試験機爛
HGトンI-2D P

ヘ ー ズ メ ー タ ー
(食 品保蔵試験室)

R01

取得
年度

用  途仕 様 。 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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R15 騒音レベル測定周波数範囲 315～ 8,000Hz、 測定範囲
27-130dB

リオン爛
NA-20

騒   音   計
(精 密計預1室 )

S60

測定範囲 100～ 60,000rpm帥古原研究所
S-125N

ス トロボ ス コー プ

(電気計測室 )

R14 S60回転数の測定

アンリツlFl

4ヽS9002A
Hl

可視 光線 の波長 分
析・光学部品の透過

率測定

測定範囲 350～ 1,100nm
ファイバー八光式

アンリツ帥
M S9001 A

光 ス ペ ク ト ル
ア ナ ラ イ ザ ー

(光計測室)

R13

S62
近赤外光源の波長分
析・光学部品の透過
率測定

測定範囲 600～ 1,750nm、 ファイバー入
光式、外部発行源入光ユニット付

日本電気三栄出
6T61

熱 映 像 計 預1装 置
(超 音波探傷室)

R12 S61温度分布の測定 。撮
影

測定範囲 -50～ 2,000℃
64色 カラー表示

R ll 30チ ャンネル、」IS(R,K,E,J,T)対 応横河電機m
4088-11他

多点温度記録装置
( 〃 )

S60熱電対を用いての温
度設定

K(CA)、 シース形、

測定範囲 -200° ～ +600℃
JIS0 75級

帥アドバンテスト
TR一■01-130 S60

いアドバンテスト
TR―■02-140

S61
PR(128)、 シース形、

測定範囲 0.～ +900℃
」IS0 25級

S60
T(CC)、 シー ト形、
狽1定 範囲 -200° ～+150℃
」IS 0 75級

ltlア ドバンテスト
TR-1108-001

Pt100 Ω、シー ト形、測定範囲 -50・～+
150℃ 、 」IS0 5級

仰アドバンテスト
TR― ■08-010

熱 電 対 温 度 計
(電気計測室)

S61接触出来る部分の温
度測定用熱電対

R10

接触出来る部分の温
度測定測定範囲 -20・～800℃ 、-200・ ～500℃

オプテ ックス帥
HD-lK」
HD-lPT

ン デ ィ
( 〃

温 度 計
)

S61

非接触タイプ、測定範囲-50℃ ～1,000℃ 、
600R3-3 000X3

ミノル タlMl

IR-630,IR-0510
イ
計

デ
度

タ
温

〃

ン
射
く

ハ
放R09 S61接触出

温度淑I

来ない部分の
定

島津理化機器榊
DGT-70

お
ア

′
ヽ

ン 温湿度計
)

R08 S61湿度・温度測定湿度測定精度 ±2%RH

測定範囲 0～ 2,000、 15～ 20,000rpm
(接触タイプ)50～ 50,000rpm(非 接触タ
イプ)

lbl小 野涙」器
H T322,壬 I T346,
H T446

回 転

〃

計R07 S61回転体の回転速度測
定

日本電気三栄爛
9E01-L21-50K他

変

〃

重
ぐ

荷 換 器R06 S61荷重の測定に用いる
言十沢」かヽン ド

測定荷重範囲
ゲージタイプ)

0-50、  0-2,000kg (箕E

日本電気三栄帥
LPU0 他

変

〃

力
く

圧 換 器R05 S61圧力の測定に用いる
計根峰 ッヽド

預1定 範囲 0～ 05、 0～ 20、 0～ 200、 0～

500kgた言 (歪 ゲージタイプ)、 0～ 140kg/c∬

(半 導体タイプ)

変

〃

位
∈

変 換 器R04 S61変位の測定に用いる
測定おヽッド測定範囲 ±20mm、 ±100mm帥昭不日沢I器

TCL-20L、 100L

配線本数 4本帥共和電業
RBE―A

ス リ ンプ リ ン グ
(超音波探傷室)

R03 S61回転部と固定部間の

配線用

仕 様  ・ 性 能型   式
機  器  名

(常置場所)

得
度

取
年用  途
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S62小荷重の衛易測定
引張圧縮力測定範囲±0 2kg～ ±2kg
(光学的検出タイプ)

シンポエ業卿
DFG-02K、 2K

デ ジタル フォース
グ   ー   ジ

(超 音波探傷室)

R21

S63光のエネルギー量の

測定

波 長 範 囲 063～ 0 94μ m
測定パワー範囲 10nw～ 100mW
変調光ピーク値測定、波形外部出力

酒井硝子
エンジニアリング爛
LD-450

S63の
定

光
測

エネルギー量の波長範囲 038～ 17μ m
測定パワー範囲 lpW～ 10mW

アンリツい
ML910B

光  パ  ワ  ー

メ  ー  タ  ー

(光 計預1室 )

R20

S60
耐火物、断熱材、ガ
ラス等の熱伝導率測
定

熱線法 試料寸法 :100× 200× 50mm、 2枚

測定範囲 0010～ 1999W/m・ k
京都電子工業仰
TC-32

熱 伝 導 率 計
(物理試験室)

R19

S60試料の精密重量浪1定
最小読取限界 0 1mg(最大秤量 1609

0 01ng(最 大秤量 30mg
ザル トリウス社

1712M P 8
分 析 用 電 子 天 秤

(天秤室 )

S60試料の重量測定最大秤量 3,6009、 最小読取限界 0019
メ トラー社
PE-3600

S60試料の重量測定最大秤量 3609、 最小読取限界 00019
社
３６

一　
一

ラ

Ｅ

卜

Ｐ

メ

上 皿 電 子 天 秤
(食 品実験室 )

R18

S60照度測定
測定範囲 300/1,000/3,0002x
許容差 :最大目盛値の±4%

横河電気爛
3284--10

昭
い

度   計
(電 気計測室)

R17

S60振動 (変位、速度
加速度)測定

周波数範囲
測定モー ド

17～ 1,000Hz
変位、速度、加速度

l■l明石製作所
AVT― B

振 動

〃

計

S61床面振動 レベル浪1定
周波数範囲 1～ 90Hz
測定範囲 3Cl-120dB

リオン蜘
VM-14B

S60床面振動 レベル測定
周波数範囲 1～ 90Hz
測定範囲 30～ 120dB

IMV蜘
VM1220C

振 動 レ ベ ル 計
(〃 )

R16

S60騒音振動等記録醒囲
範囲 1～ 100Hz、 記録範囲 50dB
、記録紙送り速度001～ 30mm/s

オ

Ｌ

ン卿

R-04
レベル・レコーダー

(精密計測室)

R15

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

その他の物理量測定機器

S62光学実験を行なう時
の治具及び補助具

パルスステージ、光変調、赤外線ビーム
ファインダー、各種 レンズ、各種光学部品

中央精機帥 他
光学測定ユニ ッ ト

( 〃 )
*

S62振動が問題となる光
学実験

寸法 2,000× 1,000mm、 除振サーボシステ
ム付

昭和サイエンス蜘
OR-2010-SHD二

ぐ

光

ハ

学   用
カ ム 定 盤*

S61光学実験用フォ トセ
ンサの発生電流増幅

倍率 107、 105ミ/＼浜松ホ トニクス爛

フ

ア

ォ ト セ ン サ

プン

〃

S61光学実験用光源
駆動可能ダイオー ドの波長
出力 10W

890nm、浜松ホ トニクス帥
C2508

ハ ル ス レ ー ザ ー
ダ イ オ ー  ド
駆 動 装 賃

( 〃  )

*

S61光軸位置探査用
波長範囲  380-1,800mm、
涙1定パ ワー範囲 lnw～ 10mW

アンリツ爛
ML93A

光 ハ ン デ ィ
パ ワ ー メ ー タ ー

(光 計測室 )

*

得
度

取
年用  途仕 様 ・ 性 能型    式機  器  名
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(4)化学分析機器

分   析

S61有機化合物の同定
分子構造の推定

共鳴周波数 lH:90MHz、 多核種測定
温度可変測定 -100° ～200℃

日立製作所
R-90H

鳴
置

共
装

気磁
析

核
分
(核磁気共鳴分析室)

S16

品
在

食
存

中における水の
状態測定

高周波パルス出力 220W、 共鳴周波数
20MHz、 検波方式 :ダイオー ド位相検波

日本ブルカー帥
ミニアペ ンク
PC-120

気
置

磁
装

核
析

ス
分

ル
鳥

パ
土
〈
(食 品保蔵試験室)

S15 S60

S60食品中のタンパク量
等定量測定

測定法 :ケルダール法準拠
測定範囲 :N量 2～ 100mg

田村理研工業爛
QDS-lm/1

質

置帥
装

素
量韓離

自
迅

食品実験室
S14

初

ヽ
透過

長
法

波
収

200～ 700nm 預1定法 :反射吸
吸収法、反射蛍光法

帥島津製作所
CS-930

工   波   長
クロマ トスキャナー

( 〃 )

S13 S60薄層クロマ トグラム
等の解析

測

検
定角
出感

度範囲 ±90,000'

度  0 001・

ナ トリウムランプ (589nm)他光源

出堀場製作所
SEPA-200

高 速 自動 旋 光
(食 品物性試験室)

計S12 S62光学活性物質の旋光
度測定

食

ミ

口
巾

ン

中の糖類・ビタ
等定量分析

検出器 :紫外可視分光光度計、示差届折
計、蛍光光度計

帥島津製作所
LC-6Aシ ステム

高 速 液 体
ク ロマ トグ ラ フ
(食 品機器分析室)

S ll S60

有機化合
解時にお
ス分析

物等の熱分
ける発生ガ

加

検
炉
器

熱
出

法、炉温度 1,000℃ 以下
FID

爛島津製作所
PYP-lA
GC-8A

熱  分  解  式
高 分 子 分 析 装 置
(高分子化学実験室)

S60

S60有機溶剤等の成分分
析

検出器 FID
温度範囲 :室温～400℃

い柳本製作所
G2800 F P

ガスクロマク
( 〃

グラフ

S6(揮発性物質の定量分
析

検出器 FID、 FPD(S、 P用 )

温度範囲 :定温-399℃ (プ ログラム昇温)

爛島津製作所
GC-9AMシステム

コ ン ピ ュ ー タ
ガスクロマクトグラフ
(食 品機器分析室)

S10

S60水中の炭素含有量測
定

沢

淑

定方法 :燃焼―非分散赤外線ガス分析法
定範囲 0～ lppmか ら0～ 3,000即mま で

帥島津製作所
TOC-500

全 有 機 炭 素 計
( 〃 )

S09

S60属
析

金
分

試料の電解重量最大電圧 25V、 最大電流 5A
検出感度 5mV

帥柳本製作所
AES-2

電 解 分 析 装 置
( 〃 )

S08

S60中和・酸化・還元の
自動滴定滴定法 :電位差滴定、分極滴定、光度滴定

平沼産業爛
定

置

満
装
＞

差

　

〃

位
録

く

電
記S07

S60定電位・定電流の電
解分析

設定電位 0～ ±5V、 設定電流 0～ 5A
検出感度 lmv

ltX柳 本製作所
VE-8

定 電 位 電 解 装 置
(無機化学機品分析室)

S06

S60有機化合物の分子構
造決定等の定性分析

分解能 2cm l、 波長範囲 4,800～ 400om J、

ATR法・拡散反射による測定が可能

ニコレー社
5D X

フ ォ ー リエ 変 換
赤 外 分 光 光 度 計
(高分子化学機器分析室)

S05

S60微量成分の比色分析
測定波長範囲 190～ 900nm
ハンド幅 01～5nm

爛島津製作所
UV-250

ム
計

一
度

ビレ
光

ブ
光

ダ
分

(無機化学機器分析室)

S60紫外・可視 。近赤外
域での分光分析

測定波長範囲 185～2,500nm
分解台ヒ 0 1nm (250nmに て)

帥島津製作所
UV-365

自記 分 光 光 度 計
(食 品機器分析室)

S04

S60有機化合物の定性試
験

測定波数
分解能力

4,000-400cm~1
l cm~l-1 5cln~1//1,000cn l

帥 日立製作所
270-30

赤 外 分 光 光 度 計
(無機化学機器分析室)

S03

S60微量
微生

成分の比色定量
物の濃度測定

あ箆丁モ奪包厘∃  2011‐ 1,000mm、

波長精度 ±0 5nm、 分解能 4nm
日本分光工業lFl

UVIDEC-340
分 光 光 度 計

(微生物試験室 )

S02

S60
ペース ト、粉体等の

水分量測定
秤量範
精度

四 0～ 3009、 水分率 0～ 100%
±10%

チョウバランス帥
PD2-3aW小 ′IB

電 子 式 水 分
(食 品実験室)

計S01

得
度

取
年用  途仕 様 ・ 性 能型   式

機  器  名
(常置場所)
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Hl
微小異物等の赤外ス
ペク トル測定

測定波数範囲 :4,000～ 400cm l

分解能 ,2 cnユ

測定モー ド:透過/反射

爛島津製作所
FTIR-4200
1MS-1

顕微 フー リェ変換
赤 外 分 光 光 度 計
(無機化学機器分析室)

S30

Hl物質表面の化学組成
および結合状態

X線源 :Mg/Al
微小領域 :0 2mmり
静電半球型

E S CA5400
いアルバ ックーファイ

置
∋験装

爛開

電 子 分 光光
析

線Ｘ
分
(融合化

S29

S60
融点など熱的変化と
膨張率など機械的変
化測定

示差走査熟量計 500℃ 以下、
示差熱天秤・熱機IIt分析装置 1,500℃ 以
下

い リガク
TA S100

熱 分 析 装 置
(高分子化学機器分析室)

S28

S60無機・金属材料等の
結晶構造解析

最大出力 12kW、 試料高温装置付 (最高
1,200℃ )X線管球 (Cu、 co)自 動検索
プログラム付

l■lリ ガク
RAD―RB

置装
謄

折
分回

聯鞠蠍
S27

S61
無機・金属材料等の
定性・定量分析

測定範
X線管

囲
5B～ 92u

球 (Rh)、 データ処理プログラム付

帥島津製作所
VF-320

蛍光 X線 分析装置
(蛍 光X線分析室)

S26

S61液体試料中の金属成
分等微量定量分析

測定範囲 163～ 458nm
ダイナミックレンジ 106

lln島 津製作所
ICPS-1000Ⅱ

光

置聘装畑
Ｃ
析
斜

Ｉ

分S25

S60排水の衝易検査
測定項目 :濁度、温度、ph、 電気伝導度、
DO

い堀
水

場製作所
質チェッカーU-7

ポー タ ブル 濁 度 計
(無機化学機器分析室)

S22

S60鉄鋼 中の酸素、窒
素、水素の定量分析

測定範囲 :酸素 0～ 2,000ppm

窒素0～ 2,000ppm、

水素0～200ppm

棚堀場製作所
EMGA-1300

素
置

水
装

素
量

窒
定

素
時

酸
同

(金属分析室
S21

S60遊離アミノ酸含量や
アミノ酸組成分析

分析方法
検出量 :

:ワ ンカラム陽イオン交換分析法
ニンとドリン発色吸光光度法

棚 日立製作所
835--30
(デ ータ処理付)

ア ミノ酸分析装置
(食 品機器分析室)

820

S60
け
量

お
定

に
の

中
黄

鋼
硫

金
と

合
素

・
炭
析

鋼
る
分

検出方法 :赤外吸収法式
最小分析値 00001%(炭 素・硫黄)

レコ社

CS-344

時

置却装胸

硫

旦
鼻
励

素
　
皓

炭
定S19

S60液体試料中の金属成
分定量分析

原子化法 :フ レーム法およびグラファイ ト
ア トマイザー法 測定波長 190～ 900nm

棚島津製作所
AA-670

原子吸光分析装置
(無機化学機器分析室)

S18

S62蛍光物質の蛍光スペ

ク トル測定
分光器
格子900

励起、蛍光側とも無収差凹面回折
つ/mm、  測定波丁≧筆tEヨ 220-730nm

仰 日立製作所
F-3000

分 光 蛍 光 光 度 計
(食 品物性試験室)

S17

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

その他の分析機器

S62高温加熱状態でのX
線回折

最高使用温度 1,350℃
蜘 リガク
Cat No 231181

X線 回 析 用 試 料
高 温 装 置
(蛍 光X線分析室)

*

S60排ガス中のばいじん
量測定

測定方法 :自 動等速吸引ダス ト濃度測定
(」 IS― Z-8808に 準拠)

爛岡野製作所
ESA-30CT

ば

測
量
置

ん
装
＞

じ

　

〃

ヽ
定

S60排ガス中のイオク酸
化物測定

測定方法
測定範囲

非分散赤外線吸収法
0-200Z砲 oヾ 0-500ppm S2

仰島津製作所
IRA-106

ガ
析

く

排
分

ス  SOx
装  置
)

*

S60排ガス中のCO、 C
02測定

測定方法
預1定範囲

非分散赤外線吸収法
0～ 01/0 5Vol%CO
O～ 15V。1%C02

蜘島津製作所
CGT-10-1-A

ポ ー タ ブ ル
ガ ス テ ス タ ー
(無機化学機器分析室)

*

S60排ガス中の窒素酸化
物測定

測定方法 :常圧式化学発光法
測定範 囲 :0～ 50か ら0～ 1,000ppm NO X
まで

酬島津製作所
NOA-305

排

分
Ｏｘ
置

Ｎ
装
タ

スガ
析

ぐ
*

S60排ガス中の酸素測定
預

預
定方法 :磁気風式
定範囲 :0～ 10及 び 0～ 25Vol%O?

仰鳥津製作所
POT-101

ル
計
∋

ブ
析
飾

夕
分
解学

一素
靴

ポ
酸
禦

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式機  器  名
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物 性 評 価

セン トラル化学帥
UD-1

DO メ ー タ ー

(無機化学機器分析室)

T19 S60中
定

水
測

の溶存酸素量のDO:0～ 19 99mg/2
02:0～250%
温度 :0～500℃

帥堀場製作所
SH-7

塩 分 濃 度 計
(微 生物試験室)

T18 S62
食

測
品中の塩分濃度の

定
イオン電極法
NaCl:001～ 10%

T17 S60
高分子フィルム等の

ガス透過率測定 (A
STM準 拠 )

測定範囲 03～600
hr・ atm、 測定ガス

過面積 38 46cf

3ヽ立6,000c∬ //ド・24

02、 N2、 C02、 透
帥束洋精機製作所

ふン【―C3

ガ

測 『装欄
ス定
州

率

置

試験槽温度 :常温～300℃ 、
冷却方式 :油 強制循環方式
110× 127×  (32、 64、  12

試料寸法
7) mm、  3フト

帥東洋精機製作所
S3-FH

熱変形温度測定機
(プ ラスチック棟)

T16 S60樹脂材料の熱変形温
度測定

III束洋精機製作所
P-001

メ ル  ト イ ン

デ  ク  サ  ー

(高分子化学機器分析室)

T15 S60
熱
R寺

可塑性樹
における

脂の加熱
流動性浪1

定

温度範囲 125℃～300℃ 、
フローレイ ト測定法 (時 間測定)

狂
｀
14

食品、薬品等物性浪1

定
イ苛重  0-0 2, 1, 2, 10kgf、
作動速度 4速 (2・ 5・ 6・ 30cm/min)

不動工業い
llMII al10 J 6v

レ オ タ S60

超音波共振法
モーガン社
PPM-5R

ダ イ ナ ミ ッ ク モ ジ

(撃茄牲雙
llt)

(物 性 試 験 R・ )

T13 S61
薄平板の超音波伝播
速度狽1定 (紙、フィル
ム用 )

lpl全 研
GTX-2-IN

口
　
一

ユ
チ

タ

，

ス

　

一　

〃

力
／
　
　
　
′ｆ
、

テ

メT12 S60食品における硬さ
llFり 等の物性測定

測定範囲 30kgf、
そしゃく機構 :人間の口腔をモデル化

液体試料の粘度測定測定範囲 1～ 200万 mPa・
測定方式 :単一円筒回転式

芝浦システム曲
ビスメトロンVDA― L

粘

〃

転
く

呵 度 計Tll S61

日本電色工業岬
VG-2P D型

デ ジ タル 携 常 用
光   沢   計
(食 品物性試験室)

T10 S6160度 または45度鏡面
光沢測定

淑1定値面積 42X13mm以 上
測定条件 JISZ-8741

樹脂等の弾性率、誘

電率、圧電率測定
温度範囲 -150+～ 250℃
ロー ドセル 10kgf、 最大加振力 1 5kgf

旧東洋精機製作所
S型

動的粘弾性測定装置
(高分子化学機器分析室)

T09 861

北斗電工爛
HZ-lA

全 自動 分 極 装 置
(試料調整室)

T08 S61自然電極電位、ア
ノー ド分極測定等

ポテンショスタント、ガルバノスタット任
意関数発生方式

水中油分測定測定範囲
漬1定方法

0かV20、  ll-100mg/2、
四塩化炭素袖出―赤外線方式

帥柳本製作所
OIL-103

油 分 濃 度 計
(無機化学機器分析室)

T07 S60

llll堀 場製作所
F-8A T、 F-8

PHメ ー タ ー

(傘雰希蜜〒搬避紡監鎮墜)

T06 S60ｐＨ
定

酸化還元電位測
預」定範囲 pHO～ 14、 ORPO～ ±1,999mV

測定範囲 01～ 150 μ m、

測定方法 :分散沈降法および光透過法
爛島津製作所

SA― CP2-20
遠 心 沈 降 式
粒度分布測定装置
(無機化学機器分析室)

T05 S60窯業、食品材料等の

粒度分布測定

日本電色工業帥
SZ一Σ80

測 色 色 素
コ ン ピ ュ ー タ

(食 品物性試験室 )

T04 S60加工食品や染色物の
色調測定

測定波長  400-700nm、
表 色 系 XYZ・ Lab等

測定範囲 :水分活性
RH 20～ 100%

0 02-1 00ノバシーナ社
HtlMIDAT RC

水分活性測定装置
(物理試験室)

T03 S60
食品における保存性
の指標となる水分活
性測定

最大測定容量
圧力検知能力

30c∬
十o o22mmH9

l■l島津製作所
1303

ヘ リ ウ ム 比 重 計
(無機化学機器分析室)

T02 S60団体物質の体積測定

沢1定範囲 13000～ 17100(Bttx O～95%)
最小目盛 00002

爛アタゴ

3
精密ア ンペ届折計

(微 生物試験室)

T01 S60物質の屈折率測定

機  器  名
(常置場所)

得
度

取
年用  途仕 様  ・ 性 能型   式
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試 料 調 整

S60穀物試料等の粉砕処理能力 3～49/S日本ゼネラル帥
サイクロテック

分析用試料粉砕機
(食 品実験室)

U19

S60試験片の成形・調整
い東洋精機製作所

DN

プ ラ ス テ
試 料 調

ツ

整

ク

機
(プ ラステック棟)

U18

S61電子顕微鏡用生物試
料の前処理

温度設定範囲 -10～ 40℃、
圧力  150kgf/∬

卿日立製作所
HCP-2

臨 界 点 乾 燥 装 置
(食 品加工試作室 )

U17

S61電子顕微鏡用試料の
前処理

カーボン蒸着
l■l日 立製作所
HUS-5GB型

真 空 蒸 着 装 置
( 〃 )

U16

S61電子顕微鏡用試料の
前処理

ターグット Au―Pdリ ング状、
放電電圧 D C400、 1,700V

爛日立製作所
E-101

イ

(電子線マイ

オ   ン

ィン グ装置
クロアナライザ室)

U15

S61蛍光X線分析用無機
材料等の試料調整

溶融温度 :常用1,000～ 1,100℃ 、
加熱方式 :電気炉方式

l■
l島津製作所TR
Auto― Bead
1000S

ガラス ビー ド装置
(デザインエ作室)

U14

S61粉末の成型最大圧力 30tf
l■l島 津製作所
MP-30

圧 縮 装 置
(蛍光X線分析室)

U13

S61微生物細胞の破砕

出力  0～ 600W、 発 振 周 波 数  20± 2

KHz、 チ ップ径  7〃、20〃 、26〃 、32

〃、36〃

lhl日 本精機製作所
US-600

細 胞 破 砕 装 置
(微 生物試験室)

U12

S61微生物の大量振 トウ
培養

培養温度 15～ 60℃ 、振 トウ数 50～ 320
rpm、 振 トウ方式 ロータリー、 レシプロ

両用

いいわしや生物科学
PMR一 S-20P

振 トウ培 養 装 置
(有機溶剤試験室)

U■

S61食品の試作加工容量 52爛品川工業所
50MV― r

混

〃

体
＜

粉 機U10

S61食品の試作加工
温度範囲 :室温～400℃ 、
内寸法 580× 200× 450mm

北沢産業蜘
KSP-611

電 気 オ ー ブ ン
(食 品加工試作室)

S60食品の加工試作
機能 :電子 レンジ、グリル、オーブン 乾
燥

三洋電気い
EhIO一 A52W型

レ

〃

子

ぐ

電 ン  ジ

U09

S61微生物の活動度測定
温度範囲 :室温 +5℃ ～70℃ 、温度精度

±002℃、 振 トウ数 20～ 160rpm
ltl大 岳製作所
OT― ST-9

ワ ー ル ブ ル グ
検  圧  装  置

( 〃 )

U08

S60培地・器具等の高圧
滅菌処理

使用圧力範囲 0～ 1 9kg/cr、 使用温度範
囲 60～ 132℃ 、有効容量 532

帥 トミー精工
SS-320

高 圧 滅 菌 器
(微 生物試験室)

U07

S60食品や微生物の凍結
乾燥     ′

乾燥棚面積
45-80鷺Э、

0 08rド

到達圧カ
棚温度範囲 ―

0 05mmI19(無 負荷
時 )

日本真空技術蜘
DF-01H

凍 結 乾 燥 装 置
(食 品実験室)

U06

S60有機試料の低温灰化
高周波出力
発振周波数

Cl―/506パ「、
13 56～【Hz

ヤマ ト科学lbl

PR-503

プ  ラ  ズ  マ

リ  ア  ク  タ
(金属分析室 )

U05

S60
核酸・タンパク質等
生体関連物質の分離
分析

種類 :デ ィスク、、スラブデ ィスク、 SD
S等電点、二次元の各電気泳動

ア トー蜘
S」 -1065外

電 気 泳 動 装 置
(微 生物試験室)

U04

S61微生物菌体の分離
精製

最高回転数 20,000rpm、 冷凍機能力
1 5kw、 スローアクセル、スローブレーキ
機能付

日立正機帥
SCR-20B B

却
機

冷
離分

速
い

一局
上返

(微生物試験室 )

U03

S60試料の固液分離最高回転数 5,000rpm
日立正機 lMl

OSP-21B
卓 上 遠 心 機

(食 品実験室)

U02

S60食品・微生物のホモ
ジナイズ容量 50～ 1,000m9、 ステンレス容器

爛 日本精機製作所
AM

ホ モ ジ ナ イ ザ
(微生物試験室)

U01

取得
年度

用   途仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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その他 試料調整

100本掛
爛大 日本精器
DFC-100LT

フ ラ ク シ ョ ン
レ  ク  タ

(食 品実験室)

* S60
液体 クロマ トグラ
フィー溶離溶液の分
取・分画

6連式
東洋科学産業爛
PA-6

マ

ス

グ ネ チ ッ ク
タ フ* S60試料の混合拗伴

使用温度範囲 +40°～250℃

有効容量 1962
出 タバイエスペ ック
LG-122

乾 熱 滅 菌 器
(微生物実験室 )

* S60金属・硝子器具等の
滅菌処理

スコンツマン社
AF-20

全 自 動 製 氷 機
(食 品保蔵試験室)

* S61

三洋電機蜘
IヽP R-210

冷

ケ
＞

用

．
〃

薬

シ

蔵

ス* S60

S60lbl日 本精機製作所
VE-8

超

ピ ^R

波
器浄洗

＞

音
卜

〃

ツ

(

*

ヤマ ト科学い
AW―α

り

一

ト

ヤ

ラ

ンヽ

″

ボ

オ

く

ラ

ウ
／

* S60

回転数 500～ 10,000rpm、 最大 トル ク
7 kg一 cm

柴田化学器械工業lMl

I AⅢI― I

騰   伴   機
(無機化学分析室)

* S61液体試料投伴

容量 22ミツフ理化学工業帥
KM」 -5

一
一

アフ

タ
．　
ン

ヤジ

メ

(微生物実験室)

* S60微生物の培養試験

S60分液 ロー トの振 トウ
いイフキ

V― SN
振

ウ

＞
器*

S60真空実験用
到達圧カ
排気能力

10-4Torr、

1682つ /min
日立工機爛
16CVP一 D

ポ

〃

空
ぐ

真 ン プ
*

S61限外・逆浸透膜の濾
過試験

容量 200m2、  操作圧力 0～ 60kgf/c∬

膜直径 76mm
アルバックサービス仰
RO-3型

器過
∋

濾
験透

巖
浸
喰

逆
*

蒸留水採取量 52/hour、
蒸留水タンク 802

ヤマ ト科学い
郡「A-52G S60分析用純水製造

オ ー ト ス チ ル
(無機化学分析室)

S60分析用純水製造
蒸留水採取量 182/hour、
貯蔵タンク 202

島津理化器械仰
SWAC-700

オ ー ト ス チ ル

(〃 )

S61酸素、
の分離

タンパク質等
・精製

最高回転数
分析機能 :

70,000rpm、
UVス キャナー

日立工機爛
S C P70H型

分 離 用 遠 心 機
(〃 )

*

温度範囲 0～ -100℃ S60試料の低温保存
三洋電機爛

"DF-389代
T

超低温 フ リーザー

( 〃 )
*

S60浴液試料の減圧濃縮温度範囲 :室温～100℃
柴
い

田科学器械化学工業

RE-12ム ーQⅥ「

ロ ー タ リ ー
エ バ ポ レ ー タ ー

(食 品実験室 )

*

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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S61嫌気性微生物培養、
微好気性微生物培養

温度範囲
温度精度

室温～50℃
±03℃

mヒ ラサフ
HZC-3

嫌 気 性 培 養 装 置
(有機溶剤試験室)

S60微生物の静置培養
温度調節範囲 -10つ～50℃ 、
有効容量 2542

三洋電機lMl

MIR-251

S60微生物の静置培養
温度調節範囲 -10°～50℃

有効容量 1262
洋電機帥
MIR-151

イ ンキ ュベ ー ター

( 〃  )
*

S60試験管内溶液の攪伴
東洋科学産業蜘
TME-21

タ ッチ ミキ サ ー
(微生物試験室)

*

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式機  器  名

(5)食品加工機器

その他の食品加工機器

(6)工 作 機 器 等

S60
食

湿
品の耐高温 一島

高圧試験
常
常

用圧力 1～ 5気圧、
用温度  100° ～158℃

l■l平 山製作所
PC-305-S

一
一

ヤ

カ

＞

シ
　
　
〃

レ
　
ッ

で

プ

ク部〆04

S61食品の試作加工インパルスシール方式
い西原製作所
TVG-447-S

卓 上 真 空 包 装 機
( 〃 )

M′ 03

S61食品の試作加工容量 202い品川工業所
2QTVP

機練
＞

煮

〃

空
く

真W02

S61食品の試作加工容量 152
lMl備  文
VAWBB

真 空 ら い 潰 機
(食 品加工試作室)

W01

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

S63
高圧による食品の加
工・保存技術の開発
研究

最高圧力 :7000kgf/c言

高圧容器容量 :約 500祀
食品専用に安全性を考慮 した装置

三菱重工業帥
MCT型

形

Ｐ

置

　ヽ
　
　
室

用

Ｉ

　

斡

口
帥
　

験

勘

食

Ｃ

試

喰

*

取得
年度

用  途仕 様  。 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

S60鋼のガス浸炭窒化熱
処理

最高温度 950℃、赤外線 C02ガス分析制
作,方式
炉内有効寸法 250W× 300L× 250H

脚島津製作所
SMC―O

炉炭
ケ

浸

〃

ス

く

ガ
X04

S60真空焼入れ、焼戻
し、真空焼結等

発熱体
(歩サプランィト矮冒最毘湘陶

炉内有効寸法 〃45× 150H

爛島津製作所
VVLta10/8

真 空 熱 処 理 炉
( 〃 )

X03

S60鋼の熱処理 (焼入れ
等 )

最高温度 1,
炉内有効寸法

450R3
250W× 400L× 300H

富士電波工業蜘
FE-20

電 気 加 熱 炉
(実験棟)

X02

S60各種材料の加熱

ヒーター容量  7 kw、 最高常用温度
1,500X3、  す阜vttHttFHl : 糸勺30う)/1,500k3
炉内有効寸法 200W× 250L× 220H

l■lモ トヤマ

SC-2025S
超高速昇温電気炉
(プ ラステック棟)

X01

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)
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定格出力電流 350A、 定格負荷電圧 36V大阪変圧器伽
C PW4/1-350

炭 酸 ガ ス 溶 接 機
( 〃 )

X19 S60材料の炭酸ガス溶接
性試験・試作加工

最大加圧力 30tf、 最大ス トローク 125mm大阪ジャッキ製作所
30KPA一 A

ベ ン チ プ レ ス

( 〃 )
X18 S61実験、研究用部品の

矯正・歪取り

S60材料の穴あけ加工穴あけ能力  S45C 10mm、 F C20 13mm
200ヽパ/

爛吉良鉄工所
NRD-13R

ボ ー ル 盤
(実験棟)

(/卜 )

ボ ー ル 盤 (中 )

(デザインエ作室,実験棟)

S60材料の大あけ加工400M「
い北川鉄工所
KDR 410

ボ ー ル 盤 (大 )

(〃 )

X17

S60材料の穴あけおよび
ねじ立て加工

大あけ能力  S45C 40mm、 FC25 50mm、
ね じ立て能力  S45C M24、 F C25 M
30  1 5に 、v

l■l吉 田鉄正所
YD2-55

X16 S60金属材料の切断 (重

切断用)

切断能力
鋸刃速度

グ250mmま たはH250× W280mm、
27、  40、  54、  68、  80m/1nin

帥アマダ
H-250 S A

帯 鋸

〃

盤

イ

〃

ラ

く

ス ス 盤

)

X15 S60試作部品加工
テーブル
Z340mm、

段切換

の最大移動距離 X600、 Y250、

主軸回転数 60～ 1,800rpmの 12平岡工業い
ふ/1S― SCV

X14 S60試作部品加工
ベンド上の振 リ ガ510mm、 往
リ ガ260mm、 センター間距離

復台上の振
800mm

ワシノエ機碑
LN-32AⅡ

旋 盤

(実験棟)

S60原料の乾燥ヒーター 3 4kw、 最高温度 180℃
ltl松 井製作所
PO-80

乾   燥   機
(プ ラスチック棟)

X13

同期回転数 1,800rpm、
周速度 1,951m/min、 集塵装置付

昭和電機帥
SGB―CBX

両 頭 グ ライシ ダ
( 〃 )

X12 S60金属材料の表面除去
加工

卿藤田製作所
DT50EX

ド     リ     アレ

シ ン ニ ン グ 盤
(実験棟 )

XH S60
ドリルのシンニング
(S形、X形、ポイ
ントシンニング)

適用 ドリル径 5～ 50mm、

60° ～200・ 、 ドリル最大長さ
ドリル先端角

390mm

ド リ ル 研 削 盤
( 〃  )

X10 S60
右捩れ二刃 ドレルの
逃げ面研削およびシ
ンニング

適用 ドリル径 12～ 80mm、

錐研削法、先端角 70・～
研削方式

180・

正 円爛藤田製作所
DG-80B

づ(09 S60
スライスエ具等の研
磨

テーブルの最大移動距離
Z250mm、 センター芯高
窄旨  150mm

X500、  Y250、
130mm、 砥石最大

lhl松 沢製作所
MZ-8BG

万 能 工 具 研 削 盤
( 〃 )

X08 S60鉄、ステンレス、ア
ルミの薄板の切断

直流出力電流 35A、
130V、 切断能力 :軟鋼
アルミ6 mm

直流出力電圧
ステ ンレス 9 mm、

松下電器産業m
YP-030P

プ
機

用
断

＞

専

マ 切

〃

板
ズ
く

薄
ラ

高 速 切 断 機
(実験棟)

X07 S60金属材料の切断 (軽

切断用)

切断砥石 グ405× t3× 〃25 4mm、

最大切断能力 〃60mmま たは50mm角
富士製砥帥
FS-16B

プラスチ ックの再利
用

5馬力 (3 7kw)
爛朋来鉄工所
VC―罰

プラスチック粉砕機
(プ ラスチック棟)

X06 S60

試料の灰化、アルカ
リ溶融

常用最高温度 1,150℃ 、と―ター lkw
最高温度到達時間 45分 (1,199℃ )

炉内有効寸法 150W× 200L× 100H

爛東洋科学産業
O Phf-16D

電 気 マ ッフ ル 炉
(食 品実験室)

X05 S60

仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

得
度

取
年用  途
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S60木 工
最大切削巾 132mm、 切削材厚さ 5～ 130
mm、  最大切削深さ 3 mm

帥マキタ電機製作所
#2004

自 動 か ん な 盤
(〃 )

X24

S60木 工
帯のこ刃寸法 102× 4,450× 0 8ntr

最大ひき割 り高さ 400%
日立工機lMl

C B100F

ド

〃

ン

く

ツX23

S60木 工
切削能力 45nlal、 、ス トローク 30晰、
トコロ  1,300Elll、  傾万斗 0-20°

フ旭鋼機伽
オー トU1300

糸   鋸   盤
(デザインエ作室)

X22

S60材料のスポット溶接
性試験・試作加工

最大溶接電流 9000A、  フ トコロ寸法
200× 400mm、  編受ジく力日[E"り   500kg

松下電器産業l■l

YR-150 S A
ス ポ ッ ト溶 接 機

( 〃 )
X21

S60材料のティグ溶接性
試験・試作加工

直流出力電流 300A、  直流出力電圧
22V(TIG溶 液 )、 35V(手溶接 )、 サイ
リスタ制御

松下電器産業仰
YC-300TWS3

ア
溶

ル ゴ ン ガ ス
機接

(実験椋)

X20

取得
年度

用  途仕 様 ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

その他の工作機械

(7)デ ザ イ ン

S60機械部品等の加工準
備 と計測等

A級仰ユニ精機
t」 配配 1

精 密 摺 合 定 盤
( 〃 )

*

S61重量物の計量T■哲己  1-100kg宮本衡機蜘
無 錘 台 は か り

(実験棟 )

*

S62熱硬化性樹脂の成型
最大負荷 37ton、 最高温度 250℃
ラムス トローク 100mm

爛安田精機製作所
No 196

電気加熱式試験用
加 硫 プ レ ス

( 〃 )

*

S60金型の温度調節
媒体
材質

:熱媒体油、最高温度 160℃
S U S304、 タンク容量 262

い松井製作所
MC-15ヽ

金 型 温 度 調 節 機

(璽量畠姦鉄験室)

*

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能型    式
機  器  名

(常置場所)

S60青焼
複写幅 680%(Al判 )

(プ レッシャー・ジアゾ)

現像方式
方式

PDミノルタ
PD■ 7

写 機複

(情報提供室)

*

S60
VHS方 式カラー ビデオデ ッキー体式カメ
フ

日 立
VM-200

ビ デ オ カ
( 〃 )

メ ラ
*

S62
電子制御式 35mm一 眼レフレックスフォー
カルプレーンシャッターカメラ

日本光学工業い
ニコンF3ハイアイ

ポイン ト

カ    メ    ラ
(産業デザイン室)

*

S60モノクロプリント
フィルム 4× 5判以下、引仲倍率
08～ 55(135‰ )、 04～ 114(75晰 )

富 士
A450

号| 機
立
ロ 室 )

*

S62白黒コピーヘの着色
使用紙幅 :最大幅325晰 (A3サイズ )

使用紙厚 1 5nhl

レトラセット
2000プ ロセッサー

オ ム ニ ク ロ ム
プ ロ セ ッ サ ー

(情報提供室 )

*

S60拡大縮小 トレース
白黒反転

原寸最
150nTl)

大撮影サイズ 280× 360晰 (f=
倍率 400～ 25%

いづみや
フルオー ト5000

デザイ ンス コープ
(暗  室)

*

得
度

取
年用  途仕 様  ・ 性 能型    式

機  器  名
(常置場所)
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サイズ :最大A3
メタリックイメージシステム有、

S63カラー転写シー ト作
成

レトラセ ッ トジャパン

m
クロマテ ック

カラー トランスペア
シ  ス  テ  ム

(暗  室 )

*

S63デザイン開発
CPU:80386,V30
RA卜【:5いッIB
解像度 :1,120× 750ド ッ ト

NEC
PC-98XL2

デ ザ イ ン 開 発
支 援 装 置
(産業デザイン室)

*

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能型    式機  器  名

(8)そ  の 他

Hl

カー ビデオの編集 ,

特殊 効 果 に よる ビ

ジュアル・プ レゼン

テーシ ョン

入 力 :VIDEO, AUX, CHROMA KEY
EXT, DSK, SUPERIMPOSE
GEN LOCK

壮|ンウ :PGM, PREVIE郡 /, SYNC, BB
機 育L:MIX, WIPE, DSK, CHROMA

KEY, SUPERIMPOSE
信 号 :NTSCカ ラー 方 式

ビクター
KM-2500
SA― T400
BR-8600
RM-86

映像特殊効果装置
(産 業デザイン室)

*

ロボット制御研究 S60
ヒース社
HERO l

産 業 用 マ イ ク ロ・
ロ      ボ

(省力化プログラミング室)

S60
技術情報 (JOIS、
PATOLIS)、 検
索用端末

パナファコム
C-280D S

パ ー ソ ナ
コ ン ピ ュ ー

(情報提供室 )

ル
タ

Ｄ

ル部
膠

有限要素解析、デー

タベース等の各種処
理

主記憶
要素解析

12MB、 外部記憶 2GB、 有限
、データベース

日本 IBM仰
4361

中型 コ ン ピュー タ

(コ ンピュータ室 )

*

860各種論理回路実習
論理回路 AND、 OR、 カウンター等
ノくル ス

算器、
回路 微分
2進乗算等

積分等、四則演算 加
安藤電気帥
DL-3D、 PVO-35

回
等

置

≠
聘
装

，

弾

蜘

習
く 〃

電
路
実*

S60メカ トロ研修の実習
機器

CUP i Z80島津理化器械帥
SCP-2外AIO-1

メ カ
市1

卜

御
二
装

，

ク ス

置

S60
ノくソコン研修、 メカ
トロ研修

言語 N88BASIC、 マクロアセ ンブラ
等

日本電気m
PC-3801mk Ⅱ

パ ー ツ ナ ル コ ン ピ
ュ ター ネ ッ トワー ク
シ  ス  テ  ム

(マ イ コ ン実 習 室 )

S61
パ ソコ ンに よるカ

ラー画像処理

CPU Z 80、 プログラムメモリ 32Kバ
イ ト、データメモリ 16Kバ イ ト、画像メ
モリ 2Mバイ ト

爛エー・ディ・エス
P I P 4011

画 像 入 力 装 置
(マ イコン応用試験

室       )
*

S61自動化の研究用水平多関節型牽由
松下電器産業lbl

■lM-6652S
多 軸 ロ ボ ッ ト

(実験棟)

*

取得
年度

用  途仕 様  ・ 性 能型    式機  器  名
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5ロ センター関係規程

○滋賀県行政組織規則 (抄 )

1場督贅亀滸昼∴畳|

改正 昭和60年 4月 1日 規則第14号  昭和60年 6月 1日 規則第31号

昭和61年 4月 1日 規則第21号   昭和61年 10月 1日 規則第63号

昭和61年 10月 13日 規則第64号  昭和62年 4月 1日 規則第15号

昭和63年 4月 1日 規則第24号  昭和63年 10月 1日 規則第64号

滋賀県行政組織規則 をここに公布する。

滋賀県行政組織規則

滋賀県行政組織規程 (昭和30年滋賀県規則第31号)の全部 を改正する。

第 1章 総   則

(目  白々 )

第 1条  この規則は、知事および出納長の権限に属する事務 を処理するため、必要な組織 を定める

とともに、事務の分掌 を明確 にし、もって行政事務の能率的な遂行 を図ることを目的 とする。

(機関の設置および分掌事務)

第 2条 前条に規定する組織 を構成する機関およびその分掌事務は、法令または条例 に定めるもの

を除 くほか、この規則により定めるものとする。

(機関の種別 )

第 3条  前条に規定する機関 をわけて本庁、地方行政機関、その他の機関および附属機関 とする。

(日召不日52規貝116・ ―い菩БttI)

第 4章  その他の機関

(設 置 )

第10条  その他の機関として別表第 3条 に掲げる機関を置 き、その位置および管轄区域は、同表に

定めるとおりとする。

(課、係、支所等の設置)                               .
第11条 次の表の左欄 に掲げるその他の機関に、それぞれ当該右欄 に掲げる局、部、図書館、付属

病院、課、科 および係 を置 く。

工業材料係、化学食品係、デザイン係技術第二科

電子応用係、機械応用係技術第一科

管理係、企画係企画管理課

工業技術センター

(分掌事務 )

第12条 前 2条 に規定するその他の機関またはその他の機関の局、部、図書館、センター、課、科、

係、支所および分場の分掌事務は、次のとおりとする。
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デザイン係 (1)産 業デザインに関する研究および指導に関すること。

化学食品係
(1)化 学および食品に関する試験研究および指導に関す

ること
技術第二科

工業材料係 (1)工 業材料に関する試験研究および指導に関すること。

機械応用係 (1)機械技術に関する試験研究および指導に関すること。

電子応用係

技術第一科

(1)電気 。電子技術に関する試験研究および指導に関す

る と

企 画 係

(1)試験研究の企画調整に関すること。

(2)工 業技術の情報および調査研究に関すること。

(3)工 業技術振興協会に関すること。

(4)そ の他工業技術の振興に関すること。

工 業 技 術

セ ン タ ー

管 理 係

企画管理課

(1)セ ンターの庶務に関すること。

(2)そ の他他の科および係に属 さない事項

付 則 (昭和61年規則第64号 )

この規員1は 、公布の日から施行する。

付 則 (昭 和63年規則第24号 )

この規則は、公布の日から施行する。

付 則 (昭和63年規則第64号 )

この規則は、公布の日から施行する。

別表第 3

5 商工労 lell部 所属

(1)滋賀県工業技術センター

(2)滋 賀県立信楽窯業試験場

(3)滋賀県繊維工業指導所

(4)滋 賀県立機械金属工業指導所

(5)高 等職業訓練校

滋賀県立草津高等職業訓練校

滋賀県立彦根高等職業訓練校

滋賀県立長浜高等職業訓練校

(6)滋賀県婦人就業援助センター

栗太郡栗東町

甲賀郡信楽町

長  浜  市

彦  根  市

草  津  市

彦  根  市

長  浜  市

近 江 八 幡 市
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○滋賀県工業技術センター施設整備基金条例

昭和58年 3月 17日

滋賀県条例第 2号

改正 昭和60年 3月 29日 条例第12号

〔滋賀県工業技術試験研究施設整備基金条例〕 をここに公布する。

滋賀県工業技術センター施設整備基金条例 (昭60条例 12・ 改称 )

(設 置 )

第 1条 滋賀県工業技術セ ンターの施設 (以下「施設Jと いう♪の整備 を円滑 に行 うため、滋賀県

工業技術セ ンター施設整備基金 (以下「基金」 という。)を 設置する。

(昭60条例 12・ 一部改正 )

(積立て)

第 2条 基金 として積み立てる額は、その積立 をする年度の一般会計歳入歳出予算 (以下「予算J

という♪で定める額 とする。

(管 理 )

第 3条 基金 に属する現金は、金融機関への預金その他最 も確実かつ有利な方法 により保管 しなけ

ればならない。

2 基金に属する現金は、必要に応 じ、最も確実かつ有利な有価証券 に代 えることがで きる。

(運用益金の処理 )

第 4条 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上 して、この基金に繰 り入れるものとする。

(繰替運用 )

第 5条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻 しの方法、期間および利率を定め

て、基金 に属する現金 を歳計現金に繰 り替 えて運用することができる。

(処 分 )

第 6条 知事は、施設の整備 に要する経費の財源 に充てるために、予算の定めるところにより、基

金 を処分することができる。

(委 任 )

第 7条  この条例 に定めるもののほか、基金の管理に関 し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、公布の日から施行する。

付 則 (昭和60年条例第12号 )

この条例は、日召和60年 4月 1日 から施行する。
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○滋賀県工業技術振興基金条例

昭不日60年 3月 29日

滋賀県条例第13号

滋賀県工業技術振興基金条例 をここに公布する。

滋賀県工業技術振興基金条例

(設 置 )

第 1条 工業に関する技術開発基盤の強化 を図 り、工業技術の振興 に資するため、滋賀県工業技術

振興基金 (以下「基金」 という♪ を設置する。

(積立て)

第 2条 基金 として積み立てる額は、その積立てをする年度の一般会計歳入歳出予算 (以下「予算」

という。)で定める額 とする。

(管 理 )

第 3条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法 により保管 しなけ

ればならない。

2 基金に属する現金は、必要 に応 じ、最も確実かつ有利な有価証券に代 えることができる。

(運用益金の処理 )

第 4条 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上 して、基金の設置の目的 を達成するために必要

な経費の財源に充て、またはこの基金に繰 り入れるものとする。

(繰替運用 )

第 5条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻 しの方法、期間および利率 を定め

て、基金に属する現金 を歳計現金に繰 り替えて運用することができる。

(委 任 )

第 6条  この条例 に定めるもののほか、基金の管理 に関 し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、昭和60年 4月 1日 から施行する。
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○滋賀県使用料および手数料条例 (抄 )

昭和24年 4月 1日

滋賀県条例第18号

改正 平成元年 3月 30日 条例第15号

県議会の議決 を経て滋賀県使用料及び手数料 を次のように制定する。

滋賀県使用料および手数料条例

第 1条 地方自治法 (昭和22年法律第67号)第 225条 および第227条 の規定に基づ く使用料および手
数料については、別に定めるもののほか、この条例の定めるところにより徴収する。

(昭39条例 4・ 全改 )

(使 用料および手数料の額 )

第 2条 前条の使用料および手数料ならびにその額は、次のとおりとする。

(50)の 2 工業技術セ ンター試験等手数料

別表第 4の 2に 定める額

第 3条 使用料 FDNよ び手数料は、規則で特別の定めをする場合 を除 き、使用の開始または申請 と同

時に徴収する。ただし、授業料は、分割 して徴収することがで きる。

(昭28条例 19・ 全改、昭和60条例41,一部改正 )

第 4条 削除

第 5条  削除 (昭 27条例27)

第 6条 使用料および手数料は如何 なる事由があってもこれを遠付 しない。ただし、知事が必要 と

認めた場合はこの限 りでない。

第 7条 試験 または検査のため提出 した物作はこれを遠付 しない。ただ し、特別の事由がある場合

はこの限 りでない。

第 8条 知事は、特別の事情があると認める者に対 しては、使用料 または手数料 を減免することが

できる。

(昭33条例 27・ 全改 )

第 8条の 2 詐偽その他不正の行為 により使用料または手数料の徴収 を免がれた者については、そ

の徴収 を免がれた金額の 5倍 に相当する金額以下の過料 を科する。

第 9条  この条例 に定めるものの外、使用料および手数料の徴収 に関 して必要な事項は、規則で定

める。

(昭 28条例 19・ 全改 )

付 則

この条例は、公布の日から施行する。

付 則 (平成元年条例第15号 )

この条例は、平成元年 4月 1日 から施行する。

別表第 4の 2  省略
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○滋賀県行政財産使用料条例 (抄 )

日召不日39F手 3月 30日

滋賀県条例第 5号

改正 平成元年 3月 30日 条例第16号

滋賀県行政財産使用料条例 をここに公布する。

滋賀県行政財産使用料条例

(趣 旨)

第 1条 地方白治法 (昭和22年法律第67号 )第 238条 の4第 4項の規定に基づ き、許可 を受けて使用

する行政財産に係 る使用料については、別に定めるもののほか、この条例の定めるところにより

徴収する。

(昭 50条例 6。 一部改正 )

(使 用料の額 )

第 2条 前条の使用料の額は、別表に掲げるとおりとする。

第 3条 電気、水道 またはガスを一定の量 をこえて使用 した場合は、一定の量 をこえる量 に対応す

る金額 を前条の使用料に加算 して徴収する。

2 前項のほか、火災保険料、暖冷房費その他管理上の経費を必要 とする場合は、その料金 を前条

の使用料に力日算 して徴収する。

(納付の時期 )

第 4条 使用料は、使用の開始または申請 と同時に納付 しなければならない。ただし、使用期間が

長期 にわたるものについては、分割 して糸内付することができる。

(退 付 )

第 5条 既納の使用料は、還付 しない。ただし、使用者の責めに帰 さない理由により使用許可 を取

り消 した場合は、この限 りでない。

(減 免 )

第 6条  知事は、特別の事情があると認める者に対 しては、使用料 を減免することができる。

(過 料 )

第 7条 詐偽その他不正の行為により使用料の徴収 を免がれた者については、その徴収 を免がれた

金額の 5倍 に相当する金額以下の過料 を科する。

(委 任 )

第 8条  この条例 に定めるもののほか、行政財産の使用料につ き必要な事項は、規則で定める。

付 則

1 この条例は、昭和39年 4月 1日 から施行する。

付 則 (平成元年条例第16号 )

この条例は、平成元年 4月 1日 から施行する。

別表  省略
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○滋賀県工業試験研究機関試験等取扱要綱

昭和61年 4月 1日

滋賀県告示第 174号

改正 平成元年 4月 1日 告示第152号

滋賀県工業試験研究機関試験等取扱要綱 を次のように定める。

滋賀県工業試験研究機関試験等取扱要綱

(趣 旨)

第 1条  工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所および機械金属工業指導所 (以下「工

業試験研究機関Jと いう♪が行う試験、測定および分析 (以下「試験等」というDの依頼手続等

については、別に定めがあるもののほか、この要綱の定めるところによる。

(試験等の依頼 )

第 2条 試験等の依頼 をしようとする者 (以下「依頼者」 という。)は 、別に定める依頼書 を工業試

験研究機関の長 (以下「所長等Jと いう。)に提出 しなければならない。

(成績書の交付 )

第 3条 所長等は、試験等が完了したときは、試験成績書 を依頼者に交付するものとする。

(手数料の網 目)

第 4条 滋賀県使用料および手数料条例 (昭和24年滋賀県条例第]8号)冴け表第 4の 2、 別表第 5お

よび別表第 6に 規定する手数料の額の細 日は、別表のとおりとする。

(雑 則 )

第 5条  この要綱 に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。

付 則

この要綱は、昭和61年 4月 1日 から施行する。

付 則 (昭和62年告示第142号 )

この告示は、昭和62年 4月 1日 から施行する。

付 則 (平成元年告示第152号 )

この告示は、平成元年 4月 1日 から施行する。

別表  省略
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試 験 分 析 依 頼

滋賀県工業技術センター所長 殿

子と          テ万

氏名または名称              岡l

代 表 猪 名              ⑩

電 話 (代表)[こヨ■■」二十一LA l― 圧正 l lR

圭日　
　
砒

イ
F・   ゲJ   日

連   絡

下記試験等を依頼 します。

試料品名

依頼事項

数  最

(IIl

伎:,l」 k子 1瑚
設  備  名  称設すt番 号

)Kヨ ンピュータ処 Fllを 行っておりますので代表喬号r/ご 記入ください。

若        a(  )  一

個

じ
こ
こ
か
ら
下
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

担 当調  定
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受領猪氏名F`成 年 )j ll焚征iH成 績 詩

ド」
A

il

500欧    文802

400和    文

複    木

801

整理番 号金額 (円 )|卜位11れ晰項 II試験別



号第

成平
　
　
圭
日

年   月   日

平成  年  月

試 験 成 績

殿

滋賀県工業技術センター所長

日に依頼のありました供試品の試験結果は、下記のとおりです。

記
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電気・電子試験

試験分析手数料  僻成2.4.I施行)

(金額イこ|よ 、 イ町:そ 税が含まオ■
‐
ていま―ナ。)

材 料 試 験

温度測定 (接触武)

電磁遮蔽特性測定

116

115

114

113

112

107

105

111

110

109

108

04

03

命 額

1,500

1,500

1.500

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

1 200

1,600

2,000

3 000

2,000

3,000

1,500

3001   枚

1測 定

欠と

l   iミ

インピーダンス測定

インダクタンスJ!定

焼増し

′「E
気
イ手
″L
の

IRJ

定

析

抵抗測定

項

2

波 形 解

そ の 他

磁気特性測定

耐電,I:試験

耐衝VPiC,I:試験

静電容吊:測定

波形写真撮影

漏えい電流測定

周波数測定

絶縁抵抗測定

5,000

500

2,500

5,000

6,000

1 500

10,000

一
料

一
枚

″

一

輔

一

‐

l試 料

1,500

10,000

1,500

1 500

2,500

300

8,000

2,500

2,500

IJLき 増 し

IE r m微 鋭
′
チ史搬形

2次■ F像 )

″  )ユ憎力W

X線像

烈伝導率』1定

◆
属
組
織
試
験

一　
電

ｒ

駈

微

鈍

試

験
　
非
破
壊
試
験

点分析

Jlyl力 II

線分析

マ クロ

実体顕微銃

よ↑々力|

`

試料調椎

磁粉探傷

"七

きllYlし

AFJ帝波探傷

微

小

Ｘ
線

分

析

一

西原式摩耗試験 (金属)

(プ ラ ス チ ク

1試料10測定女C

l測 定

1試 料

1視 野

1   枚

1視 野

l成 分

1 試

2,500

150

2,000

2.000

1,200

「禦２，００〇一７０〇一‐，７０〇一３０〇一９０〇一９０〇一９０〇一９０〇一９０〇一４，００〇一‐，２００

1試料 1測定

引張 |「 綿 ,裁 じり(◆ lTI)

振動(プ ラス了ック)

マイクロビッカース

247

237

234

lrl加測定

229

市
・
著温 ビ ッカース226

シ ョア221

220

疲

労

試

験
219

「
武

'rl加

249

236

235

233

232

228

227

肛

　

　

さ

″  蜘加I

ピ ッカー ス

231

230

硬さ分布試験

ァ ュロメータ

ノミ_こ,ル

240

241

242

224

225

222

223

217

2よ 8

一

３

一

４

一

５

一

６

グリネル

ロックウェル

験

洛 ド価∫撃

ね じり (金 属 )

エ リクセン

深絞 り (金属 )

コニカル カップ

笑物強度

価f 撃

金 額

1,300

1 300

l,300

1,300

1,300

1,300

1,300

1,300

1,600

1,300

1,300

2,000

1,300

1,400

600

600

300

1献料 I条件

2

2

2

2

13

接 /1カ (命属 )

207

204

201

験

1壁

り

1/41

11項

6

14

212

211

205

209

,lJ

絞

耐|

,1

断 ぐ◆属 )

縮

|ヂ

248

250

降伏点

仲  び

210

208

抗 折 (金 属 )

引 烈 (金 れヽ )

而|  ノ」

引 磯

1,100

2,500

2,300

1,100

◆ 符〔蝋1

30

30

30

30

1

2

3

〔I

ザとさ(精 lll l′ 1,000ミ リ
メー トル″ Jktさ ない)

″ (納 ナ笠〕,1000ミ リ

メ ー トル ″ 要 す る ,

'll死

(精度1分を買さない)

″ (勝度1分 を要する)

」
li
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T次元座標

″  lFl加

メッキ・塗災,Fさ314

313

312

311

特

殊

測

定

形

状

測

定

金  額

2,000

1,300

1,900

1,300

1 300

1,300

1,300

2,500

2,500

州1   +立

υW

II

デIFl,壁

項

ねじ角度

YIれ ,度

ねじイ∫効征

ね じピッチ

305

309

308

307

306 衷lhi湘 [さ

r〔 円度

310

4,500

2,200

仝 成 分

1 ,成  分

金  額半  位狽

宙劉
希 lrt~ぞ 万 111jttT疋 分析

(定″|つ

″    `定 hl)

環 境 試 験

食品物性・微生物試験

デザイン指導

1時 間

金 額

3,000

'い
  位項

「
1

3て ∫1子写〒ラ涌

成績書の複本

通

金 額単  位I質 II

801 /11 文

文802 欧

使用時間にこの表の
'卜

位木満の端数があるときは、
その端数を切り1:げ るものとする。
試験に要する,イ ナI,が この表に定める額を越えると

きは、その実費を徴収する。
この表以外に特殊な試験を行 う場合および特別に

要した7t川については、その実費を微収する

物 性 試 験

(ユ |う  1

2

3
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〕

"力

11

ュ ー サ イ クル

=二
生堂生土と上 イこ&撚 _

冷熱術撃試験

1 ‖、子 |!町

一
削24‖、子

“

二温任I泣試験

″   坤加

紫外線ウェザーI試 験

( ′′

415

409

414

413

412

411

410

408

″ It4加

キ ャス
腐

食

試

験

407

406

405

404

増 加

JI動測定

振動試験

403

周波数分析402

騒許レベル騒
吉

測

定

401

金 額

1,200

3,100

1 500

2,700

1,800

18,000

16,000

2,100

100

700

400

100

000

200

200

'卜
    小佐

- 1 
ケ 所

1  ‖寺 「

'II

24‖↓ドB5i武 *半

l i武  *寸

24‖ trη 5i武井寸

1 ,試  料

II預

〕0,000

2,000

1試 料

1試料 1頚 Fl 3,000

3,000菌数むW定

300

枚一欄

2,0001視 野IFl微銃

″  "と き
'憎

し

アミノ駿分析

刈i度 測 定

徴
上
物
試
験

酵素力測定

722

721

720

717

718

719

1′ 2001試 料水分活性試験

24 1時  ″1増 加 2,000

3,000F二 温tl耐 ,

1,300食fi,I物性試験

2,200

4,500

700

仝 成 分

1成 分

1試料 1項 H
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○滋賀県工業試験研究機関試験研究等設備使用要綱

昭不「161年 4月 1日

滋賀県告示第173号

改正 平成元年 4月 1日 告示第151号

滋賀県工業試験研究機関試験研究等設備使用要綱 を次のように定める。

滋賀県工業試験研究機関試験研究等設備使用要網

(趣 旨)

第 1条 工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所および機械金属工業指導所 (以下「工

業試験研究機関Jと いう♪の設備の使用等については、別に定めがあるもののほか、この要綱の

定めるところによる。

(使 用の許可 )

第 2条  工業試験研究機関の設備の使用の許可 を受けようとする者は、あらかじめ別に定める設備

使用許可申請書 を当該工業試験研究機関の長 (以下「所長等Jと いう♪に提出 しなければならない。

2 所長等は、前項の設備使用許可申請書の提出を受けた場合は、これを審査 し、適当と認めたと

きは許可するものとする。この場合において、必要 と認めるときは、条件 を付すことがで きる。

(使 用時間)

第 3条 設備の使用時間は、工業試験研究機関の職員が勤務 している日の午前 9時から午後 5時 (

土曜 日にあっては、午前 9時から正午)ま でとする。

2 前項の規定にかかわらず、所長等が特に必要 と認めたときは、使用時間を変更することができる。

(使 用の開始の申出等 )

第 4条 前条の規定により設備の使用許可 を受けた者 (以下「使用者Jと いう♪は、設備の使用を

開始 しようとするときおよび終了したときは、所長等にその旨を申し出なければならない。

(使 用の変更 )

第 5条 使用者は、使用許可を受けた期間、時間等 を変更 しようとするときは、あらかじめ所長等

の承認 を受けなければならない。

(使用者の遵守事項 )

第 6条  使用者は、当該設備の使用に当たっては、次 に掲げる事項 を守 らなければならない。

(1)当 該使用許可 を受けた目的以外 に使用 しないこと。

(2)善良な管理者の注意 をもって使用すること。

(3)所長等および所長等の指揮 を受けた者の指示に従 うこと。

(使 用料の細 目)

第 7条 滋賀県行政財産使用料条例 (昭和39年滋賀県条例第 5号 )号 1表第 6項 および第 7項 に規定

する使用料の額の細 日は、別表に掲げるとおりとする。

(使用料の免除 )

第 8条 次の各号に掲げる場合は、使用料 を免除することができる。

(1)設備の使用申込者が、当該工業試験研究機関と共同 して、または当該工業試験研究機関の委託

を受けて試験、研究、調査等 を行 う場合
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(2)前号に準ずる場合で、所長等が必要 と認める場合

(賠償責任 )

第 9条  所長等は、使用者がその責に帰すべ き事由により設備 を減失 し、またはき損 したと認める

ときは、当該使用者に、その負担において、減失 し、またはき損 した設備の補てんまたは修理 を

させることがで きる。

(使用許可の取消 )

第10条  所長年は、使用者が第 2条 第 2項の規定 により付 された条件 に違反 したときまたは第 6条

各号に掲げる事項 を守 らないときは、使用許可 を取 り消すことができる。

(雑 則 )

第11条  この要綱 に定めるもののほか、設備の使用等に関 し必要な事項は、別に定める。

(雑 則 )

イ寸 買」

1 この要綱は、昭和61年 4月 1日 から施行する。

2 滋賀県繊維工業指導所および滋賀県立機械金属工業指導所設備使用規定 (昭和32年滋賀県告示

第102号)は 、廃止する。

付 則 (昭和62年告示第142号 )

この告示は、昭和62年 4月 1日 から施行する。

付 則 (平成元年告示第151号 )

この告示は、平成元年 4月 1日 から施行する。

別表  省略
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試験研究用設備使用申請書

平成   イ十二  サ!

滋賀県工業技術センター所lt 澱

イii    ,,F

氏名または名称              l lll

代 表 考 名              ①

fE i話 (代表)L_:「 ゴ_L二十一Li]:、 !I― [_」二l::止J
(ヽコ ンピュータ姐Fl″ 4丁 っており

'す
ので代 rt lF'ザ をご記入ください.

使 用 者 名

次の使用条件を速守の うえ、 ド記のとお り設備を使用 したいので中請 します .

使用条件

1.職員の指示に従い使用 します。

2 使用 目的以外の使用は しません。

3.蓄良な管Fl!猪 のユ|:意 をもって使用 します。

4 使用者の責に起困 して発生 した1li写 は中講者の r負 Ⅲlと します。

言じ

次  長所  長 オ
'1 14

調 定ガ、
議 樅plTT ι

||

３
こ
こ
か
ら
下
欄
は
担
当
者
と
打
合
せ
の
う
え
記
入
く
だ
さ
い
。
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ガ ヽ
il ドj

設備喬 号 !ilイIIri(円 )使用 lk与 問 (■ )設 備 名 称

使 用 目 的

使 用 期 間
白 F`,夷

至 平成

イli サ〕

イト す]

H()  時   分

H()  時   分

1.基 礎研究

5,汗 I質管Fl

2.新製評1開発 3.41生産技術開発 4.製 I鴇 の改良・改善

6占 II質 訂:り1 7'子情処「 1 8,そ の他

金額 (円 )

木 件 承 認 して よろ しい か



1.電気、電子計測機器

電気・磁気環境

計 測 機 器

観   測

記 録 装 置

◆ 密t

i50

】

一１E01
機 器 名 称

|ラ 亨
~ジ

ララ子ララ
=界

L/と 娠

設 備 使 用 料 (平成241施 イ子)

(◆額には、消rセ 税が含主れていますⅢ)

変 換 装 置

磁気特性測定装置

2.機械試験機器

精 密 測 定

機 械 試 験
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○滋賀県工業技術振興懇話会設置要綱

(趣 旨)

第 1条 滋賀県の中 。長期的な技術展望および滋賀県工業技術セ ンターのあり方について産業界な

らびに学識経験者等の各分野から専門的な意見または提言等 を得、本県の工業技術の振興 に資す

るため、工業技術セ ンター内に滋賀県工業技術振興懇話会 (以下「懇話会Jと いう。)を 設置する。

(組 織 )

第 2条 懇話会は、委員22名 以内で組織する。

(構 成 )

第 3条 委員は、次の各号に掲げる者の うちから、知事が委嘱 し、または任命する。

(1)県 内企業の代表者

(2)学識経験 を有する者

(3)関係行政機関の職員

(4)そ の他知事が適当と認める者

2 委員の任期は、 2年 とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

3 委員は再任 されることができる。

(座 長 )

第 4条 懇話会に座長 を置 き、委員の互選によって定める。

2 座長は、会務 を総理 し、懇話会 を代表する。

3 座長に事故があるときは、あらかじめ座長の指名する委員がその職務 を代理する。

(専門部会 )

第 5条 座長は、必要に応 じ、懇話会に専門部会 を置 くことができる。

2 部会に属する委員は、座長が指名する。

3 部会に書b会長を置 き、座長の指名する委員 をもって充てる。

4 部会長は、部会の会務 を総理する。

(幹 事 )

第 6条 懇話会に幹事若千人を置 く。

2 幹事は、県の職員の うちから知事が命ずる。

3 幹事は、懇話会の所掌事務について委員を補佐する。

(庶 務 )

第 7条 懇話会の麻務は、滋賀県工業技術セ ンターにおいて処理する。

(そ の他 )

第 8条  この要綱 に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、座長が懇話会に諮って定める。

付 則

この要綱は、昭和60年 4月 1日 から施行する。

イ寸 貝」

この改正は、昭和61年 8月 21日 から施行する。
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○滋賀県技術相談役設置要綱

(設 置 )

第 1条 県内企業の工業技術力を高め、工業の振興 を図るため滋賀県技術相談役 (以下「技術相談

役」 とい うDを滋賀県工業技術センター (以下「センターJと いう。)に 設置する。

(業 務 )

第 2条  技術相談役は、セ ンター所長の要請 を受けて次の業務 を行 う。

(1)県内中小企業に対する主として高度で専門的かつ将来的な工業技術課題の解決 を目指 した技

令l」‡旨蒸妻

(2)セ ンターの技術指導業務に対する指導、助言

(3)そ の他、セ ンター所長が必要 と認める事項

(身 分 )

第 3条  技術相談役の身分は、地方公務員法 (昭和25年法律第261号 )第 3条第 3項第 3号 に規定す

る特別職の非常勤の職員 とする。

(委嘱等 )

第 4条 技術相談役は、工業技術 に関する学識経験 を有する者の うちから大学教授 もしくはこれに

準ずる者 を知事が委嘱する。

2 前項の委嘱期間は、 2年以内とする。ただし、知事が必要 と認める場合は、これを更新するこ

とがで きる。

(業務従事 日)

第 5条 技術相談役の業務従事 日は、月 4日 以内とし、その日はセンターの事業計画に基づ き、セ

ンター所長が定めるものとする。

(報印‖等 )

第 6条 技術相談役の報blllは 、毎年度予算の範囲内で、別に定める額 とし、月額 とする。

2 費用弁償は、居住地からセ ンターまたは業務従事地 までの往復旅費の実費を支払 うものとする。

但 し、宿泊 を伴 う場合は、滋賀県旅費支給条例 (昭46年滋賀県条例第11号)の規定 を準用 し、そ

の額は、行政職給料表 6級相当職 とする。

(秘密 を守る義務 )

第 7条 技術相談役は、職務上知 り得た秘密 を漏 らしてはならない。その職 を退いた後 も同様 とす

る。

(解 嘱 )

第 8条 知事は、技術相談役が次の各号のいずれかに該当する場合にはこれを解嘱することができ

る。

(1)職 務上知 り得た秘密 を他 に漏 らしたときもしくは業務の遂行状況が不適当と認められるとき。

(2)病気その他心身の故障のため業務の遂行に支障があるとき。

(3)そ の他、その職 に必要な適格性 を欠 くとき。
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(災 害補償 )

第 9条  技術利1談役の公務災害については、滋賀県議会の「義員その他非常勤の職とtの 公務災学1補償

等に関する条例 (昭 和42年滋賀県条例第43'チ )の定めるところによる。

(輝i 務 )

第10条  技術相談役に関する庶務は、センターにおいて行 う。

(そ の他 )

第11条  この要綱 に定めるもののほか、技術付I談役の設置に関 し必要な事項は、知I事 が別に定める。

付
‐

貝」

この要綱は、H召 和61年 3111キ 1か ら施行する。
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○特別技術相談役制度の創設について

昭和61年 5月 23日

工業技術センター

1.目   白勺

技術革新の進展 に対応 して県内企業の技術開発力を高め、本県の工業振興 を図るため、大学等

との連携のもとに、滋賀県工業技術センター (以下「センターJと いう♪に「特別技術相談コー

ナー」を設置し、産学の技術交流を推進する。

2.相談コーナーの設置

センター内に「特別技術相談コーナーJ

を開設する。

3.相談の対象者

相談の対象者は、原則 として中小企業者

とする。

4.相談指導

1)相談内容は、既ね次の分野 とする。

O エレク トロニクス関連…… (コ ンピ

ュータ関連、集積回路、センサー等 )

○ メカ トロニクス関連…… (ロ ボット、

CAD/CAM等 )

○ 先端加工技術関連…… (難削材、超

精密切削、特殊加工等 )

○ 新素材・複合材料関連…… (高分子

材料加工、高分子複合材料、金属料材

等 )

○ 食品関連…… (食品製造技術、醸造

技術、バイオテクノロジー関連等 )

2)相談指導には、右に掲げる「滋賀県技

術相談役Jま たは技術相談役が推薦する

大学等の析究者およびセンター職員が当

たる。

5.相 談 日

相談 日は、月 1回 とする。

また、時間は、午後 1時からとする。

6.相談の申し込み

相談の申 し込みは、センター技術第一科

(電気 ,電子・機械)お よび技術 第二科

(工業材料、食品)と する。

食品工学

|

食品化十
栄養化学

京都府立大学名誉教授

武庫川女子大学家政学部教授

(農 学 博 士 )

金森正雄

金属工学

1婁酵営|

京都大学名誉教授

(工 学 博 士 )

田村今男

材料工学
冷問鍛造

高分子材料加工
高分子複合材料(FRP)

同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

平井恒夫

制御工学
自動制御
サーボ
ロボット

京都大学名誉教授

立命館大学理工学部教授

(工 学 博 士 )

花房秀郎

機械工学

1鍾権鞘壬:標取糾壬|

名古屋大学工学部教授

(工 学 博 士)

山口勝美

情報工学

1言と塩ヱニ布
ピユ~夕応

|

静岡大学名誉教授

浜松情報専門学校名誉校長

(工 学 博 士)

松本欣二

専 門 分 野現 職氏  名
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毎 月 第 3木 日程 日金 森 正 雄

毎 月 第 3水 Π程 日田 村 今 男

毎 月 第 4水 H翌 日平 井 恒 夫

毎 月 第 3水 曜 日花 房 秀 郎

毎 月 第 4水 躍 日山 口 勝 美

毎 月 第 3本 l召 日松 本 欣 二

本日     言炎     日技術相談役名



7.相 言炎料

相談料は、無料とする。

8 事後指導

企業から事後指導の要望がある場合は、センターと技術相談役は引き続 き技術指導を行 う。

9.申込みの受付

申し込みの受け付けは、昭和61年 6月 1日 から開始する。
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